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キリハの今　七月二日（金）







　クラノ＝キリハという少女は、家庭的で包容力のある大人の雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。しかしそれは彼かの女じよの全すべてではない。彼女は地底人の地上侵しん略りやくの指揮官という側面も持ち合わせているのだ。

　とはいえキリハ達たちの地上侵略は非常に平和的だ。地上での戸こ籍せきが偽ぎ造ぞうであるという根本的な問題を除けば、ほぼ全ての侵略が合法的に行われている。また地域の活動にも積極的に参加し、住民達とのコミュニケーションも積極的に図はかられている。つまりキリハ達の地上侵略は、現地に迷めい惑わくをかけない侵略―――どちらかと言えば融ゆう和わ的てきな移民に近い性格をしていた。

　彼女達はどうしてそんな回りくどい侵略をするのか。

　その最大の理由は、単純に彼女らが強ごう引いんな手法を好まないからだった。彼女達は地上の人間に理り不ふ尽じんに住すみ処かを追われた歴史を持つが、自分達が同じ事をするつもりはなかった。それは彼女達の誇ほこりや意地と言いい換かえる事が出来るだろう。キリハ達が自じ称しようする『大地の民』とは、とても誇り高い一族なのだ。

　そしてもう一つ、キリハ達には強引な侵略を避さけたい大きな事情があった。実は地底人は人口が減る一方だったので、地上侵略のやり直しは利かなかった。だから間ま違ちがいなく確実に、一度で成功させる必要があったのだ。結果的に、この意味においてもキリハ達には融ゆう和わ策さくが必要だった。

　もし彼女達が武力で地上を侵略した場合、恐おそらくは一定の領地を確保する事が出来るだろう。彼女達にはそれだけの力がある。だがこれにより民族問題と地域紛ふん争そうが生じる。するとキリハ達はテロ組織や武装集団というレッテルを貼はられ、長期に亘わたる戦いを強しいられる事になる。そうなれば地上に基き盤ばんを持たない彼女達は、緩ゆるやかに力と数を失い、滅ほろんでいく事になるだろう。目先のプライドを守った結果、滅んでしまっては意味がない。

　だが地底の勢力は一枚岩ではない。キリハの一族が率いる穏おん健けん派はとは別に、地上を武力侵略すべしと唱える急進派が存在していた。

　理不尽に地上を追われた『大地の民』が地上へ帰き還かんする為ために、どうして地上の人間に頭を下げなければならないのか。ましてや技術力では『大地の民』の方が遥はるかに優すぐれている。武力で地上を奪うばい返かえすのは正義であり、優れた知性を誇る『大地の民』の方に支配される事は地上の人間にとっては幸福である―――それが急進派の主張。急進派は選民思想と歴史から来る恨うらみに凝こり固かたまった非常に危険な者達で、恐らくは地上の人間が思おもい描えがく邪じや悪あくな地底人のイメージそのものの集団といえるだろう。

　しかし幸いな事に、数の上では穏健派が急進派を圧あつ倒とうしていた。急進派は地底人の中では少数派なのだ。おかげでこれまで地底では、急進派が政治のイニシアチブを取る事はなかった。だが急進派がひとたび地上で大規模に武力を行使してしまえば、地上の者達は穏健派と急進派を区別せずに反はん撃げきしてくるだろう。そうなれば結局、急進派の思おも惑わく通りに話が進んでしまう。だからキリハ達は、急進派の動きには常に目を光らせていた。










　キリハは今、一〇六号室の地下に造られた自分の部屋で、コンピューターと向かい合っていた。そのモニターには、父親のクラノ＝ダイハの姿が映し出だされている。彼女は地底の父親と連れん絡らくを取り、情報を交こう換かんしている最中だった。

『………という報告が来ている。キリハよ、どうやら以前汝なんじが言っていた事は、現実に進行していると考えて間違いないようだ。しかも時間の猶ゆう予よはあまりない。気付くのが遅おそ過ぎたかもしれん』

「魔ま法ほう使つかい等という、おとぎ話のような存在が実在していて、急進派と手を組んでいるだなどとは、誰だれにも予測は出来ないでしょう」

　この時ダイハがもたらした情報は、キリハが予想していた最悪のケースを裏付けるものばかりだった。

　ここしばらくの間、急進派は水面下で行動を活発化させていた。急激に人材や資金を集め始めているので、何か大おお掛がかりな事をやっている事が窺うかがわれた。しかしそれが何なのかという話になると、途と端たんに分からなくなる。調べようにも、何な故ぜか情報が途と中ちゆうで途と絶だえてしまうのだ。ダイハは地下で指導者―――族長を務めているので、情報の収集力は高い。そのダイハにも破れない、秘密の壁かべがあった。おかげで急進派が何かをしているのは間違いない筈はずなのに、その尻尾しつぽを掴つかめないという状じよう況きようが続いていた。

「そして族長が情報の収集に失敗する理由を魔法使いの介かい入にゆうと考えると、納なつ得とくできる点は多いかと」

『ふむ………確かに状じよう況きよう証しよう拠ことしては十分か………そして最高機密レベルの情報を魔法使い達と共有しているという事にもなる。互たがいに供きよう与よし合っているものが、情報だけとは思えんな』

　大掛かりなのに尻尾を掴めないという事自体が、重大な問題が進行しているという状況証拠になる。いかに族長の強力な情じよう報ほう網もうであっても、魔法使いが魔法を使って情報を中ちゆう継けいしていれば追える筈もない。そして重要な情報を魔法使いに預けているという点も、両者の協力態勢の強固さを教えてくれる。地底の急進派と魔法使い達が手を組んで、それぞれの敵と戦おうとしている。それはもはや、疑いようのない状況だった。

「霊子力に関する最高レベルの技術が、魔法使い達に流されているものと思われます」

『考えたくはないが………キリハ、汝が持ち帰ったテストモデル、あれのプロダクトモデルが量産されていると考えなければならないようだ』

　そしてヒントはもう一つあった。それは以前の戦いで真ま耶やが残していった義手だった。義手は地底に持ち込まれ、穏健派の科学者の手によって詳しよう細さいに分ぶん析せきされた。そこからテストモデル全体の性能が推測され、続いて生産されているであろうプロダクトモデルの性能も推測された。それが使し途と不明の資金によって量産された場合の数、それによって編成される軍隊の強さから、想像するだに恐ろしい悪夢のような状況が予想されていた。

「加えて量産されたプロダクトモデルは魔法使い達に供与され、引ひき換えに同じレベルの魔法の武器を得ていると見て間違いないかと。魔法を防ぐ手段を持たない我々には、致ち命めい的てきです」

『霊子力で動く機械の兵士が、魔法の武器で武装して襲おそってくる訳か………』

「こちらでも穏健派の魔法使い達との接せつ触しよくを試みていますが、時間がありません。我々だけで対処する事を考えるべきかと」

『気付くのが遅過ぎたか………やむをえん。キリハよ、どうやら大地の民同士での大規模な戦せん闘とう―――いや、戦争を視野に入れて動かねばならんようだ』

　キリハの見つめるモニターの向こうで、ダイハが悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。

　穏健派のダイハ達が、戦いの準備をする。そこには大きな論理の矛む盾じゆんがある。ある意味においては、敗北を認めるに等しかった。

「族長、戦争は避けられませんか？」

　キリハも理性ではダイハと同じ結論を出していた。だがそれでも、大地の民が傷付け合う状況は可能な限り避けたいのが本音だった。

『戦いを避ける為の努力は支し払はらうが、この状況からでは戦いの可能性が捨てきれん。それに戦いへの備えが、戦いそのものを抑よく止ししてくれるかもしれんのだ』

「仰おつしやり様は分かります。ですが、対話のチャンネルだけは決して閉じないで下さい」

　キリハには、ダイハが戦いに備える意味は分かっている。それが必要である事も。しかしあくまで対話で決着をつけたい。平和裏に解決する道を残したい。それがキリハの切なる願い。彼女が地上を目指した時から、変わらぬ願いだった。

『そうだな。そのように心こころ掛がけよう』

　キリハの力強い言葉と眼まな差ざしを見て、ダイハは娘むすめの大きな成長を感じていた。

　―――あの、泣いてばかりだったキィがな………いつの間にか、母親のあいつそっくりになって………。

　それが頼たのもしくもあり、寂さびしくもある。娘にずっと娘でいて貰もらいたいのは、いつの世も父親の願いだろう。しかしダイハは同時にこうも思った。平和になったら、キリハが強くなった理由を、ゆっくりと二人だけで語り合いたい、と。

『キリハよ、そちらにも人員を回そう。汝の守りも固める必要がある』

「いえ、こちらの手は足りています。人員はそちらで全て使って下さい。戦争を避ける為には、一人でも多くの人手が必要な筈です」

『何も親おや馬ば鹿かだけで人員を送ると言っているのではないのだ。汝も戦争を避ける為に必要な人材だ。万が一にも、汝を失う訳にはいかん』

「でしたら人員の代わりに、開発中だったカラマとコラマの重戦闘モジュールをこちらへ送って下さい」

『確かにアレが設計通りの力を発揮すれば、身を守るには十分過ぎるだろうが………まだ未完成で、起動に必要な霊れい力りよくが現実的ではない。送っても動かせんぞ？』

「起動霊力についてはこちらに考えがあります。何とか起動できる筈です」

『分かった。どうせこのまま開発を続けても完成は間に合わんだろうから、そちらに送っておこう』

「ありがとうございます、族長」

『うむ』

　そこで二人の会話が途と切ぎれる。情報の交換と必要な話は終わりだった。するとダイハは軽く表情を緩めて父親の顔に戻もどると、キリハに笑い掛かけた。

『最後になるが………キリハよ』

「はい」

『………決して死ぬでないぞ』

　ダイハは早逝した妻の葬そう儀ぎを思い出すと、今になっても胸が痛む。娘で同じ感情を味わいたくはない。出来れば手元に戻したかったが、キリハ以上に有能な指揮官もいない。呼よび戻せない事がもどかしかった。

「今のわたしは一人ではありません。だから大だい丈じよう夫ぶです、父様………」

　キリハはそんなダイハの気持ちをきちんと理解している。それが出来る、聡そう明めいな少女なのだ。だからキリハは最後に一度だけ、娘として微笑ほほえむのだった。










　普ふ段だんは一〇六号室へ戻れば余よ裕ゆうのある笑え顔がおを絶やさないキリハだが、この日だけは表情が幾いくらか硬かたくなってしまっていた。流石さすがに地底の急進派が暴発寸前という話を聞いた直後に、楽しそうにしてはいられない。どうしても頭には悪い想像が浮うかんでしまい、それが幾らか顔に出てしまう。よく出来た少女とはいえ、キリハもやはり十代の少女だった。

　むにゅっ

「………何をしている、里さと見み孝こう太た郎ろう」

　そんなキリハの頬ほおを、孝太郎が両手で揉もんでいた。

「何ってほどでもないんだが………急にキリハさんの変顔が見たくなってな」

　横に引っ張ったり、中央に寄せたり。左右や上下にずらしたり。

　大人の女性を思わせるキリハの整った顔が、次から次へ奇き妙みような顔へと変化していく。それはお笑い芸人も同然の顔芸だった。
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「うん、やっぱりこうすると、綺き麗れいな顔ほど笑えるな」

「孝太郎………」

「………キリハさんは何でもできるけど、一人で溜ため込むなよ。必要なら俺おれ達たちに相談しろ。綺麗な顔が台無しになってる」

　孝太郎がキリハの顔を弄もてあそんでいるのは、彼女の事を心配しての事だった。あまり感情を表に出さず、いつも微笑んでいるキリハ。その彼女が大おお真ま面じ目めな顔をしていれば、それだけで何か問題があると分かる。そして今の孝太郎にとっては、それはあまり嬉うれしい事ではない。キリハにはいつでも笑っていて貰わなければ困る。キリハとしての悪戯いたずらっ子の笑いでも、キィとしての純じゆん粋すいな笑いでも構わない。それが孝太郎と少女達に必要だと、分かっていたから。

「………あんまり優やさしくすると、この場で泣き出すぞ」

　孝太郎の気持ちが伝わり、キリハは少しだけ表情を緩める。理解者がいる事は、彼女にとってとてもありがたい事だ。そしてそれが最愛の人物であれば、尚なおの事ことだった。

「いいぞ。その後で、普段のキリハさんに戻るんならな」

「大きく出たな、孝太郎」

　キリハの笑顔が悪戯っ子の笑顔に変わる。孝太郎の返答次し第だいでは、本当に泣き出してやろうか―――そんな雰囲気だった。

「何というか………落ち着かないんだよ。キリハさんやみんなが………その、普段通りじゃないとさ」

　孝太郎は照れながらも正直に気持ちを伝える。自分でらしくない発言だと分かっているので、照てれ臭くさくて仕方がなかった。

　先日賢けん治じと話をした事で、孝太郎の心の中における、六畳間の少女達の存在感がより明確になっている。少女達が幸せに暮らしているかどうかは、孝太郎が楽しく暮らしていく上での前提条件。照れ臭いけれど、今はそれがはっきりと分かっているのだった。

　ドンッ

「好きだー、キリハー！」

　そんな時、早さ苗なえが唐とう突とつにキリハに抱だき付ついた。普ふ段だん孝太郎にしているように、背後から首に腕うでを回してしっかりと抱き付く。その顔も、もちろん孝太郎にやっている時と同じように、楽しげに笑っていた。

「急にどうした、早苗」

　早苗は背中側にいるので、キリハは顔を見る代わりに、早苗の腕を軽く撫なでながら尋たずねる。その手の動きはとても優しい。

「どうもしないけどさ。ちゃんと伝えておこうと思って」

　今の早苗には、それだけで全てが伝わっていた。キリハのぬくもりと気配は、早苗を優しく包つつんでいる。だから早苗はそのお返しに、抱き付く力を強めた。

「ありがとう、早苗。我も汝が大好きだ」

「えへへへへー。らぶいずおーる」

「そうだな、その通りだ」

「困った事があったら、この愛の天使、早苗ちゃんに頼たよりなさい」

「ふふ、そうさせて貰おう」

　早苗の単純で真っ正直な気持ちは十分にキリハへ伝わっていた。おかげでキリハの様子は普段の彼女のそれに戻りつつあった。

　―――これはもう、俺おれの出る幕はないな………。

　孝太郎は小さく微笑むと、後の事は早苗に任せる事にした。孝太郎はキリハが普段通りでないと困るが、それは他ほかの少女達たちにとっても同じ。だから孝太郎が自分の力だけでキリハを立ち直らせる必要はない。他の少女達に頼っても良いのだ。

「はい、どうぞ、里見君」

　コトン

「ありがとうございます、桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

　ちゃぶ台に這はい寄よった孝太郎の前に、お茶の入った湯ゆ呑のみが置かれる。孝太郎達のやり取りを見ながら、そろそろ必要だろうと晴はる海みが用意したものだった。

「それにしても里見君、キリハさんが落ち込んでるのに良く気付きましたね？」

　晴海は自身のお茶を飲みながら、感心した様子で孝太郎に笑い掛ける。孝太郎がキリハが落ち込んでいる事に気付いたのは、晴海が気付くよりずっと早かったのだ。

「キリハさんは普段から落ち着いているから、違ちがう顔をしていればそれだけで落ち込んでる証しよう拠こなんですよ」

「なるほど………そういう面はあるかもしれませんね」

　晴海は納得した様子で頷うなずくと、その笑顔を少し大きくする。晴海は誰にでも優しく出来る人間が好きなので、これは高評価の対象だった。

「違いますよぉ、桜庭先輩」

　しかしこれに異議を唱えたのが、孝太郎の隣となりで漫まん画がを読んでいたゆりかだった。ゆりかは少しだけ頬を膨ふくらませつつ、恨みがましい目で孝太郎を見つめた。

「里見さんはぁ、キリハさんの事をひいきしているだけですぅ」

「そんなつもりはないぞ」

「嘘うそですぅ。だってぇ、わたしにはあんな風に気を遣つかってくれないじゃないですかぁ」

「そんな事はない」

　ゆりかの抗こう議ぎを受け、孝太郎はすぐに行動に移った。

「ふぎゅっ」

　孝太郎はゆりかを強引に引き寄せると、先さき程ほどキリハにやっていたのと同じように、その顔を揉み始める。おかげで膨らんでいた頬は孝太郎の手の中でしぼんでいった。

「お前にだってやるぞ。うりうり」

「こっ、これはただ弄んでいるだけですぅっ！　落ち込んでる時にやって下さいっ！」

「そうは言うがな、お前が落ち込んでるのって、毎度毎度どうでもいい事ばっかりじゃないか。漫画を買い忘れたとか、お皿を割ったとか。いちいち慰なぐさめる事か？」

「わたしには重大な問題ですぅっ！」

「知らん知らん」

　不満を露あらわにするゆりか。孝太郎はその頬を弄び続ける。

　―――本当はお前も悪いんだぞ、ゆりか。お前は本当に重大な悩なやみは、自分だけで何とかしようとしちまう奴やつだからな………。

　孝太郎はその言葉とは裏腹に、ゆりかの事を大事に思っている。今こうやってゆりかの頬を弄んでいるのだって、その思いがあればこそなのだ。

「もおっ！　里見さんはわたしにばっかり意地悪するんですからっ！　痛いのとか苦しいのとか、みんなわたしなんですからっ！」

　そのゆりかは、相変わらず不満そうに口を尖とがらせている。

　―――もう少し、優しくしてくれたっていいじゃないですかぁ、もぉ～～～！

　実はゆりかも孝太郎に大切にされている事は分かっている。しかし彼女の男女観はいささか古風なので、大切にする方法に文句があるのだった。

「おっ、いいのかゆりかぁ、そんな強気に出て～」

　むにむに、ふにふに

「今いま更さら誤ご魔ま化かされませんからねっ！」

「そうかぁ。残念だなぁ………折せつ角かく、お前の為に、新しいカップ麺めんを買って帰って来てやったのになぁ～」

「カップ麺っ!?」

　だが基本的に怒いかりが長続きせず、しかも現金な性格の為、ゆりかの顔からはすぐに怒りの色は消えてしまう。

「カ、カップ麺一つぐらいでっ、だっ、騙だまされたりしませんよぉ～だっ」

　にもかかわらず、口では一応抵てい抗こうを試みる。そうしながらも孝太郎の顔をチラチラ確かく認にんしているので、既すでに心が動いてしまった事は孝太郎に筒つつ抜ぬけだった。

「一つじゃないぞ。お前最近勉強頑がん張ばってたし、新作の三種類は全部買ってきた」

「………里見さんのいじわるぅ………どうして最初からこっちを………もぉおぉっ!!」

　ゆりかの頬が再び膨らむ。

　勉強を頑張ったご褒ほう美びに、ゆりかの好物を三つも買ってきてくれた。カップ麺がプレゼントとして適切かどうかは議論が残るが、最初からこれを言ってくれていれば、ゆりかが期待する通りの展開だったのだ。なのに孝太郎はわざわざ遠回りをして、彼女をからかった。ゆりかはそこが不満だった。

　―――里見さんはどうしてもっと素す直なおに恋こい人びとらしく振ふる舞まえない………って、こっ、こいびとっ!?

「はぅあっ!?　あうあうあ～～～!!」

　ゆりかは自分が孝太郎に何を求めているのかに気付き、絶句する。

「ん？　どうした？」

　孝太郎は急に雰囲気が変わったゆりかを不思議に思い、その顔を覗のぞき込こむ。

「そっ、そんなことっ、べつにそこまでっ、あのあのあのぉっ！」

　するとゆりかは顔を真っ赤にして、じたばたと暴れ始める。

　―――こっ、これっ、キッ、キッ、うわっ、うわあぁぁぁぁっ!!

　頭の中が有り得ない想像で一杯になり、その場から逃にげ出そうと必死だった。










　ゆりかが落ち着いたのは、孝太郎からカップ麺の入った袋ふくろを受け取ってしばらく経たってからの事だった。そのゆりかは今、カップ麺の袋を胸むな元もとに抱き抱かかえたまま、壁に向かってブツブツと何事かを呟つぶやいていた。

「どうしたんだ、あいつは………？」

「しばらくそっとしておいてあげて、里見君」

　壁に向かうゆりか。首を傾かしげる孝太郎。そんな二人を楽しそうに見守っていた静しず香かは、再びゆりかに話はなし掛けようとしていた孝太郎を引き留めた。

　静香にはゆりかの気持ちが分かっていたので、そのまま二人の呑のん気きであたたかいやり取りを眺ながめていたかった。しかしこれ以上ゆりかを追おい詰つめるのも可か哀わい想そうに思え、静香は孝太郎を引き留めたのだった。

「里見君はもう少しだけ、女心ってものを勉強した方が良いわね」

「その自覚はあります」

　孝太郎は素直にちゃぶ台に戻ってくる。この時の静香の言葉は親友の賢治にもしばしば言われる言葉だったので、自分が何か間違っているのだろうと素直に納得していた。

「ん？」

　ちゃぶ台に戻った孝太郎は、お茶を飲もうと湯呑みを手に取ったが、その中身は空になっていた。そこで孝太郎はおかわりを貰おうと、ルースに呼び掛けた。

「ルースさん、俺にもお茶のおかわりお願いします」

　ルースはティアの為にお茶のおかわりを用意していたので、ついでに淹いれて貰おうという魂こん胆たんだった。

「………」

　しかしルースは答えない。部屋は狭せまいし、距きよ離りも目の前。ルースに孝太郎の声が聞こえていない筈はないのだが、彼女は何故か沈ちん黙もくしたままだった。そして孝太郎と目を合わせないまま、無言でお茶を淹れ続ける。それは不自然極きわまりない、あからさまな無視だった。すると同じ事に気付いた静香が、クスクス笑いながら孝太郎を肘ひじでつつく。

「里見君、またアレじゃない？」

「はぁ………またですか」

　静香の指し摘てきでルースが何を求めているのかを理解した孝太郎は、渋しぶ々しぶと言った様子で再びルースに呼び掛けた。

「………サトミ騎き士し団だん副団長、ルースカニア・ナイ・パルドムシーハ卿きよう、お茶のおかわりを淹れてくれ」

「はぁいっ、仰おおせのままにぃっ、おやかたさまぁっ！　只ただ今いまご用意致いたしますぅっ！」

　するとルースは少し前まで完全に無視していたのがまるで嘘のように、朗ほがらかに孝太郎の要求に応じた。そしてその瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせ、嬉き々きとしてお茶のおかわりの用意を始める。しかも言われていないのにお茶ちや菓が子しの用意まで始めていた。それはやたらと熱心な仕事ぶりだった。

「ややこしい事になってきたなぁ………」

　孝太郎は頭を抱える。

　孝太郎が騎士団を設立して以降、ルースは時折こうして孝太郎に自分の役職を呼ばせたがった。そして孝太郎に騎士団長としての命令を言わせようとする。要するにルースは、騎士団の副団長に就任した事に浮かれているのだった。

「おっ、いいところに戻ってきたな、コータロー」

　そんな孝太郎の許もとへティアが近付いてくる。そして孝太郎の目の前にちょこんと座すわると、孝太郎に向かって小さな紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「ホレ、今日の分の俸ほう給きゆうじゃ。ありがたく受け取るがよい」

　その紙袋の中にはお金が入っている。それも結構な額だ。そしてこのティアの行こう為いは、ルースと同様に孝太郎の頭を抱えさせる問題の一つだった。

「ティア、給料なんていいって」

　ルースが孝太郎からの正式な命令を欲ほしがるように、ティアは皇女として孝太郎に給料を渡わたしたがった。だが孝太郎の方にはお金なんかなくてもティアの味方という意識があった。むしろティアと自分の間にお金を挟はさみたくないという気持ちの方が強い。だからこうしてティアが差し出す可愛らしい給料袋を受け取る事には抵抗があった。

「そなたの指図は受けん！　俸給を払はらっているわらわは姫ひめっぽいのじゃ！　たまにはわらわに姫っぽい事をさせるのじゃっ！」

　ティアは普段、普ふ通つうの女の子と男の子として、孝太郎と関係を築いている。でも時々、お姫様らしさも感じたくて、孝太郎に給料を払いたがる。だからどちらかというと金額よりも、給料を払うという行為自体を重要視していた。

「お前なあ………」

「それにわらわの金をそなたが持っていても、何の不便もないじゃろが？」

　ティアは、孝太郎やルースとは一心同体と考えている。その中で金銭の移動があっても何ら不都合はない。本当に給料を渡すという行為自体を、楽しんでいるのだった。

「あー、じゃあ、それはいいとして………月末にまとめてでいいんじゃないか？　毎日じゃお前だって面めん倒どうだろう？」

　ティアは『お姫様と騎き士しごっこ』を望んでいる。実はお金は関係ない。そこがはっきりした時点で、孝太郎はティアに反対するのを止めた。それに孝太郎とティアが主従であるのは事実なのだ。残るは毎日分ぶん割かつで給料を払う、手間の問題だった。

「いやじゃ！　いやじゃいやじゃ！」

　しかしこれにはティアは断固反対した。その美しい金きん髪ぱつを振ふり乱みだし、首を横に振る。

「わらわは毎日払いたいのじゃ！　毎日払って姫気分を味わいたいのじゃあっ！」

　その姿はまるで、おもちゃをねだる子供。

　それを見た瞬しゆん間かん、孝太郎の気合いが抜ぬけた。

「………お前、アホだろう？」

「アホでいらっしゃいますか、敬愛するティアミリス殿でん下か、じゃ」

「アホなのは認めるのな」

「うむ。これはわらわの趣しゆ味みじゃ」

「………分かった分かった、まったくお前という奴は………ありがたく頂ちよう戴だい致いたします、皇女殿下」

「おほほほほほっ、くるしゅうない、くるしゅうないぞ、我わが騎士よ！」

　孝太郎は観念して紙袋を受け取った。するとティアは扇せん子すで口元を隠かくし、やたらと上品に笑う。大満足のティアだった。

「まあ、気持ちは分からんではないがな………」

　上じよう機き嫌げんのティアを前に、孝太郎は苦く笑しようする。自身も他人が呆あきれる趣味―――カブトムシ捕とり―――があるので、あまり強くは言えない孝太郎だった。それに孝太郎は、ティアにはもう一つ狙ねらいがあるのだろうと思っていた。

「それで、だ」

　孝太郎は手の中にある可愛らしい小さな紙袋に目を落とす。

「はい、頼むよ、藍あい華かさん」

　そして孝太郎は、その紙袋を真ま希きに向かって差し出した。

　先日から孝太郎の資金管理は真希が行う事になっている。だからこうしてティアが給料を出せば、それは真希の仕事になる。だから孝太郎はティアが給料を出したがる事には、趣味以外にも真希に仕事を与あたえるという目的を含ふくむのではないかと考えていた。

「………」

　しかし真希は何故か紙袋を受け取らない。彼女は胸元に会計の帳ちよう簿ぼ―――とは名ばかりの家か計けい簿ぼ―――を抱えて、じっと孝太郎を見つめている。その瞳は何かの期待に満ち満ちていて、何事かを孝太郎に訴うつたえかけていた。

「むぅ………」

　その瞳が何を求めているのか、孝太郎にはすぐに分かった。そして渋々、その期待に応こたえる事にする。

「………サトミ騎き士し団だん藍あい騎き士し、藍華真希卿、今日の俸給の会計処理を頼む」

「はーいっ、おやかたさまぁ～♪」

　真希はとても嬉しそうに大きな笑顔を作ると、孝太郎の手から紙袋をひったくり、帳簿を開いて計算を始める。そんな真希の楽しそうな横顔を見ていると孝太郎は嬉しくなるのだが、反面、複雑な思いもあった。

「大変ね、里見君」

「………女心は分からないッス」

　そして孝太郎は、一いつ緒しよに真希を見守っている静香に肩かたを竦すくめてみせるのだった。







カブトムシとサンレンジャー　七月三日（土）







　孝こう太た郎ろうがカブトムシを捕りに行こうと誘さそった時、ゆりかは即そく座ざに断った。ゆりかは運動は苦手だし、疲つかれる事も嫌きらいだったからだ。だがその当日、山道を登っていく孝太郎達一行の中には、ゆりかの姿があった。運動不足の彼女は山道を登り始めて早々に息切れを起こし、ブツブツと文句を言いながら、ダラダラと最さい後こう尾びを歩いていた。

「ど、どうして、わたし、まで、行かなくちゃ、ならないんですかぁ？」

「お前はただでさえ運動不足なのに、最近は勉強を始めたせいで全然外に出てないだろ。たまには身体を動かさないと、おかしくなるぞ？」

「運動の、前に、読みかけの、漫画の続きを―――」

「ぐだぐだ言ってないで、黙だまって俺についてこい」

「は、はいっ！」

　これまで不満を隠せなかったゆりかだが、この時孝太郎が何気なく口にした言葉に、不満は消し飛んでいた。

　―――黙って俺についてこいって………ついて、いっちゃいますよ、里さと見みさん………ずっと………えへ、えへへ、へへへへへっ♪

　それはゆりかの考えるような意図ではないのだろうが、孝太郎から聞きたかった言葉なので、ゆりかは嬉しくてついつい顔が綻ほころんでしまう。おかげですっかり上機嫌だった。

「里見さんってばぁ、なんだかんだでわたしが一緒じゃないとぉ、駄だ目めなんですからぁ、もぉ～～♪」

　そしてゆりかは両手を頬に当てて、もじもじと身体をくねらせる。だが孝太郎は、くねくねとし続けるゆりかを置き去りにして、先へ行ってしまう。孝太郎の心配はゆりかだけではなかったのだ。

「お前もだぞ、クラン。お前はゆりかと同じぐらい運動不足で、しかも研究室に籠こもりっぱなしなんだ。今日は飛んだりするの禁止だからな」

　孝太郎はゆりかの健康と同じぐらい、クランの健康も心配だった。

　クランもゆりかと同じで、自分の好きな事だけをやり続ける傾けい向こうがある。最近は周囲の者への思いやりを身に付けて皇女らしくなったものの、自分自身に対する配はい慮りよは今一つだった。だから孝太郎は、そんなクランに気を配るのも自分の役目だと思っていた。

「わ、分かって、ますわ。わたくしにも、物事のわびさびは、分かりますもの」

　クランもゆりか同様に息が上がっていた。動き易やすい服装で虫捕り網あみを担かつぎ、山道を登る姿は意外に様になっていたが、それでも中身は箱入り姫育ち。目的地に着く前から、大分体力を消しよう耗もうしていた。

「その代わりと言っちゃなんだが、歩けなくなったら前みたいにおぶってってやる。思う存分体力を使い果たせ」

「また、そうやって、意地悪を言うっ！」

　クランは孝太郎の言葉を聞くと、からかわれたと感じて眉まゆを吊つり上あげる。だが、孝太郎は大真面目だった。

「別に意地悪じゃないさ。俺がお前を誘ったんだ。責任は取る」

「………ぜ、絶対、ですわよぉ………？」

　するとクランはかつて孝太郎に背せ負おわれた時の自分の姿と、今それを再び行う事の意味を想像して、羞しゆう恥ちに頬を染める。だが疲れて息が上がっているおかげで、その事を孝太郎に気取られる事はなかった。

「そういうお話になると、私は少し肩かた身みが狭いんですけれど………」

　そんな時だった。孝太郎達たちの少し先を歩いていた晴はる海みが、歩くスピードを落として横に並んだ。そして孝太郎達の会話に加わってくる。

「桜さくら庭ば先輩はいいんですよ」

「でも、私ばっかり楽をしてしまって………申し訳ない気がするんです」

　晴海は言葉通り、申し訳なさそうに眉を寄せる。実は今日の晴海は特とく殊しゆな装置を身に付けていて、その力を使って山を登っていた。その効果は絶大で、晴海はまるで体力を消耗する事無く斜しや面めんを登り続けている。だから晴海には、クランが苦労しているのに自分だけ楽をして申し訳ないという思いがあった。

「生まれつき身体が弱いのは運動不足とは違います。機械で補っても、楽をしているうちには入りませんよ」

「そ、そうですわ………あなたの場合はそうやって体力を温存して、本当にやりたい事をする時だけ、御ご自じ分ぶんの力でなさればいいのですわ」

　だが孝太郎とクランはそれでいいと思っている。その装置がなければ、晴海は今日のカブトムシ捕りに参加する事すら出来なかったのだから。

「ありがとうございます。そうさせて貰います」

　二人の言葉に胸がいっぱいになった晴海は、その瞳を涙なみだで潤うるませつつ、深々と頭を下げる。すると感謝される事に慣れていないクランは、照れ隠しで慌あわてて口を開いた。

「そ、それでっ、ＰＡＦの調子はどうですのっ!?」

　ＰＡＦ、正確にはパワーアシストフィールド。それが晴海が使っている装置の名前だ。この装置はクランが晴海の為ために作り出だした新発明だった。

　ＰＡＦはクランやティア達が護身用に使っている個人用バリアーの技術を転用して作られている。具体的には、弱めのバリアーで晴海の身体全体を覆おおい、身体の動きに合わせてバリアーをリアルタイムで変形させる事で、彼かの女じよの動きをサポートする。これにより、晴海は普段の何倍もの力を発揮し、羽根のように身軽に行動する事が出来る。バリアーが支えてくれるから、体力の消耗も殆ほとんどなかった。

　より簡単な表現をすると、孝太郎の鎧よろいのパワーアシスト機能を、バリアーを使って再現したものと言える。もちろんバリアーで再現したせいで、鎧に比べると性能では大きく劣おとっている。鎧よりも力は弱いし、バリアーのリアルタイム変形の制せい御ぎよでプログラムが複雑になった分だけ反応も鈍にぶい。だがＰＡＦには孝太郎の鎧とは一線を画す特とく徴ちようがあった。

　ＰＡＦの本体―――改造した個人用のバリアー発生装置―――は、服のベルトに取り付けられる程ほどに小さい。その為、孝太郎の鎧とは違って常に携けい帯たいする事が出来る。また、スイッチのオンオフだけで簡単に利用する事も出来る。それにバリアーの出力を弱めたおかげで、丸一日使っていてもエネルギー切れの心配はなかった。そして一番の特徴は、ＰＡＦを使っていても、使っていなくても、晴海の外見には変化がないという事だろう。ＰＡＦで利用しているバリアーは目立たないように無む色しよく透とう明めいに調整されている。おかげで日常生活の中でも非常に使い易かった。

　ＰＡＦにはありふれた技術しか使われていないが、その使い方はありふれていない。日常生活の中に技術が綺麗に溶とけ込んでいる。クランの非ひ凡ぼんさがよく分かる、革新的な発明品と言えるだろう。

「素す晴ばらしいです。身体が軽いし、全然疲れませんし。力だって、ホラッ！」

「おわっ!?」

　晴海は何気ない様子で孝太郎に抱き付くと、その身体を軽々と持ち上げてしまう。その姿はまるで子供をあやす母親のようだった。

「殆ど里見君の重さを感じないんです。凄すごいんですよ、これ」

「………俺は照れ臭いです」

「えっ？」

　無む邪じや気きな笑顔を振ふり撒まいていた晴海だったが、孝太郎の一言で目を丸くする。

「えーと………これは………」

　晴海はここでようやく自分が孝太郎を思い切り抱き締しめている事に気付いた。そしてその顔が、ゆっくりと赤く染まっていく。

「ごっ、ごっ、ごめんなさいっ、嬉しくってついっ！」

「いえ………別にいいんですけれど………」

　晴海は慌てて孝太郎を解放すると、恥はずかしそうに俯うつむいてしまう。孝太郎への感情を固めた晴海だが、直接的な感情表現は今も苦手なままだった。

「特に問題が、なかったようで、安心しましたわ。気になるところがあったら、遠えん慮りよせずに、言って下さいまし。改良は、常に、必要ですわ」

　するとクランは小さく微笑み、困っている晴海に助け舟ぶねを出した。クランはもう、それが可能なだけの冷静さを取とり戻していた。相変わらず息は切れ気味だったのだが。

「はいっ、ありがとうございます」

　晴海は笑顔を取り戻す。それを見た孝太郎は少しホッとしていた。孝太郎は晴海が照れ臭そうにしていると、なんだかいじめているような気がしてくるのだ。だからもう少し晴海をそっとしておきたい意味もあって、孝太郎は再び視線をクランへ移した。

「………ところでクラン」

「なんですの？」

「その桜庭先輩が使ってる奴………なんてったっけ？」

「ＰＡＦですわ」

「そう、そのＰＡＦさ。ちゃんと研究して、フォルトーゼで売り出せよ」

「売り出す？」

　クランは目を丸くする。クランはこれまで、自分の発明を売るという発想を持った事がなかった。好きなように研究して、好きなように使う。そして他人を出し抜く。それが彼女のやり方だったから。だからこの時の孝太郎の言葉には、戸と惑まどいが大きかった。

「ああ。そうしたら桜庭先輩みたいな身体が弱い人はもちろん、お年寄りや障害者の人達なんかも助かるだろ？」

「わたくしが、皆みなを助ける………」

　ずっと一人きりでやって来たので、自分の力が多くの人間を助けるという状じよう況きようが上う手まく想像できない。ここでもクランは箱はこ入いり娘むすめだった。

「そうだ。立派な社会貢こう献けんって奴だ。お前のお祖母ばあさんがやってたみたいに」

「ベルトリオン………」

　だが、孝太郎が祖母の事を口にした時点で、クランの気持ちは定まった。

　十数年前に死んだクランの祖母は、遺産を全すべて慈じ善ぜん団体に寄付した。自分も同じような事をするのだと考えると、自然とクランの気持ちはＰＡＦの研究推進に固まっていた。

「とても素す敵てきなアイデアですね！　私も実験台として協力します、クランさんっ！」

　クランの覚かく悟ごに前後して、調子を取り戻もどした晴海が協力を申し出た。小さい頃ころから身体が弱かった晴海だから、ＰＡＦを実用化すればどれだけ多くの人達が救われるかは想像に難かたくなかった。そしてクランの力は自分だけが使うより、多くの人と分かち合うべき。晴海がそう考えるのは、ごく自然な成り行きだった。

「ハルミ………ありがとう。頼たのもしいですわ………」

　晴海という味方を得た事で、クランは胸がいっぱいになっていた。晴海は支し援えん者しやとしては大した力を持っていない。クラン自身の社会的な地位からすると、晴海の支援は誤差の範はん囲いだろう。だが今のクランにはそれで十分だった。晴海が手伝ってくれるというだけで、とても心強かった。

「ただな、お前は金銭感覚がないから、あまり高く売るんじゃないぞ」

「分かってますわっ、そんな事っ！」

「それさえしなきゃ、お前の支持者はどんどん増えるだろうさ。皇こう帝ていに一歩近付くな」

「えっ………？」

　ここでクランは再び目を丸くする事になる。孝太郎の口から飛び出して来た言葉が信じられなかった。だからクランは慌てて孝太郎に聞き返した。

「ベルトリオンッ、ティアミリスさんではなく、わたくしが皇帝になっても、構わないんですのっ!?」

　孝太郎はティアの家臣になった。だとしたら孝太郎はティアが皇帝になる事を望む筈はず。なのに孝太郎の口ぶりはそうではない。信じられない事だった。

「優先されるべきは国民の生活だろう？　だから皇帝には、より相応ふさわしい者が成るべきなんだ。それに比べたら、俺が誰だれに仕えているかなんて些さ細さいな問題だ」

　孝太郎にしてみれば、至し極ごく当然の発想だった。ティアの家臣になったのは事実だが、その事と皇帝の資質を混同するつもりはなかった。もし仮に、ティアが皇帝の資質を欠いていたなら、彼女が皇帝になれば国民が不幸になる。成すべきは国民の幸福であって、誰が皇帝であるかではない。これはかつてアライアの傍そばで戦った孝太郎ならではの発想と言えるだろう。

「皇帝に相応しいのがお前なのか、ティアなのかは、今後次第だろうがな」

「………流石さすがは青騎士、厳しいですわね」

　クランは一度溜ため息いきをつくと苦笑した。

　たとえ主君であっても、間ま違ちがっていれば認めない。その道を正す。孝太郎の忠義はそういうもの。間違いを許さず、常に正しい道を示す、皇家にとって最良の味方。アライアの理想の体現者。下手な敵よりも遥はるかに手て強ごわい家臣だった。

「青騎士は関係ないだろう？」

「そう断言できる騎士が、この時代に何人いる事か………」

　クランは孝太郎の迷いのない騎士ぶりに呆れていたが、実はその胸の内ではとても喜んでいた。

　―――ベルトリオンは、わたくしに皇帝に相応しい皇女であれと望んでいる………。

　クランとティアのうち、相応しい方が皇帝になる。それは裏を返せば、孝太郎はクランに対して、皇帝になるに相応しい皇女であれと望んでいるという事。晴海がそうであるように、孝太郎もまた、クランの存在を肯こう定ていしているのだった。










　晴海がＰＡＦを使っている事を多くの人間が肯こう定てい的てきに捉とらえていたが、一人だけ憮ぶ然ぜんとした表情を覗かせている少女がいた。

「………いいなぁ、晴海ばっかり面おも白しろそうなの貰もらって。ね、ね、メガネっ子、あたしにもああいうの作ってよ！」

　憮然としていたのは早さ苗なえだった。彼女も晴海がＰＡＦを使っている事自体には文句はないのだが、面白そうなので自分もやってみたかった。そこで早苗はその両目を輝かせて、クランににじり寄っていく。

「サ、サナエ、あなたには必要ありませんわ」

　クランは早苗の圧力に気け圧おされながらも、何とか首を横に振った。

「いいじゃない。ケチケチしないであたしのも作ってよ」

「あなたは御自分で出来るでしょう？」

「へっ？　どゆこと？」

「霊れい力りよくで同じ事をすれば良いんですわ。身体の表面を霊力で覆って、霊力で身体を操あやつるイメージですわ」

「ああ、そっかー！　メガネっ子かしこーい！　早さつ速そくやってみる！」

　クランからＰＡＦの仕組みを教えて貰うと、早苗は笑え顔がおで両手を打ち合わせた。

「へ～～～んしんっ!!　カブトンガーッ!!」

　そしてアニメのヒーローのように、大きな身み振ぶりで変身のポーズを取る。早苗にとってＰＡＦはヒーローに変身する為の道具でしかなかった。
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「凄いですぅっ、早苗ちゃん光ってますぅ！」

「これが乙おと女めちっくぱわぁ！」

　誇ほこらしげに胸を反らす早苗。その身体は蛍ほたるの光のような、淡あわい光を発している。集中した霊力が光っているのだ。

「サナエ、もう少し力を抑おさえ込んで、光らないようにしなくては。目立って仕方がありませんわ」

「あ、そっか。こんなかんじ？」

「そんなところですわね」

　早苗が霊力を抑え込むと、その身体を包つつむ光が消きえ失うせる。だが、その身体を包む霊力は健在だった。

「えいやっ！」

「きゃあきゃあきゃあっ!?」

　早苗は傍にいたゆりかを捕つかまえると、その身体を抱だき上げた。ゆりかは女の子で身体が軽いとはいえ、それでも服と持ち物を合わせると体重は五十キロ近い。にもかかわらず、早苗はゆりかを軽々と持ち上げている。それは本来の早苗の体力からすると有り得ない結果だった。

「里見君、今の、見た？」

「は、はい………早苗、お前という奴は………」

　そんな早苗を見た静しず香かと孝太郎は絶句していた。静香と孝太郎は、早苗がゆりかを持ち上げた事に驚おどろいているのではない。二人が驚いていたのは、その直前に早苗が発していた霊力の方だった。

　霊力は普通、人間の目には見えていない。幽ゆう霊れいが見えないのと同じで、孝太郎や静香のように、才能を持つ者にしか見えないのだ。それがゆりかやクランのような、普通の人間の目に見えていたという事は、霊力を集中させ過ぎて一部分が実体の光に転てん換かんしていたという事。つまりあの瞬間に早苗が発していた霊力は、物理法則を捻ねじ曲まげる程に莫ばく大だいなものだったという事なのだ。

　孝太郎と静香は霊力が見えるので、早苗が操る霊力をその目でじかに見た。だから二人は驚いていたのだ。

　ゴィンッ

「いたぁっ!?」

「あっ、ごめん、ゆりか。上に枝があるとは思わなかったから」

「確認してから持ち上げて下さいぃぃっ!!」

「痛い？」

「痛いですぅっ!!」

　驚くべき事を気軽にやってのけた早苗だが、本人にはまるでその自覚はなく、ゆりかと呑気な会話を続けていた。

「力の使い方を誤るって、こういう事かぁ………」

「そういう意味じゃないですぅっ！」

「カブトンガーサナエ、仲間を裏切るの巻」

「ただの不注意ですぅっ!!」

　そんな早苗達を驚き半分、呆れ半分で眺めていた孝太郎だったが、ある時視界の端はしで何かがきらりと光った事に気が付いた。

「あれは………」

　そちらに目を向けると、そこにはキリハが立っていた。そのキリハは手に持った小さなカードに視線を注いでいる。光っていたのは、そのカードだった。










　キリハがカードを見ている事に気付いた孝太郎は、彼女に近付いていった。

「まだそんなものを持ってるのか」

「これは我の―――ううん、キィの宝物だから」

　多くの人間が早苗とゆりかに注目していて、孝太郎とキリハを見ていない。だからキリハは十年前の―――正確にはもう十一年前だが―――瞳と言葉とで、孝太郎に答えた。

「だったら大事にしまっておけよ」

「恥ずかしい？」

「………まあな」

　孝太郎は軽く顔を赤らめて頷うなずく。するとキリハはとても楽しそうに笑った。

「わたしがこれを見ているって事は、わたしがおにいちゃんに好き好きって言ってるようなものだもんね？」

　孝太郎の気持ちは、キリハの言う通りだった。

　銀色に輝くそのカードがキリハの大切な想おもい出での品だという事は、ずっと前に聞かされていた。その事情まで詳しよう細さいに。それが今年になってから、実はそのカードをキリハに渡したのが、過去へ行った自分だった事が分かった。

　おかげでキリハがどんな思いでカードを見ているのかが、分かり過ぎる程に分かってしまう。だから孝太郎の中の年とし頃ごろの男の子の部分が、それを照てれ臭くさく感じるのは仕方のない事だろう。

「分かったらしまっとけ」

「うん。わたし、いい女だから、おにいちゃんの困る事はしないよ」

　キリハは困っている孝太郎に楽しそうな視線を送りつつも、手にしていたカブトンガーのカードは素す直なおにポケットの中へしまい込んだ。そしてそれまでカードに向けていた視線を、そのまま孝太郎に向ける。

「お、おい………」

「ふふふ………」

　今のキリハにはもう、カードに想いを注ぐ必要はない。その想いを注ぐべき相手は、目の前にいるのだから。だからキリハは迷わずそうする。そんな深い愛情と信しん頼らいが込められた眼まな差ざしは、孝太郎をこれまで以上に困らせていた。

　―――参ったな………でも、結果としては良しとすべきか………。

　実は孝太郎がキリハをカブトムシ捕りに連れ出したのは、最近キリハが地底の問題で走り回っていて、まともに休んでいないからだった。今日一日ぐらいは地底の問題を忘れて羽を伸のばして欲しい。それがキリハを連れ出した、孝太郎の願いだった。

「そういえば、十年前も二人で山を歩いたよね？」

「そうだったな。でも、今日は星じゃなくて、カブトムシを探す訳だが」

「きっとたくさん見つかるよ。星だって見付かったんだもの」

「そうだといいんだが………」

　そしてキリハは十年前の少女の顔で笑うと、その時と同じように孝太郎と手を繋つないでしまう。孝太郎はそれが照れ臭かったが、キリハの笑顔の代だい償しようであるなら構うまいと、そっとその手を握にぎり返した。










　孝太郎は子供の頃からの経験で、カブトムシの多い森を知っている。それは地元の子供達の間で長年継けい承しようされてきた秘密の場所だった。今年もその場所では多くのカブトムシが繁はん殖しよくしているらしく、孝太郎は到とう着ちやくから僅わずか数分で一匹ぴき目のカブトムシを捕まえる事が出来た。

「良いペースだ。やっぱりこの辺にいるらしいな」

　孝太郎は捕まえたばかりのカブトムシを手に、上機嫌であたりを見回す。孝太郎の周囲にある森の木々は、夏の明るい太陽に照らされ、その緑をより強く主張している。風はそんな木々を揺ゆらし、森の爽さわやかな薫かおりを届けてくれる。子供の頃から慣れ親しんだ森は、今年も気前良く孝太郎を迎むかえてくれていた。

「よし、次だ次」

　孝太郎は次の獲え物ものを求めて行動を開始する。だが二、三歩歩いたところで、捕まえたばかりのカブトムシをしまった方が良いと気付く。

「はい、里見君」

　するとまるで計はかったかのようなタイミングで、孝太郎の目の前にヘンリエッタ―――愛用の虫カゴが現れる。

「おっ？」

「これが必要なんですよね？」

　虫カゴを差し出していたのは真ま希きだった。彼女は笑顔でカゴの蓋ふたを開け、孝太郎がカブトムシを入れるのを待っていた。

「ありがとう、藍あい華かさん」

「どういたしまして」

　孝太郎がカブトムシをカゴに入れると、真希は手早く蓋を閉じた。そして真希は虫カゴを肩から下げると、ポケットに手を入れた。

「藍華さん、虫むし除よ―――」

「はい」

　孝太郎は本格的に森に入るにあたり、虫除けのスプレーが欲しかった。しかしその事を真希に伝えようとした時には、真希はポケットから虫除けのスプレーを取り出していた。それはまるで、最初からそうなると分かっていたかのようなタイミングだった。

「………藍華さんには、俺おれがしたい事が分かるんだな」

　孝太郎は真希からスプレーを受け取りながら感心していた。真希は以前から、孝太郎の行動の先を読んで、その先回りをする事があった。しかし今は真希との契けい約やくは破は棄きされていて、魔ま法ほうで作られた心理的な繋がりは消えている。本来なら、かつてのようにはいかない筈だった。

「最近、また分かるようになってきたんです。どうしてですかね？」

　真希にもその理由ははっきりとは分かっていなかった。ただ漠ばく然ぜんと孝太郎のしたい事が分かるのだ。それはまるで契約が復活したかのようだった。

　―――でも、なんだか嬉うれしいな、こういうの………。

　真希が再び孝太郎の行動の先を読めるようになった事には、二つの理由があった。

　一つ目は元から二人の相あい性しようが良かった事だ。真希が契約なしでも孝太郎を愛しているように、元々契約なしでも可能な事だったのだ。二人にはそれを可能とするだけの感覚の一いつ致ち―――相性の良さがあった。

　その一致を乱していたのが、真希が抱かかえていた不安だった。自分が何者なのか、自分の居場所はここでいいのか。そうした不安が真希の目を曇くもらせてしまい、孝太郎の行動を読めなくしていた。その不安が解消した事が、二つ目の理由だった。

　そんな真希の不安を解消させたのは、先日のサトミ騎き士し団だんの設立だった。これにより真希は明確に自己を定義し、ここが居場所で良いのだと確信した。おかげで真希は本来の自分を取り戻し、再び孝太郎の行動が読めるようになっていたのだ。

　―――運命の人って、こういう事なんだろうな………。

　しかし真希はその事に気付いていない。ただ不思議で、幸せな事が起こっていると、感じているだけだった。

「きっと、俺が単純なんだろう」

「夢を壊こわさないで下さい。もっとロマンチックな理由がいいです」

「俺にはロマンは分からないよ」

　孝太郎は苦笑すると肩を竦める。

「本当に、分かりませんか？」

　真希はクスリと笑うと、窺うかがうような瞳ひとみでじっと孝太郎を見上げる。その瞳を見た瞬しゆん間かん、孝太郎は反射的に手が動いていた。

「分からん。俺にはサッパリだ」

　孝太郎はそう言いながら真希の頭に手を乗せると、繰くり返かえし優やさしく撫なで始める。

「ちゃんと分かってるじゃないですか。もぅ………」

　孝太郎は分からないと言ったが、これこそが、真希が期待していた行動だった。心がしっかりと繋がっている事を実感して嬉しくなった真希は、目を細めてされるがままになる。そうやって撫でられていると、頭の上に乗っている手のぬくもりで心と身体が溶けてしまいそうなぐらい、真希は幸せだった。










　カブトムシ捕りには、全部で八人が参加した。具体的には孝こう太た郎ろう、早さ苗なえ、キリハ、ゆりか、晴はる海み、クラン、真ま希き、静しず香かという顔かお触ぶれだ。ちなみに姿の見えないティアとルースは、駅前に出で掛かけている。重要な用事があるとの事だった。

　これに対して捕れたカブトムシは二十四匹、一人当たりに直すと三匹ずつという成績だった。朝から昼前までの三時間ほどでの事なので、相当な戦果と言えるだろう。もちろん個人差はあるので、上は七匹から下は零ぜろ匹ひきまで、個々の成果は様々。今はそれぞれの戦果を互たがいに見せ合っているところだった。

「い、一匹も捕れなかった………」

「ふぉっふぉっふぉっ、落ち込む事はないぞ、ゆりかよ。あたしのカブトンガー二号をあげるから」

「そういう意味じゃないんですぅ、そういう意味じゃ………あぁ………」

　ゆりかは一匹も捕れなかった。魔法を使えば幾いくらでも捕れたのだろうが、ゆりかは自分の力だけで挑いどみ、結果一匹も捕れなかった。

　そんなゆりかを慰なぐさめている早苗は、全部で五匹のカブトムシを捕まえた。これは女の子達の中ではトップの成績になる。カブトムシ特有の霊れい波を読み取る事で、早苗は次々とカブトムシを見付けた。もしその全てを自分で捕っていたら、早苗が堂々の一位だったに違ちがいない。

「ハルミ、虫を捕まえる時のコントロールはどうでして？」

「ちょっとやりにくかったです。手を覆っているバリアーのせいで、指が一回り太くなった感じで」

「ふむ………手先の作業をする時の為に、部分的にバリアーを解除する機能を追加するべきかもしれませんわね」

「あっ、それ助かります。家事をする時なんかに、とても便利だと思うので」

　クランと晴海は、それぞれ二匹と一匹。だがこの二人の場合、カブトムシ捕りというシチュエーションを利用してのＰＡＦの稼か働どう実験という意味合いが強かった。おかげで手直しや話し合いなどに多くの時間が取られ、カブトムシを捕るという事そのものに使われた時間は少な目になっていた。その状況で二人合わせて三匹なので、決して成績は悪くはない。稼働実験と合わせて、大成功と言って良かった。

「笠かさ置ぎさん、飛んでいるカブトムシを手て掴づかみなんてよく出来ますね？」

「メスカブト以外なら、なんとかね」

「メスカブト？　どうしてなんですか？」

「アレ、角がないからゴキブリに似てるじゃない？　飛んでくる姿なんかが特に」

「あはは、分かる気がします」

　静香はその身体能力を生かして他ほかの少女達には捕れない場所にいるカブトムシを捕まえていた。成果は四匹。特に圧巻だったのは、飛んで逃にげていくカブトムシを、静香がジャンプして捕まえた時だ。木の幹を蹴けり付つけた反動で高くジャンプして、空中のカブトムシを捕まえた静香は、一同に喝かつ采さいで迎えられた。

　これに対して真希は二匹。彼女はずっと孝太郎のサポートをしていたので、正確には彼女の虫カゴに入っているのは二匹だけという意味だ。孝太郎との合算で考えるべきで、決して彼女の成績が劣っている訳ではなかった。

「七匹なんて流石だね、おにいちゃん」

「キィは何なん匹びきだったんだ？」

「三匹。やっぱりおにいちゃんみたいにはいかないね？」

「あのやり方で三匹なら上出来だろう」

「すごい？」

「ああ。大したもんだ」

「えへへへー」

　孝太郎の成績は七匹。これはやって来た八人の中で最高の成績だった。真希との合計で考えると九匹なので、平均では若じやつ干かん早苗に後おくれを取った形だった。しかも早苗は他の少女達にカブトムシの居場所を教えてやっていたので、孝太郎は名実共に早苗の勝ちだろうと考えていた。

　そしてキリハは三匹のカブトムシを捕まえていた。これは全員の平均値なので、良くも悪くもない。キリハはその鋭するどい観察眼で、全員が見み逃のがしたカブトムシを捕まえていた。労せず大きな実を取る、彼女らしい結果だった。

「うし、こいつが良いかな」

「どうするの、そのカブトムシ？」

「こいつが一番大きいから、クランにやろうと思ってさ」

「お姉ちゃんにあげちゃうの？　どうして？」

「あいつ、地球のカブトムシを、宇宙船にいる子供達に見せてやりたいんだとさ。それならでかいのを持ってった方が良いだろ？」

「ふうん。それは素敵だねぇ。じゃあわたしも、このメスのカブトムシを寄付しようかな。一番おっきいし」

「そうするといい。クランも子供達も喜ぶ」

「うんっ」

　そうして笑顔で頷き合うと、孝太郎とキリハは連れ立ってクランに近付いていった。










　結局、孝太郎達は殆どのカブトムシを逃がした。孝太郎達が実際に必要なのは、クランが子供達に見せてやる分と、孝太郎自身が飼う分だけ。それらはオスメス二匹ずつの、合計四匹で足りる。残りの二十匹は写真を撮とった後、いずれこの場を訪おとずれる地元の子供達の為に逃がしてやった。

「………売れば幾らかのお金になったのにぃ………」

　飛び去っていくカブトムシを見送りながら、ゆりかが涙を零こぼす。貧びん乏ぼう生活を続けるゆりかには、森の奥おくへ飛んでいくカブトムシが五百円玉に見えていた。

「虹にじ野のゆりか、あなたそんなに困こん窮きゆうしているの？」

「欲ほしい漫まん画がが多いんですよぉ………ああぁっ………お金が飛んでいくぅ………」

「レインボゥハートのアークウィザードが情けない………」

　そんなゆりかの横で、真希が頭を抱える。ライバルの堕だ落らくし切った姿は、真希の魔法少女としての価値観を著いちじるしく傷付けていた。ゆりかの前任者であるナナは、真希にとって尊敬できる高潔な敵だったのだ。

「ゆりかちゃん、なんだったら里さと見み君の騎士団に入れて貰ったら？」

　静香はゆりかの保護者は孝太郎だと考えていた。ゆりかの性格からして、孝太郎以外には扱あつかい切れない。そして孝太郎には、手のかかる妹分がいる事は大きなプラスになる。だからそれは双そう方ほうの為に必要な事だと思っていた。

「そうだよ。お給料貰ってさ、それで漫画を買えばいいじゃない」

　早苗はゆりかの境きよう遇ぐう―――以前破は壊かいした建物の修理の為に、魔法少女の給料が天引きされている―――に同情してはいなかったが、友達が漫画の為に食費を切きり詰つめて死ぬところを見たくはなかった。そして孝太郎なら何とかしてくれるだろうと信じていたので、ゆりかに騎士団入りを勧すすめた。それで騎士団の格が下がるとか、品位が落ちるとか、その辺りの事は考えていなかった。

「………でもでもぉ、これ以上里見さんに頼たよるとぉ、まともな女の子として見て貰えなくなるんじゃないかなぁってぇ………」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。孝太郎はもうゆりかをまともな女の子として見てないから」

「それは全然大丈夫じゃないですぅっ!!」

　ゆりか達の話題はカブトムシから完全に脱だつ線せんしていた。孝太郎は少し離はなれた場所からゆりか達のやり取りを眺ながめていたのだが、その時不意に、教えて貰いたい話がある事を思い出した。

「クラン、少しいいか？」

「なんですの？」

　孝太郎が話はなし掛かけたのはクランだった。そのクランは大きなカブトムシを収めた虫カゴを覗のぞき込みながら、子供達の反応を想像して表情を綻ほころばせていたのだが、孝太郎の声を聞くとすぐに顔を上げた。

「真ま面じ目めな話でして？」

「ああ」

　顔を見合わせた段階で、クランも孝太郎もその表情を大おお真ま面じ目めなものに変える。そこからは話の内容の深刻さが窺われた。おかげで二人と一いつ緒しよにいたキリハと晴海は、何事かと顔を見合わせた。

「………ティアの父親の事を教えて欲しいんだ」

「ティアミリスさんの………」

　その瞬間、クランの表情が強こわ張ばった。孝太郎の話は、クランが想像していたものよりも遥かに深刻なものだった。

「エルは事故死と言っていたんだが、本当にただの事故死なのか？」

　先日、孝太郎がエルファリアと話した時、彼かの女じよはティアの父親は事故死したと言っていた。その時の孝太郎は単純にそうだったのかと思ったのだが、後になって冷静に考えてみると、それだけではないような気がしてきたのだ。

　エルファリアは軍縮派だった。その婚こん約やく者しやが式の前に事故死した。二十年前のエルファリアの状況、そして式の前というタイミング。そうした事から、孝太郎にはどうしても脳のう裏りを過ぎる悪い予感があった。

　エルファリア本人に訊たずねても、きっとあの顔で考え過ぎだと笑うだけだろう。だからそれをクランに―――別の政治派は閥ばつに属する人間に、訊いておきたかったのだ。

　幸いティアとルースは傍にいない。傍にいるのは口が堅かたく、むしろ相談したい相手であるキリハと晴海だけ。クランに話を聞くには、今が最良のタイミングだった。

「………そんな………」

　話を聞いていた晴海が目を見張る。心優しい彼女だから、ティアが父親を亡なくしているというだけで、心を痛めていた。そしてそこに疑ぎ惑わくがある事にも。

「………」

「クラノさん………」

　そんな晴海の肩かたに、キリハが無言で手を乗せる。それを感じて、晴海は再び瞳に力を込める。孝太郎が晴海とキリハにも話を聞かせる事には、きっと大きな意味がある。だから同情するばかりではなく、きちんと話を把は握あくする必要がある―――晴海はそんな風に考えていた。

「それに関して、わたくしの持っている情報は完全ではありませんの。わたくしの推測が混じりますけれど、それで宜よろしくて？」

　クランはいつになく真面目な顔でそう言った。それは最近あまり見せる事がなくなっていた、重要な局面における皇女の顔だった。

「ああ。頼む、聞かせてくれ。大事な事なんだ」

　それに対する孝太郎も同様だった。普ふ通つうの高校生の顔ではなく、騎き士しの―――青騎士の顔。今はそれが必要な時だった。

「………我わがシュワイガ家の持っている情報では、その事故の前後に軍部が活発に行動していたようですわ」

　かつてのクランにとっては、エルファリアとティアは政敵であった。だから二人に関する情報は数多く持っている。その中に、エルファリアの婚約者だった男性の情報も含ふくまれていた。

「あの時期は、エルファリアさんが皇帝に就任してから始めた軍縮が一定の成果を挙げていた頃。世論を追い風にして、もう一歩踏ふみ込んだ軍縮に移ろうとしていた時期ですの。そこでエルファリアさんは、軍事とは距きよ離りを置いている財界の大物と結けつ婚こんして自身の立場を明確にし、同時に財界へのより強い影えい響きよう力りよくを得ようとしたんですの」

「軍縮派同士の結婚で、互いの力を増ぞう幅ふくさせるのが狙ねらいだった訳か………」

「少なくともわたくし達はそう考えておりましたわ。暴走しかけている軍部の抑よく制せいには、そこまでする必要があった。エルファリアさんには、自分の幸せなど追っている余よ裕ゆうはなかったんですわ………」

「そこはアライア陛下と同じだな………」

「ええ………」

　クランは悲しげに目を伏ふせた。同じ女性なので、エルファリアの結婚に対する想いはよく分かる。特にクランは、エルファリアが誰を想っていたのかを知っているので、その気持ちが痛いほど分かった。

「だが、それは軍部にとって都合が悪かった筈だ」

　ここでこれまで黙だまって聞いていたキリハが口を挟はさんだ。アライアの話が出て、孝太郎とクランの話が途と切ぎれてしまっていたので、先を促うながす意味もあった。ゆりか達には聞かせたくない内容なので、話を急ぐ必要がある。だからクランはすぐに話を再開した。

「ええ。だから有形無形、様々な方法で妨ぼう害がいがあったようですの。婚約者の部下の収しゆう賄わい、関係者のスキャンダルの暴ばく露ろ………それが事実かどうかとは関係なく、軍部の息のかかったメディアが記事を書き立てたようですわ」

「馬ば鹿かな………それがフォルトーゼ皇国軍のやる事か………」

　孝太郎は悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみ締しめる。珍めずらしく、孝太郎は怒おこっていた。かつて孝太郎と共に、国と皇家を守ろうと立ち上がった皇国軍。それが二千年の時を経へて変質してしまった事は、にわかには認めたくない現実だった。

「………エルファリア陛下は、だからこそ軍縮をして、里見君の知っている皇国軍に戻もどしたかったんでしょうね………」

　晴海は思わず涙なみだしていた。アライアの記き憶おくを持っている晴海にとっては、この話は他人事では済まされない。アライアとエルファリアの気持ちを思うと、涙が止まらなかった。拭ぬぐっても拭っても、際限なく涙は溢あふれ続けた。

「そしてそんな中で起こったのが、問題の交通事故ですの」

「という事はクラン、その事故も………」

「………シュワイガ家は、それを軍部の陰いん謀ぼうだと分ぶん析せきしておりますわ」

　クランの属するシュワイガ家は、ティア達マスティル家とは違う、別ルートの情じよう報ほう網もうを持っている。それを使って得た情報を分析した結果、シュワイガ家はこう結論した。エルファリアの婚約者の事故死は、軍部による事故に見せかけた暗殺である、と。

　当時のエルファリアは既すでに軍縮に一定の成果を出だしており、国民達の評価も高い皇帝だった。これ以上エルファリアの自由を許せば、軍は更さらに縮小を強しいられ、様々な産業との繋がりが断たたれる。産業界を取り込む事で独自の発展を遂とげてきた軍の目には、これは許し難がたい暴挙と映った。そこで様々な手段でエルファリアの行く手を阻はばもうとした。しかしそれでもエルファリアは止まらない。エルファリアはどれだけ妨害に遭あおうとも、軍を本来の姿に戻すべく奔ほん走そうし続けた。

　どうしてもエルファリアを止められず、攻せめ手を欠いた軍部は、遂ついに強きよう硬こう手段に打って出た。それがエルファリアの婚約者の暗殺だった。エルファリアを止められないなら、守りの薄うすい周辺を崩くずす。そのターゲットとしては、婚約者という存在は効果的だった。民間出身で物理的にも政治的にもガードが甘あまい。また同時に、軍縮派の二大勢力の合流も阻そ止しできる。軍部としては、狙い易やすく効果的な獲物だったのだ。

「情報が不足していて確定情報ではありませんけれど、シュワイガ家がこの結論を前提にこの十数年活動してきたのは事実ですわ」

「それで今日まで軍部との関係に矛む盾じゆんが生じなかったという事は、その結論が間違っていないという事になるな」

　クランの言葉を受け、キリハが補足する。するとクランは大きく頷いた。

「そうですわ、キィ。明確な証しよう拠こはなく、いわゆる状じよう況きよう証しよう拠このみ。しかし十数年積み上げられた状況証拠は、明らかに暗殺を示している。今はそういう状態ですの」

「暗殺………」

　晴海は絶句する。演劇とアライアの記憶の中にある悲劇。同じ事が身近なところで繰り返されている。それは晴海に大きな悲しみをもたらすのと共に、どうしてこんな理り不ふ尽じんが許されるのかと、静かな怒いかりを呼び覚まし始めていた。

「事故死の事は分かった。じゃあ、エルが人工授精でティアを産んだのは何な故ぜだ？」

　怒っているのは孝太郎も同じだった。その瞳には激しい怒り、そして軍部の思い通りにはさせないという強い使命感が燃えている。孝太郎の中でずっと眠ねむっていた青騎士は、今まさに目覚めようとしていた。

「これは推測ですけれど………そうする事が暗殺に対するカウンターだったのだと思いますわ。事実、それ以降は暗殺と思われる事件は起こっていませんし。それに、財界の軍縮派との繋がりも保てますでしょう？」

　シュワイガ家は、エルファリアが人工授精で婚約者の子供―――ティアを産んだ事には、大きく二つの理由があると考えている。

　一つ目の理由は、暗殺をしても無む駄だだという意思表示。受じゆ精せい卵らんが保存されているので、暗殺を繰り返しても無駄。関係者を狙っても無意味、狙うならエルファリア本人を狙うしかない。そしてエルファリアを狙っても、マスティル家の血は絶えない。ティアを産んだ理由の一つは、そう軍部に伝える為ためである―――シュワイガ家はそのように考えていた。そしてこのおかげかどうかは判然としないものの、その後、暗殺と思われるような事件は起こっていなかった。

　二つ目の理由は、財界の軍縮派との関係を強化する為だった。本来それは結婚によって成される筈はずだったが、婚約者は事故死して御破算となった。だがその血を引いた子供をエルファリアが産めば、財界の軍縮派に対する強いアピールになる。そして実際にティアの誕生を契けい機きにして、両者はこれまで以上に連れん携けいして軍部と対決していった。

　また、これには思わぬ副次的な効果もあった。エルファリアが死んでしまった婚約者に操みさおを立て、人工授精でその子供を産んだという事実は、国民にも非常に好意的に受け止められた。その結果、世論はエルファリアの後あと押おしを強めた。元々高かった支持率は更に高まり、天てん井じよう知しらずとなった。

　こうした複数の要素が複雑に絡からみ合あった結果、軍部の思おも惑わくとは正反対に、エルファリアの勢いを強めてしまった。この状じよう況きようでは、軍部はエルファリアの言葉に反対出来る筈もない。息のかかったメディアですら沈ちん黙もくを守った。この失敗により、軍部が次なる行動に出るまでには、長い潜せん伏ぷく期間を必要としたのだった。

「そこまでしなければ、エルは軍を抑え込めなかったのか………」

　結婚を政治の道具にしなければならなかった。ティアを産んだのも愛ゆえではない。

　それが間ま違ちがっている事ぐらい、エルファリアにも分かっているだろう。かつて孝太郎が出会った少女は、それが分からない程ほどに愚おろかな少女ではなかったから。

　それをあえてやらねばならない程に、フォルトーゼの軍部は大きな力を付けてしまっていた。戦い続けるエルファリアには、選せん択たく肢しはなかったのだ。

「そして十数年が経たち、事故死のほとぼりが冷め、軍部は再び行動を起こした。この一年ほどで軍部の動きが活発になったのは、時を待っていたからなのでしょうね」

「稼かせげた時間はたった十数年か………」

「エルファリアさんは今日まで、相当危ない橋を渡わたって来ている筈ですわ。御ご自じ身しんの結婚なんて、どうでも良いくらいに」

　クランは再び目を伏せる。一年前には何も感じなかった事実に、今のクランは深い悲しみを覚える。今のクランには分かる。それがどれだけ辛つらい道程だったのかが。どれだけのものを犠ぎ牲せいにしてここまで来たのかが。

「否いや応おうなし………やらなければ、国が悪い方へ傾かたむく、か………」

「結局これも、アライアさんと同じですわね。自分の幸福など、追う余裕もなく戦い続けなければならなかった」

「………そしてそれが、二十年、続いた訳か………」

　ティアとエルファリア、二人を取り巻く問題は根深い。しかも今、二人は国を追われて宇宙の果てにいる。そして軍が二人に何らかの罪を着せて攻めてくるのは、もはや時間の問題だった。

　―――何としても守らなければ………ティアを………エルを………そして、フォルトーゼを………。

　だが孝太郎は一歩も退くつもりはなかった。多くの苦難を前にしてもなお、それを乗のり越こえんとする強い意志を固めていた。

　少女達の幸せな人生を見届ける。

　それこそが孝太郎が今、この場所に立っている意味。アライアに別れを告げてまで現代に戻ってきた、理由なのだった。










　孝太郎達が山を降り始めたのは、昼ひる頃ごろの事だった。夏になったばかりとはいえ、午後になると急激に暑くなる。無理をしないうちに引き上げるのが、楽しいカブトムシ捕りの鉄則だった。

「早苗、暑い」

「暑くない」

「じゃあ、重い」

「重くない」

「降りろって。真夏のカブトムシ捕りの後にやる事じゃないだろう？」

「だから愛が試ためされるのっ。うりうり、本当に嫌いやなら下ろしてみやがれ」

「しょうがないなあ、まったくぅ………」

　孝太郎は少女を一人背せ負おって山道を下っている。孝太郎の背中に乗るのは、当初の予定ではクランであったのだが、何故か当たり前のように早苗が乗っていた。早苗は夏の暑さも気にならないようで、しっかりと孝太郎の背中にしがみついている。孝太郎の方も無む理り矢や理り下ろすつもりはなく、早苗の好きにさせてやっていた。

「………あの素直さが、少し羨うらやましいです」

　少し後ろから孝太郎達を眺めていた晴海は、誰だれにという訳でもなくそう呟つぶやいた。晴海は自分の感情を他人にアピールする事が苦手だった。だから素直に気持ちをぶつける早苗が羨ましかった。すると近くにいたキリハが晴海の呟きに答えた。

「あれは出会った頃ころからずっとそうしてきた、早苗の特権だ。我らには真ま似ね出来ない」

「確か、幽ゆう霊れいだった頃からずっとああしてきたとか」

「うむ。だがああした特権は早苗に限った事ではないだろう？」

　キリハはそう言って微笑ほほえむ。キリハの特権は一枚のカード。そこに込められた絆きずなと想おもいとが、キリハと孝太郎とを強力に繋いでいた。

「特権………」

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいの場合はぁ、編み物研究会ですよねぇ？」

　ここでゆりかも話に加わってくる。ゆりかはとても楽しそうな笑え顔がおを作り、晴海を軽く肘ひじで突つく。高校の放課後に、晴海は孝太郎と二人で楽しい時間を過ごす。ゆりかも研究会の会員なのだが、その時は二人の邪じや魔まにならないように気を付けている。ゆりかは編み物研究会が晴海の特別な場所だと、分かっているのだった。
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「に、虹野さんっ！」

「照れなくていいじゃないですかぁ。みんなも分かってるんですからぁ」

「でもそういう話になると、ゆりかちゃんが一番よね」

「へっ？　わたしがですかぁ？」

　静香の指し摘てきに、ゆりかは不思議そうに目を瞬またたかせる。すると静香は小さく笑いながら、その理由を告げた。

「里見君が何かを始める時、一番最初に誘さそうのは大体ゆりかちゃんじゃない」

「それで毎回酷ひどい目に遭うんですよぉっ！　全然特権じゃないですぅっ！」

「あなたは贅ぜい沢たくだわ、虹野ゆりか」

「真希ちゃんまでぇ！　全然違いますよぉっ！　特権っていうのはぁ、もっとあったかくて優しいやつですぅっ！　痛いのとか苦しいのとかは、特権じゃないですぅっ！」

「わたくしにもその気持ちは分かりますわ、ユリカ」

　燦さん々さんと照り付ける太陽のもと、孝太郎達は和気あいあいとした雰ふん囲い気きで山道を下っていく。何の変へん哲てつもない、夏の一ページ。だが孝太郎達は、それが何よりも大切なのだと知っている。そしてそうした日々がずっと続いて欲しいと、願わずにはいられなかった。

　だが、そんな平へい穏おんを打ち破る者達がいる。その兆きざしに最初に気付いたのは、キリハに仕える二体の埴はに輪わ達だった。

『ホ！　ホホー！　大変だホー！』

『姐あねさん、お楽しみのところ申し訳ないホ！』

　カラマとコラマは、これまでカモフラージュの機能で姿を隠かくしていたのだが、接近してくる何者かの気配を捉とらえた段階で孝太郎達の前に姿を現した。接近してくるのが普通の人間であれば埴輪達は何も言わなかったのだが、残念ながら相手は普通ではなかった。

『霊子力センサーに反応ありだホ！　反応は微び弱じやく、恐おそらく向こうの使ってるセンサーだと思われるホ！』

『距離は前方二百メートル！　山道を登ってきているみたいだホ！』

　接近してくる者達は霊子力技術を使っていた。それはつまり大地の民―――地底人に関係する者達だという事になる。まともな相手ではない。素す早ばやい対応が必要だった。

「カラマ、コラマ、クラスⅡ遮しや蔽へいモード。状況によってはスリープモードで対応」

『がってん！』

『分かったホー！』

　キリハは即そく座ざにカラマとコラマに完全に身を隠すように指示を出した。キリハはこの時点で、接近してくる者達が敵である可能性が高いと考えていた。何故ならキリハは、地底から連れてきた自分の部下達には、地上では霊子力技術を使わないように命じている。その為、接近してくる者達が霊子力技術を使っている以上、政敵である急進派に所属している可能性が高かったのだ。

『姐さん、おかしいホ！　向こうの出している霊波が不安定で、仮にセンサーだとすると分解能が低すぎるホ！』

『この霊波パターンには覚えがあるホ！　九十パーセントの確率で以前出会った面おも白しろ五人組だホ！』

「なんと………」

　しかしキリハの予想は外れていた。接近してくる者達は敵でも味方でもなかった。

　そのどちらでもない、第三の勢力に与くみする者達だった。










　カラマとコラマが警告を発した時から緊きん張ちようしていた孝太郎達だったが、問題の五人が姿を現した瞬間、呆あつ気けなくその緊張は解けていた。親しくはないが、面識があったのだ。

「なんだ、あいつらか………」

「里見君？」

「なんですの？　知り合いでして？」

　例外は真希とクラン。二人とも彼かれらには会った事がないので、不思議そうに近付いてくる五人組を見つめていた。

「あいつらは以前、俺おれ達がヒーローショーに協力した時に出会ったんだ」

「以前キィからそんな話を聞いた覚えがありますわ」

「じゃあ、ヒーローの俳優なんですね？」

「多分な」

　孝太郎が二人に事情を説明している間に、問題の五人組の方も孝太郎達に気付いた。

「あれっ、ケンイチ兄ちゃん、あの人達って確か………」

「本当だっ!!　また珍しいところで会うなあ………」

「嘘うそぉっ!?　男だん爵しやく様達じゃないっ!?　しまったぁっ、こんな事ならもっとちゃんと化け粧しようしてくるんだったっ!!」

「病気だ、病気。またメグミの病気が出やがった」

「メグちゃんはそのままでも綺き麗れいだよ」

　五人組は孝太郎達の姿に気付くと駆かけ足あしで近付いてくる。その表情は友好的で、古い友人を見付けた時のような雰囲気だった。孝太郎達も同様で、小走りで彼らを出で迎むかえた。

「お久しぶりです、皆みなさん！」

　先頭は髪かみを刈かり込んだ健康的な青年で、名前はケンイチ。五人のリーダー格だった。

「昨年は御ご指し導どういただき、ありがとうございました！」

　それに続くのが一番背が小さい少年、コタロー。ケンイチの弟分だが、一行の中では一番賢かしこい。趣しゆ味みはゲーム。

「だ～んしゃくさまぁあぁぁぁぁんっ！　相変わらず逞たくましくていらっしゃるわぁっ！」

　その後ろでやたらと笑顔を振ふり撒まいているのがメグミ。五人組の紅一点だが、惚ほれっぽいのが欠点だった。

「メグちゃん、よだれ、よだれ！　男爵さんに嫌きらわれちゃうよ！」

　そしてハンカチを手にメグミを追いかけている巨きよ漢かんがダイサク。見た目通りよく食べる男だが、意外に細やかな神経も持ち合わせていて、暴走しがちな一同をフォローする事が多い。つまり名目上のリーダーがケンイチで、裏のリーダーはダイサクだった。

「あまり興奮するんじゃない、お前ら。田舎者だと思われるだろ」

　先を行く四人を冷やかに見つめているのがハヤト。クールな男を気取ってはいるが、見み栄えっ張ぱりなところがあるのでイマイチ上う手まくいかない。ちなみに出身地は山さん岳がく部ぶにあり、五人の中では一番の田舎者だった。

　この五人組は、いつも一緒に行動している。彼らは五人一組のチームなのだ。チームの名前は、太陽部隊サンレンジャー。デビューから二年余りの若手ヒーローだった。

「相変わらずだなあ、あいつら………んっ？」

　孝太郎は去年と同じ調子で現れたサンレンジャーを懐なつかしく思っていたのだが、彼らが走ってくる姿に軽い違い和わ感かんを覚えた。

　―――なんだ、この違和感は？

　そこで孝太郎は、改めて五人を見直してみた。すると違和感の理由はすぐに分かった。彼らの走る姿が、去年よりもしっかりとしたものに変化していたのだ。

「大したもんだ」

「彼ら、あれから相当鍛きたえたみたいね。去年とはまるで別人じゃない」

　静香も孝太郎と同じ事に気付いて感心する。それ程までにサンレンジャーの変化は大きなものだった。彼らの走る姿には安定感があり、適切な重心位置を、強い筋力で支えているのが見て取れる。去年の動きとは明らかに違う。それは彼らが多くの訓練を積んだ証拠だった。

　―――動きだけじゃなく、隙すきも無いな。仲間達にも常に気を配ってる。間違いなくチームワークも向上してる。実戦並みの訓練を多くこなしたのか？

　孝太郎の勘かんでは、彼らはアクション俳優としては破格の特訓をこなしている筈だった。その為、アクション俳優には本来必要のない、戦士としての技量が向上している。おかげでただ走っているだけなのに、ヒーローとしての説得力があった。それは驚おどろくべき向上心と言えるだろう。

「久しぶりだな、お前ら。それにしても、相当鍛えたみたいだな？」

「分かりますかっ!?」

　孝太郎が素す直なおに感想を口にすると、先頭にいたケンイチは大きく目を輝かがやかせた。

「ああ、見み違ちがえたよ。すっかり逞しくなった」

「光栄です！　一歩でも男爵さんに近付きたくて、頑がん張ばったッス！」

「それにしてもケンイチ兄ちゃん、やっぱり男爵さんは別格だね。こうして向かい合うと、それがよく分かるよ」

「当たり前でしょっ！　男爵様をその辺の男達と一緒にしないでっ！　ちょっと特訓したぐらいで、私の男爵様に敵かなう訳ないでしょっ!?　あぁんっ、早く男爵様にブチのめされたぁいっ!!」

「………ダイサクよ、今日はメグミの病気が特に酷いが、どうなってるんだ？」

「以前からだよ。メグちゃんは、男爵さんの演劇を観に行った日から、症しよう状じようが悪化したみたいなんだ」

　思わぬ場所での孝太郎との再会に、サンレンジャー達は興奮を隠せない。だが彼らが口々に色んな事を言うので、孝太郎の方は何が何だか分からなくなっていた。

「………それでレッドシャイン、お前らはここで何をしているんだ？　仕事か？　それとも特訓か何かか？」

　困った孝太郎は一度仕切り直し、改めてリーダーのレッドシャイン―――ケンイチに事情を尋たずねた。するとサンレンジャーの興奮は一いつ旦たん収まり、代表してケンイチが答えた。

「ええと、詳くわしい事情は言えないんですが、この辺りにあるものを探しに来たんです」

　サンレンジャーは政府が秘ひ密みつ裏りに組織した、侵しん略りやく者しやに備える実戦部隊だ。今日もその任務でこの場所へやって来ている。彼らの任務は、侵略者の拠きよ点てんを発見する事。しかし民間人の孝太郎達にそれを明かす訳にはいかなかった。

「そっか。お前らも大変だな」

　だが孝太郎はそれについて特に疑問は感じなかった。ヒーロー番組のロケ地探しぐらいにしか思っていなかった。それに契けい約やく上の守秘義務は、アルバイトでも常識だった。

　―――霊子力センサーを利用しての探し物………まさか、急進派が地上で何かの作戦を展開しているのか？　それとも………考えたくはないが、既に地上に拠点が？

　サンレンジャーの言葉で表情を変えたのはキリハだけだった。彼女だけは、サンレンジャーの正体に気付いている。だが余よ程ほどの事がない限り、キリハの側から接せつ触しよくは出来ない。なるべくなら存在を気付かれたくない相手だった。

「………カラマ、遮蔽モードのまま、彼らの追つい跡せきを。目的が知りたい」

『………分かったホー』

　仕方なくキリハは、埴はに輪わのうち一体に、サンレンジャーの追跡を命じる。彼らの活動が地底人に関するものである可能性は高い。放置は出来なかった。そんなキリハの複雑な胸の内をよそに、孝太郎とサンレンジャーは呑のん気きなおしゃべりを続けていた。

「とっ、ところでっ、男だん爵しやく様は何故こちらにおいでにっ!?」

「メグちゃん、ちょっと落ち着いて」

「だって、だってぇっ！　やっと会えたんだもぉんっ！」

「俺おれ達はこれだ」

「カブトムシですか？」

「ああ。あそこにいるクラン―――眼鏡の子、あの子の国の子供達に、日本のカブトムシを見せてやろうってな」

「それは素す晴ばらしいですね。とても大きなカブトムシが捕とれたみたいですし」

「おう、スゲーだろ？」

「はいっ」

　孝太郎から、外国の子供達の為にカブトムシを捕とりに来たという話を聞き、ケンイチはその表情を輝かせる。サンレンジャーと侵略者との戦いは、言いい換かえれば外国との争いだった。その視点に立つと、孝太郎は外国との友好を深め、争いを未然に防ぐ活動をしていると言えるだろう。それはつまりサンレンジャーと同じ目標を共有しつつも、一歩先を進んでいるという事。だからケンイチは、それを素晴らしい事だと感じていた。

　―――俺達も最後はこうでなくっちゃな………その為にも今は！

　いずれ今の孝太郎のようにする為にも、まずは自分達の任務を果たす。ケンイチの瞳ひとみはその決意に燃えていた。

「兄ちゃん、そろそろ」

「そうだな。皆さん、俺達は仕事に戻ります」

「えぇえぇっ!?　折せつ角かく男爵様に会えたのにぃっ、ボコボコにして貰もらえず終じまい!?」

「我が慢まんしようよメグちゃん。仕事を放ほうり出したら男爵さんに嫌われるよ？」

「俺達には時間がねえ。ずっと再会を祝ってる訳にはいかねえんだ」

　新たな決意に燃えているのはケンイチだけではない。それは他ほかの四人―――三人かもしれないが―――にも共通した願いだった。

「そうだ、最後に一つだけいいですか、男爵さん」

「どうした、レッドシャイン」

「皆さんがカブトムシを捕っている時に、変わった場所や、変わった物、変わった人なんかを見かけませんでしたか？　些さ細さいな事でも良いんです」

「俺は………特に見かけなかったな。みんなはどうだ？」

　孝太郎の記憶の中には、ケンイチの言うような変わった何かの記憶はなかった。少女達にも尋ねてみたが、七人とも首を横に振るばかりだった。

「みんなも心当たりはなしか。悪いな、レッドシャイン、力になれなくて」

「いえ、そんな事はありません」

　孝太郎達から情報は得られなかったが、ケンイチが気落ちした様子はない。今日までの戦いで、身体だけでなく心の方まで鍛えられたサンレンジャーだった。

「御ご協きよう力りよくに感謝します。それとお会いできて良かったです」

「俺もだ」

「それでは失礼します！」

　そしてケンイチと四人の仲間達は、美しく調和した敬礼を残して去っていった。その姿はかつての彼らとはまるで違ちがい、本物のヒーローの風格を漂ただよわせていた。

「ねー、孝太郎」

　孝太郎の背中によじ登りながら、早苗がしみじみと呟く。

「相変わらず変な奴やつらだったけど………あいつらもさ、あたし達と一緒で、色々あったんだろうね？」

「そうだな。きっと、そうなんだろう」

　孝太郎達が成長したように、サンレンジャー達も成長した。それを自然だと感じさせる程に、去っていく五人の後ろ姿は堂々としていて力強かった。







地上と地底と　七月三日（土）







　サンレンジャー達の姿が見えなくなると、孝こう太た郎ろう達は再び山道を下り始めた。カブトムシ捕りで疲つかれていたものの、思わぬ出会いもあって一同の表情は明るかった。

「桜さくら庭ばせんぱぁい、身体は大だい丈じよう夫ぶですかぁ？」

「心配してくれてありがとう、虹にじ野のさん。クランさんの発明のおかげで、まだまだ大丈夫です。クランさんもありがとうございます」

「かっ、過信は禁物ですわ。まだ試作品の段階ですしっ」

「照れるな照れるなメガネッ子。そういう時は力ちから一いつ杯ぱい自じ慢まんしなさいっ！」

「そういえば藍あい華かさん、騎き士し団だんの衣装はティアちゃん達に任せちゃってよかったの？」

「ええ、フォルトーゼ様式は私には分からないし。むしろ任せた方が良いかと思って」

「ティア達の事だ。何がどうとは言えないが、絶対ロクでもない事になってるぞ」

　だがそんな一行の中にあって、キリハ一人だけは表情が優すぐれなかった。

　サンレンジャーとの出会いは、キリハにとってはただの再会ではなかった。サンレンジャー―――地上の防衛部隊が行動しているという事は、急進派の活動を裏付ける証拠。笑って再会を喜んでいる訳にはいかなかった。おかげで今のキリハは、完全に指揮官としての顔に戻ってしまっていた。

『姐さん、カラマからの連れん絡らくだホ。サンレンジャー達はおいら達がカブトムシを捕っていた場所を通り過ぎて、更に奥おくに向かっているホ』

「そのまま追跡を続けるように伝えてくれ」

『がってん！』

　キリハは埴輪達を使ってサンレンジャーを追いながら、今後の方策を練っていた。

　―――彼らは近きん距きよ離り用の霊波探知機を使っていた訳だから、ある程度の目星は付いている筈。交戦後に追跡してきたか、最初から何らかの情報を持っていたか………。

　キリハの読みでは、サンレンジャー達は敵―――地底勢力の急進派がこの辺りに潜ひそんでいるという大まかな情報を持っている筈だった。キリハがそう考える根こん拠きよは、彼らが使っている探知機の精度だった。彼らの探知機は、埴輪達に内蔵されているセンサーよりも更に精度が低い。だから何の手て掛がかりもなしに探知機だけで敵を見付け出そうとするのは、砂すな浜はまで落としたダイヤを探すようなもの。どのあたりで落としたのかが分からなければ、無駄な時間を過ごす事になる。従って彼らがあの探知機で捜そう索さくをしている以上、この周辺であるという目星がついていなければならなかった。

　だとしたら、サンレンジャーを追う事には意味がある。より高精度のセンサーを備えたカラマなら、サンレンジャーよりも先に急進派を見付け出すかもしれない。地底でも急進派の動きがある以上、この好機は逃のがしたくはなかった。

「何とか先に見付け出して、先手を打てれば………」

　キリハは元来、争いを好まない。その彼かの女じよが、積極的に急進派を妨害しなければならない。その矛盾を呑のまねばならない程、事態は切せつ迫ぱくしている。地上に急進派の拠点が作られていたり、大規模な作戦が進行中であったりすれば、今後の方針の大だい転てん換かんが必要になってくるかもしれないのだ。

『姐さんっ、大変だホ！』

「どうしたっ!?」

　そしてその危険は、コラマによってもたらされた情報で更に深まり、現実的なものへと変化していく。

『ダイハ族長から、緊きん急きゆう連れん絡らくだホ！　シジマ＝タユマが脱だつ獄ごくしたホ！』

「なんだとっ!?」

　シジマ＝タユマ。大地の民の中でも特に選民意識が強く、地上人に対して大きな憎ぞう悪おを抱かかえた、急進派の若頭。タユマは昨年の戦いでキリハに敗れ、地底にある監かん獄ごくに収しゆう監かんされていた。その彼が、何者かの手引きによって脱獄した。それが何を意味するのかは、分かり過ぎる程に分かる。




　キリハの戦いは、今まさに、始まったのだった。










　タユマの脱獄を手引きしたのは、地底ではあまり見かけないタイプの男女だった。男性の方は長身で金きん髪ぱつ、スーツに身を包つつみ、異国生まれを感じさせる青年。もう一人は暗めの藍あい色いろで染め上げた露ろ出しゆつ度どの高い衣装に身を包んだ、目つきの鋭するどい女性。地底の人間はどちらかというと素そ朴ぼくな外見をしているので、二人と向かい合うタユマは実際以上に地味な印象があった。

　二人の力で脱獄したタユマは、そのまま彼らに連れられて逃とう亡ぼう中だった。タユマ達たちはまだ地底にいるので、この段階では脱獄に完全に成功したとは言えない状況にある。そして今は、ある建物の地下室に潜んでいた。数分後には脱だつ出しゆつの為の車両が迎むかえに来る事になっているので、それまではここで待機する必要がある。古ぼけた電球に照らされた薄うす汚よごれた地下室ではあるが、脱獄してから初めて訪おとずれた休息の時間だった。

「………直接会うのは久しぶりだな、藍色の戦士よ」

「最近は連絡が簡単になったものね」

　タユマはまず女性の方に話はなし掛かけた。女性の名前は真ま耶や。真耶はタユマとは十年以上前から協力態勢にある。本来タユマは地上の人間を嫌う。だが真耶はその例外にあたる。彼女は大地の民の伝承にある、失われた七つの氏族の出身だった。つまり大きく見れば大地の民。それ故ゆえに助力を得ても、タユマのプライドは傷付かなかった。

「それで真耶よ、この男は一体何者だ？」

　だが、真耶の連れの男はそうではない。タユマは大地の民こそが最も優れた人種であると信じているので、地上の人間に救われた事は彼のプライドを傷付けていた。

「彼はエゥレクシス。しばらく前から私のパートナーを務めてくれているの。詳しい事情は言えないんだけれど、間違いなく日本の人間ではない事は保証するわ」

「エゥレクシスです。初めてお目にかかります、シジマ＝タユマ閣下」

　エゥレクシスは優ゆう雅がに頭を下げる。ビジネスの世界で生きてきたエゥレクシスにとっては、会うなり敵意を向けられる事など日にち常じよう茶さ飯はん事じ。少しも動じる事はなかった。

「むぅ………」

「納なつ得とくいかないのは分かるけれど、現実を見て頂ちよう戴だい。彼のおかげで私達の兵器が量産態勢に入ったのは紛まぎれもない事実。普ふ通つうの人間ではないのは明らかでしょう？」

「それは………そうだが………」

　真耶とタユマ、そしてその背後にいる急進派の活動が最終段階へ移行したのは、エゥレクシスの助力があったからだった。エゥレクシスが持ち込んだ作業機械は、地上と大地の民、双そう方ほうの作業機械の性能を大きく凌りよう駕がしていた。おかげで存在していた技術的な壁かべを突とつ破ぱし、当初の予定を大おお幅はばに短縮して、スケジュールが進行していた。

「それに彼は私のパートナーよ。侮ぶ辱じよくするなら、私を侮辱する事になるわ」

「………分かった。済まなかったな、エゥレクシス。正式に謝罪する。それと、助力と救出に感謝する」

「勿もつ体たいない御お言こと葉ばです」

　最終的にタユマは折れた。タユマにとって、真耶は強い力を持つ大地の民たみ。同どう胞ほうを侮辱する事は、自分を侮辱するに等しい。それにエゥレクシスが外国人で、持ち込んだ技術は数世代先を行くもの。明らかに大地の民を地底に追いやった日本の地上人とは違う。タユマ達の目的は、あくまで日本の地上人と戦う事。だから真耶が保証する以上、エゥレクシスが何者かを追及するのは意味のない行こう為いだった。

「ところで、工場の方はどうなっているのだ？」

　エゥレクシスの件が片付いたので、タユマは話を本筋に戻もどした。彼にとって大事なのはやはり、地上との戦争だった。

「順調に稼か働どう中よ。既すでに予定の九十五パーセントの生産が終しゆう了りよう。………まあ、だからこそあなたを迎えに来たのだけれど」

「予定よりずっと早いな」

「詳しい話は向こうでするわ。実際に見て貰う方が早いでしょう」

「という事は、この後は地上の工場へ向かう訳か」

「その通りよ。そこで無敵の軍団が、指揮官であるあなたの到とう着ちやくを待っているわ」

「素晴らしい………これでクラノの一族の鼻を明かしてやれる………」

　真耶から報告を聞くと、タユマはその表情を歪ゆがませて笑顔を作る。だが内包する感情は全くの別物だ。恨うらみや嫉しつ妬とといった暗い情念に裏打ちされた、酷く醜しゆう悪あくな笑顔だった。










　地底を脱出した三人は、吉きつ祥しよう春風市の郊こう外がいにある山中へ向かった。そこは元々エゥレクシスが地球へやって来た時に拠点を築いた場所で、その時に持ち込まれた簡易的な修理、生産施し設せつがそのまま残されていた。そしてその施設を流用する形で、この場所に急進派の大規模な工場が作られた。その工場を目にしたタユマの第一声は、非常に満足げなものだった。

「実物を見ると圧巻だな！　これが俺の軍団か！」

　工場の倉庫には真耶の身体と同じ技術で作られた―――と言っても、真耶の身体程には人間らしい姿はしていないのだが―――機械の兵士がずらりと並んでいた。別の拠点への搬はん送そうが進んでいるので、その数は半分にも満たなかったが、千を超こえる数の機械兵が並んでいる姿には大きな威い圧あつ感があった。

「私達が貰う分は既に運び出した後だから、これは間違いなくあなたの軍勢よ」

「こいつらがお前達の氏族の技―――確か魔ま法ほうと言ったか。それで武装して進軍する姿を思うと笑いが止まらん。これは我ら大地の民の力の結けつ晶しようだ！　フハハハハッ!!」

「そちらに関しては、我々の拠点に兵器を運び込んだトレーラーが、折り返し運んでくる手て筈はずになっているわ」

　機械兵を含ふくむ兵器の生産が九十五パーセントに達した段階で、ダークネスレインボゥ側が貰う分の兵器の生産は完かん了りようした。真耶はそれを自分達の拠点へ送り出した後に、タユマの救出へ向かった。不測の事態があっても自分達の損にならないように、細心の注意を払はらったのだ。同じ事がダークネスレインボゥ側がタユマ達に供与する予定になっている魔法の武器に関しても言える。輸送手段の確保が難しい事を名目にして、先にトレーラーで霊子力兵器を運ばせ、折り返しで魔法の兵器を運ぶ。真耶はタユマに全面協力しているように見せかけつつ、したたかに自分達の利益を守っていた。

「トレーラーが戻り次し第だい、全すべての準備が整う。マグズ様もお喜びになるだろう」

　この時タユマが口にした、マグズという名前の人物。その人物こそが、タユマ達急進派を率いる指導者だった。しかしこの人物は殆ほとんど表に出て来る事はなく、陰かげから全体の指揮を執とる事に専念している。おかげで穏おん健けん派はが急進派の実行部隊を捕とらえても、マグズまで辿たどり着つく事が出来ず、マグズというコードネームしか分かっていなかった。

「ちなみにタユマ、私にあなたの救出を依い頼らいしたのはその方よ」

「やはりマグズ様であったか。よく礼を言っておかねばなるまいな」

「ついでに、良い取引だったと伝えておいて頂戴」

「心得た。………早さつ速そくだが、マグズ様に御おん礼れいと御ご報ほう告こくをしてくるとしよう」

　無事に拠点に辿り着き、工場の様子も確かく認にんした。そろそろタユマも仕事に戻る時間だった。地上に対する大規模な攻こう撃げきの時は、刻一刻と迫せまっていた。

「私とエゥレクシスは、アレの最終調整に向かうわ」

「もう完成しているのか!?」

「あっちも九十五パーセントってところよ。だから最終調整をしに行くの」

「なるほど、そちらは任せ―――」

　その時だった。突とつ然ぜん、工場全体に耳みみ障ざわりな警報が響ひびき渡わたった。

『侵しん入にゆう警報！　繰くり返かえす、侵入警報！　所属不明の何者かが、北側の柵さくを破り敷しき地ち内ないへ侵入した模様！　守備要員は直ちにこれを発見し排はい除じよせよ！』

「ここを嗅かぎ付つけたか………地上の連中も馬ば鹿かばかりではないようだな！」

　タユマと真耶達は指導者への報告を後回しにして、指令室へ向かう。

　今は呑気にお喋しやべりをしている場合ではない。

　一刻も早く侵しん入にゆう者しやを殲せん滅めつして、情報の拡散を防ぐのが急務だった。










　サンレンジャーが工場を発見したのは、偶ぐう然ぜんによる部分が大きい。だが必要な時に必要な場所にいたのは、彼らの努力によるものだ。これは彼らの頑張りが引き寄せた幸運だった。

「やったぞ、本当に基地があった！　お前の言う通りだったな、コタロー！」

「おかしいと思ったんだよね。地底人なのに、最近急に空飛んで逃にげるからさ」

　サンレンジャーはこれまで何度も地底人と戦ってきた。だがそれは表立った攻撃ではなく、公共施設に対する破は壊かい工作のような、小規模なものが多かった。そして小こ競ぜり合あいの後に、地底人が撤てつ退たいしていくというのがお決まりのパターンだった。

　だが、最近になって地底人が逃げる時の様子に変化が起こっていた。かつては地下へ地下へと逃げるだけだったのだが、最近は時折、空を飛んで逃げていく事があった。そして飛んでいく方向にある種の規則性があったので、サンレンジャーは定期的にその方向の調査を行ってきた。

　探知機の精度の問題もあり、これまでの調査は何度も空から振ぶりに終わっていた。だが今日は違った。根気よく調査を続けるうち、彼らは探知機の画面に光る点を発見した。その光点は速い速度で移動していたので、サンレンジャーはそれを見失わないように慌あわてて後を追った。

　彼らは知る由もなかったが、実はこの光点は地底を脱出したタユマ達が使っていた乗り物の反応だった。地底の追っ手を撒く事に集中していた彼らは、地上に出た時点で乗り物のスピードを上げた。乗り物の動力は霊子力なので、スピードを上げれば霊波は大きくなる。サンレンジャー達はその霊波を探知したのだ。

　タユマ達の失敗は三つあった。地上の探知機の質の悪さを馬鹿にしていた事、地上の人間が近くまで調査に来ている可能性を考こう慮りよに入れなかった事、そして急ぐあまりスピードを上げてしまった事。

　いくら探知機の質が悪くても、近くにいれば関係ない。スピードを上げて霊子力を沢たく山さん使えば目立つ。努力、油断、偶然、焦あせり。そうした要素が絡からみ合って、サンレンジャー達は敵の拠点―――タユマの工場を発見したのだった。

「だがケンイチよ、これからどうする？　どう見てもこいつはただの基地じゃないぞ。大規模に何かを作ってやがる」

　ハヤトはブルーの戦せん闘とう用スーツに身を包み、ライフルに取り付けられたスコープを覗のぞいていた。スコープの向こう側には、敵の拠点の様子が見える。そこは確かに軍事基地の雰囲気を漂わせていたものの、工場のようにも見えた。川から大量の水を引き、煙えん突とつが何本も立ち並び、奥には発電所もある。そこで何かが作られている事は明白だった。

「と言っても、私達五人だけで攻撃するには大き過ぎるわ」

「僕ぼくもそう思う。無理に攻撃を仕し掛かけると、痛い目に遭あうのはこっちだよ」

　ピンクのスーツのメグミ、イエローのスーツのダイサクは、安全寄りの意見だった。基地が大き過ぎるので、五人の攻撃では返り討うちに遭う。二人は援えん軍ぐんを呼びに行くのがベストだと考えていた。

「じゃあ、何もせずに帰るのか？　連中がよからぬ事を企たくらんでるのは間ま違ちがいないぞ？」

「俺もハヤトに賛成だ。手ぶらでは帰れない。このあいだ六本木博士も言ってたろ、大規模な戦いが近いかもしれないって」

　ブルーのハヤト、レッドのケンイチは、比ひ較かく的てき積極的な意見を持っていた。敵の基地を見付けたからには、少しでもいいからダメージを与あたえておきたい。今後より大きな戦いが予想されているので、何もしないで帰る事はそこでの苦戦に繋つながる。決して無策に突っ込みたい訳ではなかった。

「これで二対二か………コタロー、お前はどう思う？」

「うーん………」

　ケンイチに促うながされ、グリーンのスーツに身を包んだコタローは首を傾かしげる。しばらくそうしていた彼は、やがて両手を大きく打ち合わせた。

「そうだケンイチ兄ちゃん、二つの意見の中間で攻せめたらどうかな？」

「中間？　どういう事だ？」

「あの工場の中を覗きに行くのさ。何しているのか見て、それで帰って来る。これなら無理な攻撃はしないし、何もしないで帰る訳でもない」

「コタロー、最近お前冴さえてるなあ」

「へへへへー」

　ケンイチに褒ほめられ、コタローは自じ慢まんげに胸を反らす。小こ柄がらな彼だが、今は少しだけその姿が大きく見えた。

「みんな、コタローのアイデアでいこうと思うんだが、構わないか？」

　ケンイチは一同の顔を見回し、意思を確認する。今度は誰だれも反対意見を言わず、頷うなずくだけだった。コタローの意見は全員の考え方に上手くフィットしていた。

「そうと決まれば、行くぞ、みんな！」

『おう！』

　ケンイチを先頭にして、サンレンジャー一行は慎しん重ちように工場へ近付いていく。偵てい察さつの前に見付かっては困るので、スパイのような慎重な行動が必要だった。

「ただ、ヒーローらしくないのだけが問題かな。男爵さんに怒おこられそうだね」

「コタロー、男爵さんなら分かってくれるさ。これは子供達の為ためなんだから」

「うん、そうだね」

　目立たず密ひそかに偵察するのは、確かにヒーローらしい行動ではない。どちらかと言えば敵がやるような事だ。だが彼らの胸の中にある魂たましいだけは、ヒーローらしく明るく輝いていた。










　工場の周りに巡めぐらされた柵には電気が流れていて、下手に触ふれると感電し、切断すれば断線ですぐに敵にばれてしまうという厄やつ介かいなものだった。

「これでよし。みんな、もう通って大丈夫だよ」

　しかしここで巨漢のダイサクが才能を発揮。ケーブルで電気を迂う回かいさせた後に、柵を切断して通り道を作り上げた。見た目からして一番不器用そうだが、その実一番手先が器用なダイサクだった。

「ありがとうダイサク君。いつもありがとね？」

　ダイサクの道具の片付けを手伝いながら、メグミが笑え顔がおを作る。

「言うほど難しくないんだよ、メグちゃん」

　機械には弱いメグミにとって、ダイサクは尊敬の対象だ。そんな事もあって、実はメグミが発はつ症しようしない男性の中で、一番好意を寄せているのがダイサクだった。しかしその自覚は乏とぼしく、恐おそらく恋れん愛あい関係に発展するまでには、まだ相当長い時間が必要だった。

「俺から行く。少し距きよ離りを開けて、みんなも付いて来てくれ」

「気を付けろよ、ケンイチ」

「ああ！」

　ケンイチはハヤトに向かって軽く手を挙げると、柵に作られた穴を潜くぐり抜ぬける。

　サンレンジャー達の中では、真っ先に危険に飛び込むのがリーダーのケンイチの役目だった。そして副リーダーのハヤトが最さい後こう尾び。敵が前にいても後ろにいても、リーダーか副リーダーが対応できる。この数すうヶか月げつ間で自然と完成したフォーメーションだった。

「………みんな」

　柵を潜り抜けたケンイチは手近なコンテナの陰かげに隠かくれ、手を振って仲間達に合図を送った。すると仲間達も順番に後を追って柵を潜り抜けてくる。それから三十秒としないうちに、全員がケンイチの傍そばに辿り着いた。

「問題はここからだ」

　全員が揃そろったのを確認すると、ケンイチはコンテナから顔を出して先の様子を窺うかがう。この先は隠れる場所がない。建物まで一気に駆かけ抜ける必要があった。武器を構えて巡じゆん回かいしている地底人の姿も見えるので、突破はタイミングが重要だった。

　ファオンファオンファオン………

　だが、彼かれらにはタイミングを見計らう余よ裕ゆうはなかった。突然工場の敷しき地ち全体に大きなサイレンが鳴なり響き、警備の兵士達の動きが慌ただしくなる。おかげで隠れられる場所が少なくなってしまっていた。

『侵入警報！　繰り返す、侵入警報！　所属不明の何者かが、北側の柵を破り敷地内へ侵入した模様！　守備要員は直ちにこれを発見し排除せよ！』

「見付かった!?」

「落ち着けケンイチ！　この警報の様子からすると、柵を破ったのがバレたんだ！」

　ケンイチは血相を変えたが、ハヤトがそれを落ち着かせる。警報の内容も、地底人達の動きも、サンレンジャー達が隠れているコンテナに注目したものではなかった。

「兄ちゃん、もしかしたら、定期的に柵の画像解かい析せきをしてたのかもしれないよ。最近はその方が、やたらと警備装置を増やすより安上がりだもの」

「どうしよう、ケンイチ君？　このまま工場の中を覗きに行くのは難しくないかい？」

「ダイサク君の言う通りよ！　あの数を相手にしながら、偵察するのは無理だわ！」

　敵の数は増える一方。昨年に比べると見違えるほど強くなったサンレンジャーだが、それでも何十もの敵を薙なぎ倒たおすほどの力はない。当初の予定通りの行動は危険だった。

「よし、こうしよう。俺とハヤト、コタローの三人で敵を引き付ける。その間にメグミとダイサクで工場の中を撮さつ影えいするんだ。窓から中を撮影する程度で構わない。それが済んだらすぐに脱出を！　俺おれ達は目立つように動き回って、そのまま脱出する！」

　地底人達はサンレンジャーの人数を知らないので、三人で注意を引き付け、残る二人が撮影を担当するのは上う手まい方法だった。それに五人全員で一丸となって脱出するよりも、この方がリスクは少なくなる。

「分かった、気を付けて、ケンイチ君！」

「お前達もな！　行くぞ、ハヤト、コタロー！」

　打ち合わせもそこそこに、ケンイチ達はコンテナの陰から飛び出していった。残されたダイサクとメグミは、コンテナに沿ってケンイチ達とは逆方向に進んでいく。するとその途と中ちゆうで沢山の地底人達がケンイチ達を追っていく姿が見えた。

「大だい丈じよう夫ぶかしら、ケンイチ達………」

「心配ないよ、メグちゃん。僕らは僕らの仕事をしよう」

　メグミは心配そうにしていたが、ダイサクが彼女に気持ちを切きり替かえさせる。

「そうね。ごめんなさい、ダイサク君。二人で頑張りましょう」

「うん」

　二人にはもう、ケンイチ達を心配している余裕はない。彼らもまた、危険な偵察をこなさなければならないのだから。










　格好を付けて飛び出したは良いものの、出だしからケンイチ達は押おされ気味だった。

　ガガッ、ガガガガッ

「撃うってきた撃ってきたっ！　問答無用だっ！」

「ケンイチ兄ちゃんっ、左からも来てるっ！」

「ケンイチッ、コタロー、右へ行くなっ！　別の部隊が回り込んでやがるっ！」

　まだそれなりに距離はあったが、見回せばどこもかしこも地底人の群れ。しかも地底人達はライフルで武装しており、三人に向かって無造作に発はつ砲ぽうを繰り返している。次々現れる地底人と、彼らが繰り返す発砲によって逃げ道みちが制限され、少しずつ三人は追おい詰つめられ始めていた。

「ハヤト、どっちへ逃げればいい!?」

「とにかく前へ走れ！」

　何度となく耳元を掠かすめる銃じゆう弾だんに肝きもを冷やしながら、三人は走り続ける。今の三人に出来るのは逃げ回まわる事だけ。メグミとダイサクが役目を果たすまで、時間を稼かせがねばならないのだ。

「兄ちゃん、なんだかおかしいよ！」

　そんな中、コタローはこの状況には微かすかな違い和わ感かんがあることに気が付いた。

「おかしいって何がだ!?」

「銃じゆうだよ！　連中の銃が―――」

　チュイィィン

「うわっ!?」

「大丈夫かコタロー!?」

「へ、平気っ！　ヘルメットに当たっただけ！　でも今ので分かったでしょ!?　連中の使ってる銃、いつもの不思議ビームじゃない！」

「そういえば………今日に限って何で普通の銃なんだ？」

　コタローが気付いた違和感は、地底人達が使っている武器だった。

　敵が地底人である事は間違いなかった。その服装は神社の神職風の衣装で、その上からボディーアーマーを身に着けている。以前から見かけるスタイルだった。

　だがこの日、彼らが使っている武器はこれまでとは違っていた。

　これまで地底人が主に使っていた武器は、霊子力ビームライフル。霊子力バッテリーに溜ため込んだ霊れい力りよくを収束させて撃ち出す、霊力のビームライフルだった。稀まれに違う武器が交じっている事はあったが、基本的にこの武器が使われていた。

　にもかかわらず、この日は殆どの地底人が銃弾を発射するタイプの銃を使っていた。むしろ見慣れた武器に変わった訳なのだが、違和感は大きかった。

「だがよ、ありゃあ普通の銃じゃないぞ！」

「どういう事だ、ハヤト？」

「発射された銃弾が、途中から弾だん道どうを変えて追いかけて来やがる！　これじゃまるでマジックショットだ！」

　ハヤトは戦いの時にはライフルを使っている。だから敵が使っているライフルの異常さにはすぐに気が付いていた。初めに気付いた違和感は、発射された時に銃じゆう口こうが向いている方向と、着ちやく弾だん点のズレだった。ハヤトは最初、それを勘かん違ちがいだと思ったが、同じ事が何度も続いたのでそうではない事が分かった。

　奇き妙みよう極きわまりない話だが、敵が使っているライフルの弾たまは、発射された後に一度弾道が変化するのだ。

　その変化量は決して多くはないが、おかげで走りながらでも比較的正確に射しや撃げきする事が出来る。ハヤトが数十年前に某ぼう国こくの大統領が暗殺された時の、奇き妙みような銃弾の弾道を例に挙げたのも無理はない。僅わずかとはいえ、銃弾が魚ぎよ雷らいのように向きを変えて追ってくるなど、現実の出来事とは思えなかった。

「どうやら連中の新兵器らしいな！」

「威い力りよくは落ちたけど、命中し易やすいってとこだね！」

「そんな銃を使ってるんじゃ、距離が詰まったらあっという間にやられるぞ！　ハヤト、コタロー、絶対に足を止めるな！」

　敵の数が圧あつ倒とう的てきに多いので、正面切って戦うつもりにはなれない。工場の敷地内を走り回るしかないのが辛つらいところだった。

　―――いつまでもつか………。

　そうやってケンイチが強い不安を感じ始めた頃ころ。ヘルメットに内蔵された通信機から、メグミの声が飛び出して来た。

『ケンイチ、こっちの仕事は済んだわ！　すぐに脱出するわ！』

「了りよう解かい！　こちらも脱出する！　合流地点は追って連絡する！」

『気を付けて！』

　短く必要な事だけを口にして、メグミからの通信が切れる。メグミの方も長々とお喋りをしている余裕はないのだ。だが久しぶりの朗報に、三人の意気が上がる。

「兄ちゃん、さっさとこんな場所からはおさらばしようよ！」

「ハヤト、お前のライフルのグレネードで、正面の柵を吹ふき飛とばせ！」

「任せろっ！」

　ハヤトはライフルを構えると、柵に向かって無造作に発砲する。

　ドンッ

　軽い衝しよう撃げきと共に火を噴ふいたのは、ライフル本来の銃口の下に取り付けられた大口径の銃口。発射されたのはグレネード、低速であるかわりに爆ばく発はつする大型弾だった。

　ズドォンッ

　グレネードはハヤトの狙ねらい通り柵に命中し、大きな穴を開けてくれた。三人は穴へ向かって全力で走る。それが唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ口こうだった。

「ハヤト、先に出ろ！　コタローが次だ！」

「分かった！」

「兄ちゃんは!?」

「俺おれは最後だ！　念ねんの為―――はっ!?」

　ガキィンッ

　最後まで残って背後の敵を警けい戒かいする、そう考えていた事が幸いした。ケンイチは背後から音もなく迫っていた襲しゆう撃げき者しやの奇き襲しゆうを、辛かろうじて防ぐ事に成功した。

「そう簡単にやられてたまるかぁっ!!」

　ギャリィンッ

　ケンイチは右手に構えた自分専用の武器―――片手用の剣けんでその一いち撃げきを払うと、左手のハンドガンを連射して襲撃者に反はん撃げきする。だが襲撃者は軽かろやかな身のこなしで後方に飛とび退すさり、ハンドガンの銃弾をかわしてしまう。

「なっ、なんだこいつはっ!?」

　襲撃者は奇き怪かいな姿をしていた。大きく見れば、人の姿をしている。身長も大人の人間と同じぐらいだろう。しかし細かく見ると、手足が細過ぎる。それはまるで、骨だけのような細さだった。また、手と足には武器となる大きな爪つめが取り付けられている。おかげでその姿は非人間的だ。全身を覆おおうメタリックな輝かがやきのおかげでそれが機械だと分かるが、日本の企き業ぎようが作る人型のロボットとは違ちがって、親しみは湧わかなかった。

「地底人の殺人ロボットか………くそっ」

　ケンイチは顔をしかめ、左手で脇わき腹ばらを押さえる。そこには大きな傷が刻まれていた。襲撃者―――地底人の機械兵が、離はなれ際ぎわに爪で引ひき裂さいていったのだ。骨だけのような外見にもかかわらず、その力は強く、素す早ばやい。ケンイチは攻撃を防いだつもりだったが、機械兵は一枚上手だった。着ている戦闘用スーツの防ぼう御ぎよ力りよくのおかげで致ち命めい傷しようは免まぬがれたが、傷は深く、出血は多かった。

　―――まずい………こんなのに追われながらじゃ逃げ切れない………ここは！

　ケンイチは大きく後ろに飛び退り、柵に開いた穴に背を向けて立った。

「ケンイチ、何してる!?　早くお前も出てこい！」

「ハヤト、コタロー、お前達だけで行け！　俺が時間を稼ぐ！」

　ケンイチの判断は、このままでは全ぜん滅めつするというものだった。三人全員で戦っても、機械兵をすぐには倒せない。その間に地底人達がやって来てしまう。だからといって、そのままにして逃げても攻撃を受け続ける。五人揃ったところを狙われても困る。それを避さける為には、誰かがこの場に留とどまって機械兵の足止めをするのが一番。それは怪け我がをしている自分の役目。ケンイチはそう考えていたのだ。

「そんなの駄だ目めだよ、ケンイチ兄ちゃん！」

「こうしないと誰も帰れない！　ごたごた言ってないで行け！　ここの情報を少しでも多く持って帰るんだ！」

　そんなケンイチの言葉と同時に、機械兵がケンイチに襲おそい掛かる。ケンイチは右手の剣と左手の銃を駆く使しして懸けん命めいに戦うものの、明らかな劣れつ勢せいだった。次から次へと繰り出される爪の攻撃に、ケンイチの怪我ばかりが増えていった。

「コタロー！」

「うん！」

　ハヤトとコタローは走り出した。しかし二人はケンイチの言葉に従った訳ではない。走って行ったのはケンイチのいる方向。彼らは再び穴をくぐって工場の敷地内に戻ると、ケンイチの援えん護ごを始めた。

「馬ば鹿か野や郎ろうッ、何やってる！」

「お前だけ良い格好しようなんて許さねえぞケンイチ。二枚目は俺の役目だ！」

「情報なら、ダイサク兄ちゃんとメグミ姉ちゃんが持って帰ってくれるよ。大丈夫さ」

　ハヤトのライフルが火を噴き、コタローが投げた爆ばく弾だんが炸さく裂れつする。三人になったおかげで、戦せん況きようは彼らに有利に展開し始めていた。ケンイチが機械兵の接近を阻はばみ、ハヤトが足止めをし、コタローがダメージを与える。それはこの数ヶ月の間で培つちかわれたコンビネーションだった。

「お前ら、何をしてるのか分かってるのか!?」

「分かってるさ。仲間を置き去りにしなかっただけだ」

「兄ちゃん、ここまでみんなでやって来たんじゃない。最後まで一いつ緒しよにやろうよ」

「お前達………」

　だが、いかに機械兵に対して有利に戦いを進めたとしても、それは目先の勝利にしかならない。彼らが機械兵を倒す前に、地底人達に包囲されてしまうのは、もはや疑いようのない状じよう況きようだった。

「………仕方ない。こうなったら精せい一いつ杯ぱいやろう。俺達の頑がん張ばりで、この先で起こる戦いが楽になる」

「それでいい。それがレッドシャインだ」

「今の兄ちゃんの台詞せりふ、男だん爵しやくさんに聞かせたかったな。絶対に褒めてくれたよ」

　この時点で、三人は自分達が逃げ出せない事を理解していた。そして出来る限り多くの敵と刺さし違えようと、決死の覚かく悟ごを固める。それが自分達の務め。平和を守る戦士。今の彼らは、かつての彼らとは違う。自分達の仕事に誇ほこりを持っていた。

「その通りだ！　よく言ったレッドシャイン！」

　ケンイチでも、ハヤトでも、コタローでもない声。ダイサクともメグミとも違う。突然聞こえて来た、何者かの声。それが聞こえた瞬しゆん間かん、ケンイチの目の前で機械兵が真っ二つになった。

「えっ!?」

　そして二つになった機械兵の向こう側から、目が覚める程に美しく輝く青い鎧よろいに身を包み、大型の剣を構えた一人の少年が現れる。

「お前ら、この何なんヶか月げつかで本物のヒーローになったみたいだな」

「男爵さん！」
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　敵を両断した少年は孝太郎だった。その突然の登場に驚おどろいたケンイチは絶句して立たち竦すくむ。孝太郎が来た事も驚きなら、苦も無く機械兵を両断した事も驚きだった。そうして動きの止まったケンイチに向かって、地底人達の銃弾が雨のように降ふり注ぐ。すると孝太郎の傍そばにいた黒くろ髪かみの少女―――キリハが素早く命令を下した。

「カラマッ、コラマッ、霊子力フィールド出力全開っ!!」

『がってんっ！』

『お任せだホー！』

　次の瞬間、ケンイチの目の前に二体の埴はに輪わが浮うかび上あがった。埴輪達は黄色く輝く光の盾たてを生み出し、ケンイチを守った。

「まずいぞ孝太郎！　攻撃属性が霊力じゃない！」

　だがその光の盾―――バリアーは早くも崩ほう壊かいしかかっていた。銃弾の数が多かった事もあるが、埴輪達のバリアーは霊力にもっとも効果的に作用する。今回は敵の武器が霊力を発射するライフルではなかったので、崩壊が早かったのだ。

「大丈夫、任せて！」

　次は髪かみを銀色に輝かせている少女―――晴はる海みだった。彼かの女じよは両目を閉じ、胸の前で両手を組み合わせ、まるで歌うように不思議な言葉を紡つむぎ出していく。それは古代フォルトーゼの儀ぎ式しき言語、魔法を発動させる為の呪じゆ文もんだった。

『集つどえ、水の精せい霊れい！　舞まえ、風の精霊！　二柱の力を糧かてとして、出いでよ雷いかずちの精霊！』

　呪文の詠えい唱しようが進むと、晴海を包つつんでいる純白の光が強くなっていく。それに呼応するように、孝太郎の剣が同じ色の光を発し始めた。

『とぐろ巻く蛇へび、立ち昇のぼる竜たつ巻まきが如く、その姿を示せ！　渦うず巻まけ！　天雷の螺ら旋せん！』

　詠唱を済ませた晴海は、両目を見開き、両手を正面に突つき出した。すると彼女が伸のばした手の先に、赤い光で形作られた数メートルの直径を持つ巨きよ大だいなコイルが現れる。突とつ如じよ出現したその赤いコイルは強きよう烈れつな電でん荷かを帯びており、電磁誘ゆう導どうによって銃弾の軌き道どうを捻ねじ曲まげてしまう。おかげで銃弾は埴輪達のバリアーまで届かなくなった。

「なんだこれ!?」

　目の前で次々と展開する不可思議な出来事にケンイチは混乱し始める。

「驚いてる場合じゃない！　すぐに逃げるぞ！」

「はっ、はいっ！」

　だがケンイチは孝太郎の一いつ喝かつで自分達の置かれた状況を思い出した。敵はもう目の前。孝太郎達が何者かなど、後で考えるべき事だった。そこでケンイチは慌てて仲間達に指示を出した。

「ハヤト、コタロー、逃げるぞ！」

「わ、わかった！」

「良く分かんないけど、ありがとう、男爵さん！」

　仲間達も混乱している様子だったが、ケンイチの指示には素す直なおに従った。二人は柵に開いた穴をくぐり、工場の敷地の外へ逃げ出していく。

「レッドシャイン、手を貸すわ」

「すまない」

　怪我をしているケンイチは静しず香かに肩かたを借りて仲間達の後を追う。

「随ずい分ぶんやられたねえ。大丈夫？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　その二人には早さ苗なえが同行し、霊れい能のう力りよくを使ってケンイチに応急処置を行った。

「クラン、目くらまし！」

「スモークディスチャージャー射出っ！」

「ゆりかっ、敵の足を止めろ！」

「はいですぅ！　アイスバーン・モディファー・エフェクティブエリア・ラージッ！」

「藍華さん穴を―――」

「ウォールオブファイヤー!!」

　そして孝太郎達は可能な限り多くの妨ぼう害がいを行ってから、ケンイチ達の後を追いかけた。










　ケンイチ達が危機に陥おちいった時、孝こう太た郎ろう達がそこへやって来たのは偶然ではなかった。タユマが地底の監かん獄ごくから逃げ出だしたという報を受けた少し後に、サンレンジャーに同行していたカラマが接近する霊子力ジェネレーターの反応をキャッチした。タイミングからしてタユマの可能性ありと考えたキリハは、その時点からサンレンジャーを追い始めた。

　サンレンジャーは地底人が―――彼らは穏おん健けん派はの存在を知らない―――魔ま法ほう勢力と繋がった事を知らない。繋がる繋がらない以前の問題で、魔法勢力の存在自体を知らない筈はずだった。そして通常の急進派ならともかく、急進派の中ちゆう核かくメンバーの一人であるタユマがじかに指揮を執とる部隊であれば、魔法で武装している可能性が高い。加えて急進派の活動が活発化していてタイミングも悪い。放置すれば、サンレンジャーが魔法という未知の武器で完全に殲滅されてしまう可能性が極きわめて高かった。

　目に見える形での犠ぎ牲せいと、逃げずに立ち塞ふさがる敵が現れれば、これまでのように小競り合いという訳にはいかない。これをきっかけに地上と地底の決戦が幕を上げてしまう場合も十分に考えられた。それではキリハが恐れた泥どろ沼ぬまの展開になってしまう。そこでキリハは正体を知られるリスクを覚悟の上で、サンレンジャーを救う事に決めたのだった。










　サンレンジャーの秘密基地にある会議室には、孝太郎達八人とケンイチ達五人、そして彼らの指揮を執る六本木博士の姿があった。合計十四人と相当な人数だったが、この部屋は一〇六号室とは違って十分に広い。窮きゆう屈くつな印象は少しもなかった。

「………なるほどのう、地底人は急進派と穏健派が現在進行形で争あらそっている訳か。あまり考えた事はなかったが、所しよ詮せんは同じ人間のする事じゃ。我々が一枚岩でないように、地底人も一枚岩ではなかったという事じゃな」

　キリハから事情の説明を受けた六本木は、あまり驚いた様子はなかった。その豊かな顎あご髭ひげを弄いじりながら、納なつ得とくした様子でしきりに頷いていた。

　地球の歴史を眺ながめてみると、キリハの言葉を疑う理由は見当たらない。キリハが本当に穏健派かどうかという問題はあるものの、穏健派が存在しているという話自体は、六本木にも自然なものだと思われた。

「問題は二つある。一つは急進派が我々大地の民たみの意思を代表していないという事。もう一つは急進派がその名の通り、結果を急いでいるという事だ」

「少数の急進派が自分達の意見を押し通とおそうとした結果、大多数が望まない地上との戦争に突き進すすもうとしている訳じゃな」

「そんな事になれば、遠からず我々は滅ほろぶ。その可能性が高いと分かっていてなお、彼らは戦おうとしている」

「プライドの為に死ぬか………過激派らしい発想じゃな」

　急進派の考え方は、地上のテロ組織にピタリと当てはまる。人間の敵は、所詮人間。地上であろうと、地下であろうと、事情は変わらないらしい―――六本木はそんな風に感じていた。

「我々穏健派は、地上人に知られぬように地上へ居を移し、いずれ地上人に同化して消えていくという手段を選んだ。急進派はそれを許せない」

「どうせ滅ぶなら戦って滅びたい、といったところじゃな」

　穏健派は地上へ移住するにあたり、地上と地底との間で衝しよう突とつが起きる事を嫌きらった。従って地上へ移住した者達にある程度の生活力が付いた段階で、大地の民の組織構造は放ほう棄きされる事に決まっている。互ご助じよ会かい程度の組織は残るだろうが、現在のように大規模な活動は行われなくなる。それはつまり、血筋という形では大地の民は生き続けるが、国家としての大地の民は滅びるという事だ。そして急進派はそれが許せない。

　穏健派が守ろうとしたのは血筋、つまり人間。だが急進派が守りたいのは国家、それは誇りと伝統。一番大切なものが違うので、いくら話し合おうとも、両者の溝みぞはいつまでも埋うまらなかった。

「事情は分かった。キリハさん、君達と我々は足並みを揃えた方が良さそうじゃな。残念ながら、非公式にじゃが………」

「そちらの事情は分かっている。汝なんじらが協力を申し出てくれた事に感謝する」

「そうか。なら、上に話を通しておくとしよう」

　日本の政府は、穏健派のやり方も認めないだろう。国交のない国家からの組織的な密入国、不法移民という事になるからだ。それに対する政府の立場ははっきりしている。政府はそれを認めない。

　だが現実的には急進派と戦う上で、穏健派とは協力態勢を取りたい。そこで協力は非公式で小規模なものになる。それと引き換かえに、問題の解決後は大地の民の存在を忘れる。穏健派が事を荒あら立だてるつもりがないというのなら、下手な刺し激げきは新たな急進派を生みかねない。それに別の視点から見ると、大地の民は国内に居ながら政府が把は握あくしていなかった住民と考える事もできる。この意味でも穏健派が事を荒立てないうちは放置する方が問題が少ない。

　大地の民は科学技術で日本を大きく上回り、しかも存在自体がグレーゾーンにある。日本政府としては、放置して国家としての大地の民が消えるのを待った方が、都合が良いのだった。

　こうして協力する方向で今後の方針がまとまった訳なのだが、一部の者達には動どう揺ようが広がっていた。それは主にサンレンジャーの五人だった。

「………妙みような風向きになって来やがった」

「不服か、ハヤト？」

「そうじゃないが………戸と惑まどっている」

「ハヤト兄ちゃんの気持ち、僕にも分かるなぁ。ついさっきまでは地底人全体を悪の集団って考えてたから、それが急に変わってさ。なんだか変な感じだよ」

　ハヤトとコタローは戸惑っていた。ついさっきまで、侵略者である地底人を倒すという信念の下に戦っていた。その足場が突とつ然ぜん崩くずれ、新たな価値観がもたらされた。地底人には二つの派は閥ばつがあり、一方の穏健派と協力して、もう一方の急進派を止める。二人はまだその価値観の変化を上手く受け入れられずにいた。

「ケンイチ、お前は平気なのか？」

「俺は………むしろホッとしているかな」

　サンレンジャーのリーダー、ケンイチには戸惑う二人とはまた別の視点があった。多少の戸惑いはあったものの、彼の視点では今の状況は喜ぶべき事だった。

「なんで？」

「悪の地底人を倒し続けて、地底帝てい国こくに突とつ入にゆうして………その後はどうなる？　地底人の子供達も倒すのか？　女の人も、お年寄りも？」

「それは………」

「地底人の穏健派と協力する事で、俺達の戦いのゴールが見えた。俺達は侵略者と戦うだけでいいんだ。それ以上の事を、せずに済むんだ」

　ケンイチは以前から、一向に終わりの見えない戦いに危き惧ぐを抱いだいていた。

　これまでサンレンジャーは地底人と戦い続けてきたが、次々と現れる地底人に対応するだけの対たい症しよう療りよう法ほう的な戦いだった。未いまだ地底人の本ほん拠きよ地ちは掴つかめず、侵しん略りやくそのものを阻そ止しする方法がない。このまま手をこまねいていてはまずい―――ケンイチは自分達の未来があまり明るくない事を危惧していた。

　しかし仮に地底人の本拠地を見付けたとして、その後はどうなるのだろう？　そこに住む人々を全すべて倒すのだろうか？　地底人にも民間人や子供達はいる筈。それも全て倒すのだろうか？　それとも全員捕つかまえて、何処どこかへ隔かく離りするのか？　戦争の時に作られた、収容所のような場所に？　そうした未来を想像すると、ケンイチは地底人との決着が付いてしまう事にも危惧があった。

　これまで通りの戦いが続けば、地上と地底、どちらかが悲しい運命を辿たどる。だが穏健派と協力して急進派を倒せば、戦いはそこで終わる。どちらも悲しい運命を辿らずに済むのだ。だからケンイチは、穏健派との共きよう闘とうを歓かん迎げいしていた。なるべく多くの人間が救われる未来を、信じたかったのだ。

「ケンイチ兄ちゃん、何か悪い物でも食べた？」

「そういう言い方はないだろう!?　俺だって真ま面じ目めに考える時はある!!」

「そうじゃないよ。ケンイチ兄ちゃんの言ってる事が正しいと思うから、驚いてるのさ。そうだよね、ハヤト兄ちゃん」

「………ああ。ケンイチ、お前が正しい。俺達はそんな風に考えた事はなかった」

　ケンイチの言葉を聞いた時点で、ハヤトとコタローの戸惑いは消えていた。二人ともケンイチの視点では考えた事がなかった。そしてケンイチの視点で考えてみると、確かにその通りに思えた。

　戦いが早期に決着すれば、仲間が傷付くところを見なくて済むようになる。そして地上と地底の間に遺い恨こんを残さずに済むようになる。それは確かに、理想的な決着だった。

「ケンイチ、やっぱりお前がサンレンジャーのリーダーだ」

「お、やっと認めたね、ハヤト兄ちゃん」

「有能さだけでリーダーを選ぶべきではないと気付いただけだ」

「負まけ惜おしみだね。でも、僕ぼくもそう思うよ」

「ハヤト………コタロー………」

　ケンイチは軽く涙なみだぐむ。仲間達も同じように考えてくれている。彼らと一緒に戦い抜こう―――この時ケンイチはそんな風に決意を新たにしていた。

「馬ば鹿かよねぇ、ハヤトもコタローもぉっ♪　私の男爵様が地底人の味方をなさっている時点でぇ、仲良くした方が良いに決まってるじゃないのぉっ♪　みんな難しく考え過ぎなんだからぁん♪」

「地底にも美味おいしいものはあるだろうから、僕も戦わないで済む方が嬉うれしいな」

「ダイサク君はよく分かってるじゃなぁいっ♪　うふふふっ、どぉんな素す敵てきな地底人がいらっしゃるのかしらぁっ、あぁん、楽しみぃっ♪」

　まったく動揺していないのが残る二人、メグミとダイサクだった。この二人は司令官である六本木が決定を下す前から、地底人と協力すると信じていた。おかげで決定の前後でその態度は微び動どうだにしていなかった。

「相変わらずだな、メグミとダイサクは………」

「………あの単純さが羨うらやましいぜ」

「シッ、姉ちゃんに聞こえるよ、ハヤト兄ちゃん」

　地底人の穏健派と協力する事が決まり、サンレンジャーには幾いくらか動揺があった。しかし結果的に彼かれらの結束は強まったようだった。










　サンレンジャーは政府が秘ひ密みつ裏りに作り上げた侵略者と戦う為ための部隊なのだが、政府が作り上げた以上、何の根こん拠きよもなく作られた訳ではなかった。そこにはきちんとした証しよう拠こと根拠が存在していた。

　実はかつて地底人には穏健派と急進派以外に、もう一つの派閥があった。それは穏健派以上に地上への融ゆう和わを目指し、積極的に大地の民を解体しようと主張する者達だった。

　この第三の勢力―――解体派の主張はシンプルだった。二十世紀に入ってからの地上の発展は明らか。そんな地上の生活と文化に強く惹ひかれ、彼らは閉へい鎖さ的てきな大地の民を解体して地上へ移り住む事を求めていた。

　しかしこれは急進派と穏健派の双そう方ほうに反対された。急進派は解体はプライドの放棄であると彼らを糾きゆう弾だん。穏健派の方も、解体するにしても判断が性急過ぎると、彼らとは距きよ離りを取った。その為、解体派は大地の民の中で孤こ立りつする格好となった。

　そして孤立した解体派は、彼らだけで地上への移住を決定。折しも地上は第二次世界大戦の影えい響きようで混乱し、少数の解体派が移住するには好都合だった。こうして移住は実行に移され、解体派は大地の民である事を捨て、完全に地上人としての生活を始めた。

　この解体派による先行移住が、その後の大地の民の運命を決定付けたと言ってもいいだろう。地上で生活する者達は、時折地上の文化を地下に持ち帰った。その時には地上生活の体験談も語られた。おかげで地上に憧あこがれる者達が増え、人口の流出が始まった。そして人口流出の勢いが増した結果、穏健派も大地の民の衰すい退たいを現実的なものと捉とらえ、指導者がクラノ＝ダイハへ代だい替がわりしたのを契けい機きに地上への移住に舵かじを切る事となった。

　だがこうした流れを急進派が歓迎する筈もなく、急進派にとって解体派は地上人と同じかそれ以上の敵―――裏切り者とみなされるようになった。もちろん解体派もその気配は察知しており、いずれ急進派が地上を攻せめるのではないかと危惧していた。そうなると地上の文化や生活を愛した解体派は二重の意味で困ってしまう。地上を破壊されてはたまったものではないし、地上と地底の戦いの板いた挟ばさみになるのも困る。そこで彼らは先手を打って保険をかけておくことにした。

　彼らの保険は地上の政府に秘密裏に接せつ触しよくし、地底から持ち出した技術を提供する事だった。そうする事で遠回しに高い技術を持つ何者かの存在を教え、また地上と地底が戦いになった時には便べん宜ぎを図はかって貰もらおうとしたのだ。

　その結果、地上の政府は地底の技術の研究を開始した。そしてその成果を元に、サンレンジャーが組織された。つまりサンレンジャーが使っている装備は全て、地底の霊子力技術を研究して生み出されたものという事になる。彼らが着ている戦せん闘とう服ふくも、使っているセンサーもそう。だからこそ、彼らの技術はキリハのそれに大きく劣おとっていた。地上にある霊子力技術は、第二次大戦直後に地底から持ち出された霊子力技術を研究して作られたものだったから。

　それから月日が流れ、地底人の急進派が地上への侵略を開始。休きゆう眠みん状態にあったサンレンジャーは目を覚まし、その矢や面おもてに立たされた。サンレンジャー側の事情は、こうしたものだった。

「ワシらがこうして戦っているのは、概おおむねこのような事情からじゃ」

「昔の技術のコピー品なのね。道理で勝てない訳よねぇ………」

「特訓したから、今は勝てるよ、メグちゃん」

「………って事は博士、僕らって最初から地底人の平和的な人達たちとは味方同士だったって事？」

「敵の敵は味方という言葉を使うならそうじゃ。はっきりとした協力態勢ではないが、持ちつ持たれつで、緩ゆるやかに手を結んでいたような格好じゃの」

「最初からそう言ってくれれば良かったのに」

「ハヤト、そう言われて一年前の俺おれ達たちは信じたか？」

「そいつは………」

「ケンイチ君の言う通りじゃ。地底人の侵略者というものが、本当に存在しているとはっきりしたのは最近になってからの事なのじゃ。目の前に技術があっても、誰だれも信じていなかったのじゃよ」

　六本木の言葉をきっかけに、ケンイチ達は考え込んでしまう。一年前の自分自身の事を思い返すと、六本木の言葉には非常に大きな説得力があった。

「しかし、これで大きな流れは見えてきたな。キリハさん達はどちらかというと中道派だったんだな」

　黙だまり込んだケンイチ達に代わって話を始めたのは孝太郎だった。ここまで話を聞いた事で、孝太郎は大まかに地底世界を取り巻く諸問題の全ぜん貌ぼうを理解しつつあった。

「うむ。我ら穏健派はその名の通り、平和的である事を軸じくに結束した勢力だ。とはいえ当初は大地の民を積極的に解体したいとまでは思っていなかった。今あえてそれを選せん択たくしたのは、状況が変わったからなのだ」

　キリハも納なつ得とく顔がおだった。彼女にもこれまで腑ふに落ちなかった点が幾つもあり―――サンレンジャーが使っている劣った霊子力技術など―――それが六本木の説明により解消した格好だった。

「あとは、いかに急進派を抑おさえ込むか、ですね」

　晴はる海みがここまでの話をまとめる。地上の都合、地底の都合、双方を考え合わせた時、やはり障害になるのは急進派の存在だった。

　地上は高い技術力を誇る大地の民との全面戦争は避けたい。勝つにしろ甚じん大だいな被ひ害がいが出るのは明らかだったから。また大地の民は数で劣るので、やはり地上との全面戦争は避けたい。短期はともかく、長期的な視点では勝ちが想像できなかった。

　どちらも戦争を望んでいないが、急進派は戦争に追い込もうとしている。何としても急進派の狙いを阻止しなければならなかった。

「あの、里さと見みさん、ちょっといいですか？」

　そんな時だった。これまでずっと黙っていたゆりかが、手を挙げて孝太郎に発言の許可を求めた。

　―――ゆりか？

　その瞬間、孝太郎は嫌いやな予感がし始める。この時のゆりかは、孝太郎が一番ゆりかにさせたくない、正義の魔法少女の顔をしていたのだ。

「………言ってくれ」

　不安を抑え、孝太郎はゆりかに発言を促うながした。

「はいですぅ。あのあのっ、この銃じゆうの事なんですけど………」

　孝太郎から許可を貰うと、ゆりかは一丁のライフルを会議室の机の上に置いた。

　ゴトン

　ライフルは数キロの重さがある。机に置かれた時の重々しい音は、多くの者に不安を与あたえていた。

「実はこの銃に、魔ま力りよくの反応があるんです」

「なんだと!?」

　それが、ゆりかが魔法少女の顔をしている理由だった。










　孝太郎達がサンレンジャーを助けた際、ゆりかは戦場に点在する魔力の気配を感じ取っていた。魔力は主に地底人の兵達が使っている武器から放射されていた。そこでゆりかは倒たおした敵の武器を拾い、持ち帰った。それが今、会議室の机に置かれているライフルだった。

「この銃は、銃そのものには魔法はかけられていません。魔法がかかっているのは銃じゆう弾だんの方で、使っている人間の狙いに合わせて弾だん道どうを修正するみたいなんです」

　ゆりかは今までずっとライフルを調べていた。その結果はゆりかが予想した以上に深刻なものに思えたので、わざわざ話に割り込んだのだ。

「魔法どうこうはよく分からねえが、お嬢じようちゃんが言ってる事は正しいぞ。その銃から発射された弾たまは、一度飛ぶ方向を変えるんだ」

　ゆりかの報告をハヤトが裏付ける。ハヤトは好んで銃を使うので、地底人の工場で撃うたれた時から、銃弾の異常性は感じ取っていた。

「急進派の人達はどこかから魔法のかかった銃弾を手に入れているんです」

「真ま耶や様を経由してだと思うわ。真耶様の身体は地底の技術で作られていたし、やっぱり相そう互ごに技術の供きよう与よがあるんだわ。きっと、これはその一つ」

　先代のダークネイビーで、真ま希きの師し匠しようでもある真耶。真耶はかつての戦いで大おお怪け我がを負い、戦えない身体になった。しかし彼女は、機械の身体を手に入れて再び戦場に舞い戻もどってきた。その新たな身体は霊子力技術で作られている。そして真耶が霊子力技術を使っている以上、急進派も魔法を手に入れている可能性が疑われていた。それがこの銃の存在によって裏付けられた格好だった。

「魔法の武器を使っての地上侵略、これは明らかに魔法の悪用にあたります。………わたしの仕事です」

　ダークネスレインボゥではなくても、その魔法を悪用する者は止めなければならない。それが魔法少女レインボーゆりかの使命。その顔がいつになく真しん剣けんなのは、これが友達の為だけではなく、彼女本来の役目でもあるからなのだった。

「………動くなら、早めに動いた方が良いと思いますわ。この銃を見る限り、急進派の用意は周しゆう到とうですわ」

　クランの表情も厳しかった。クランもゆりかと一緒に問題の銃を調べていたのだが、彼女の科学知識はもっと突っ込んだところまで急進派の思おも惑わくを明らかにしていた。

「どういう事だ？」

「この銃は非常に高い加工精度を持っていますの。手持ちの測定器でざっと調べただけでも、地上の技術を大きく上回る事が分かりましてよ」

「それはそうだろう、地底で作った武器だ」

　地底の技術は高い。また、生産装置に魔法が組み込まれている場合もあるだろう。加工精度が高い事は決して不思議ではなかった。

「問題はそこではありませんわ。この銃、射しや撃げきそのものに影響する部品の精度は非常に高い割に、使っていると消しよう耗もうする部分の精度はそれほど高くはありませんの」

「どういう事だ？」

　孝太郎は首を傾かしげる。すると再び銃に詳くわしいハヤトが口を開き、説明を引き継ついだ。

「消しよう耗もう品ひんは地上で再生産する事を前提にしている設計って訳か。まずいな、こいつは確かに厄やつ介かいだぞ。連中、地上を攻こう撃げきした後の事まで考えた武器を作ってやがる」

「魔法が銃そのものに使われていないのも同じ理由だと思いますわ。拡大する戦線で魔法の供給が間に合わなくなる事も想定されているんですわ」

　短期で利用される武器と、長期に亘わたって利用される武器では、設計に必要な発想がまるで異なっている。

　短期で利用する武器であれば、単純にその全てを高価で高性能な部品で固めればいい。急きゆう襲しゆう作戦に投入されるような、少人数の最精鋭部隊ではこうした武器が重宝するに違ちがいないだろう。

　しかし大規模で長期に亘る戦いでは、それでは困った事になる。もし武器を現場の人間にはメンテナンス出来ないような高レベルの技術で作ってしまうと、何日も戦わないうちに使えなくなってしまう。また特定のパーツに魔法がかかっているような作りだと、戦線が拡大してパーツの供給量が追い付かなくなると、やはり使えなくなってしまう。

　だから長期に亘って広こう範はん囲いに使われる武器は、メンテナンスが必要になる部分の技術力を抑え気ぎ味みにして、現場で無理なく扱あつかえるようにする必要がある。また、特とく殊しゆなパーツを必要とせず、占せん領りよう地ちでの再生産を容易にする工く夫ふうも要いる。そして銃弾は規格品を発射するように作り、魔法は銃弾にかけるようにして、ここぞという時にだけ利用する。

　武器はただただ高性能であればいいという訳ではない。目的と戦況に合わせて設計される必要がある。そしてこの銃は、地上侵略という目的に合わせた設計が成されている。クランが用意周到だと判断したのは、それが理由だった。

「この銃は工業的に見ても、戦略的に見ても正しい設計ですの。これを使っていて、目先の事だけを考えているとは思えませんわ。急進派は間ま違ちがいなく、長期的な戦いを視野に入れた準備を進めている筈ですわ」

「という事は、連中が動き出してから止めるのは厄介って事か。キリハさんっ！」

「分かっている。早さつ速そく行動を開始しよう」

　急進派は侮あなどれない。想像していた以上に危険な相手である事は明白だった。それを知っていて放置する訳にはいかない。今の孝太郎達にはもう、時間の余よ裕ゆうはなかった。










　対策を検討した結果、例の工場に対して侵しん入にゆうを試みる事に決まった。工場で生産されているものを調べれば、急進派の計画の全体像が概ね想像できるだろうというのが一番の理由だ。ダイサクとメグミが撮とってきた写真のおかげで兵器が作られている事だけは分かっていたのだが、もっと踏ふみ込んだ情報が欲ほしい。また可能であれば兵器生産の邪じや魔まもしておきたい。どの意味においても、侵入は急務だった。

　そして対策の決定に前後して、駅前へ行っていたティアとルースが合流。今はやって来た二人に、現在の状じよう況きようと作戦の概がい要ようを説明しているところだった。

「なるほどのう、あのサンレンジャーがのう。奇き妙みような巡めぐり合あわせはあるものじゃて」

「それでおやかたさまはどうなさるおつもりなのですか？」

「キリハさんを護衛して、工場へ侵入します」

　工場への侵入は、二手に分かれて行われる予定になっている。大半が陽動に回り、ごく少数が侵入する。侵入するメンバーは孝こう太た郎ろうとキリハ、クランと晴はる海みの四人。大地の民に詳しいキリハと、科学に強いクラン、魔法が使えて慎しん重ちようさには定評がある晴海の三人を、孝太郎が護衛する形だった。

「わたくし達はいかがいたしましょう？」

「ゆりか達と一いつ緒しよに正面から攻撃して下さい。陽動を担当する正面は激戦区です。力押しが出来る人間が必要なんです」

「任せるがよい。力押しなら大の得意じゃ。立派に役目を果たしてみせよう」

「おやかたさま………」

　ティアはすぐに作戦に同意したが、ルースは胸の前で両手を組み、孝太郎をじっと見上げる。その瞳ひとみを覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、孝太郎は彼女が何を求めているのかを悟さとった。

「サトミ騎き士し団だん副団長、ルースカニア・ナイ・パルドムシーハ卿きよう、ティアミリス皇女殿でん下かに随ずい行こうし、陽動作戦にあたれ」

「この一命に替かえて！」

　孝太郎から命令を受けると、ルースはその瞳に強い意志を漲みなぎらせ、フォルトーゼ式の敬礼を返した。










　ティアとルースが駅前に出で掛かけていたのは、単純な買い物の他ほかに、あるものを受け取る為だった。それはティアとルースが寝ねる間を惜しんでデザインした、騎士団の揃そろいの衣装だった。

「マキ様、着き心ごこ地ちはいかがですか？」

「ぴったりです」

「動き難にくかったりはしませんか？」

「大丈夫です、ちゃんと動き易やすい感じになってます。でもルースさん………その、マキ様っていうの止めませんか？」

「どうしてですか？」

「一応、ルースさんは副団長で、私はその部下な訳ですから………」

「じゃあ………マキさん」

「それならなんとか」

「うふふふふ、意外と拘こだわられますね、マキさんも」

「こんな服を用意しておいて、何を言ってるんですか」

「あは、それは確かに」

　ルースと真ま希きは揃いの衣装に身を包つつんでいる。この衣装はどことなく孝太郎の鎧よろいを思わせるデザインなのだが、全体のイメージは学生服に近く、女の子らしい可愛かわいいデザインだった。色は青騎き士しとアライアのイメージから青と白を基調とし、そこにそれぞれのパーソナルカラーがあしらわれている。パーソナルカラーはルースが黄色、真希は藍あい色いろ。ティアとルースの乙おと女めの夢が、これでもかと詰つまった見事な仕上がりだった。

「………いいなぁ、ルースと真希ばっかり」

　それを見つめる早さ苗なえは不満げだ。立場上、まだ騎士団には入れて貰えない早苗は、この可愛らしい制服を着る事が出来ない。彼かの女じよはそれが不満で、口を尖とがらせていた。するとそんな早苗に晴海が笑い掛かける。

「東ひがし本ほん願がんさん、この戦いが終われば着れますよ」

「ほんとに!?」

「ええ。地底の皆みなさんの問題が片付けば、わざわざ対立構造を残しておく意味はなくなりますから」

　早苗が今も侵略者としての立場を維い持じしているのは、大地の民の暴発を防ぐ為だった。しかし急進派が動き出してしまったので、良くも悪くもこの騒そう動どうが片付けば、大地の民の暴発を心配する必要はなくなる。すると早苗は晴れて騎士団へ入り、制服を着れるという訳なのだった。

「孝太郎、孝太郎、これが終わったら騎士団に入れてくれる!?　家事手伝いで!!」

「分かった分かった、だから少し落ち着け」

「やったぁっ！　よぉしっ、がんばっちゃうぞぉっ！」

「ほどほどにな」

「うんっ！」

　すっかり機き嫌げんを直した早苗は、いつものように孝太郎の背中によじ登る。それはまるで子供のような姿なのだが、全身に漲る霊れい力りよくはいつになく強力で、漏もれ出した霊力でぼんやりと後光がさしているほど。早苗のやる気は十分だった。

「………」

　そんな早苗とは逆に、少し元気がないのがゆりかだった。ゆりかは自らの杖つえ―――エンジェルハイロゥを握にぎり締しめ、じっと何かを考え込んでいた。

「コラ」

　ゴンッ

「いたぁっ!?」

　ゆりかの様子に気付いた孝太郎は、無造作にその額を叩たたいた。

「なっ、何をするんですかっ、里さと見みさぁんっ!!」

　するとゆりかは額を押さえ、孝太郎に抗こう議ぎする。真面目な顔は一いつ瞬しゆんで何処かへ消え去っていた。

「お前がらしくない顔をしているんで、思わず」

「どうしてもっと優やさしくやれないんですかぁっ、もぉおぉっ！」

「今優しくしたら、泣くだろ、お前」

　だがゆりかの抗議は長くは続かない。この時の孝太郎の一言で勢いは一気に削そがれ、彼女は恥はずかしそうに目を伏ふせた。

「そっ………それは………そうかもしれませんけどぉ………」

「魔ま法ほう絡がらみの事件だからって、そう気負うな。お前はもう一人で戦ってる訳じゃない。みんなが一緒だ」

「さとみさん………ふぅ………」

　やがてゆりかは大きく息をつくと、その表情を緩めた。

「ちょっと、気持ちが楽になりました。ありがとうございます、里見さん」

「俺おれは殴なぐっただけだ」

「………そういう事にしておきますね」

　緊きん張ちようは幾らか解ほぐれたようで、ゆりかは笑え顔がおを覗かせた。しかし同時に、目め尻じりに浮うかんでいる涙を拭ぬぐう。結局は少し泣いてしまったゆりかだった。

「やっぱり里見君は、ゆりかちゃんの事がよく分かってるのね？」

　近くで孝太郎とゆりかのやり取りを見ていた静しず香かが笑う。すると孝太郎はバツが悪そうに苦く笑しようした。

「良くも悪くも、手のかかる奴やつですから。一年以上一緒なら、分かるようになります」

　孝太郎はそう言って肩かたを竦すくめる。それが照てれ隠かくしである事は、孝太郎自身も周囲の少女達たちも承知の上だった。

「もぉ～、里見さんったらぁ、わたしが好きなら好きって言えばいいじゃないですかぁ。照れ屋さんなんだからぁ」

　ゴンッ

「………す、すびばせん。いいきになりすぎばした………」

「ところで里見君、私にはそういう気き遣づかいはない訳ですかねえ？」

「殴れって事ですか？」

　孝太郎はゆりかを殴ったばかりの拳こぶしをぷらぷらさせながら、静香と向かい合う。

「違うわよ。急に戦いに巻き込まれる事になった薄はつ幸こうの大家に、優しい言葉をかけたり、おまじないをしてあげたり。映画とかだと色々あるじゃない、そういうの」

「じゃあ………こんなところでどうでしょう」

　孝太郎はぷらぷらさせていた手を静香の頭の上に乗せると、軽く撫なでてやる。すると静香は満足げに目を細め、微笑ほほえんだ。
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「ふぅん………ま、いいでしょ」

「お役に立てて光栄です」

　普ふ段だんなら愚ぐ痴ちの一つも出そうな状況だったが、孝太郎は気にせず微笑んでいた。

　―――そりゃあ、誰だって緊張するだろうさ………。

　この場にいる少女達は、誰もが強力な力を持っているものの、中身は十代の女の子。地上と地底の未来を左右するような戦いを前にして、落ち着いていられる筈はずもない。この戦いの結果が全て、六畳じよう間の未来へ跳はね返かえってくるのだから。それがきちんと感じ取れるぐらいには、女心が分かってきた孝太郎だった。

「じゃあ、もう一人お願い」

「もう一人？」

「孝太郎、こっちこっち」

「いてて」

　孝太郎が静香の言葉に目を丸くしていると、背中に乗ったままの早苗が強ごう引いんに孝太郎の首の向きを変える。すると孝太郎の視線の先に、厳しい表情で地図を見つめるキリハの姿が滑すべり込んできた。

　―――あれは………。

　キリハの手元にはお守りのカードが見える。それを彼女が手にしている意味。確かに静香が言うように、孝太郎はもう一人何とかしなければならないようだった。

「少し前から変な霊波が出てたから、色々やってみたんだけど………あたしじゃ上う手まくいかなかった。だから孝太郎、お願い」

「早苗………分かった、やってみよう」

「ん、お願い」

　早苗は一度孝太郎をしっかりと抱き締めた後、孝太郎の背中から降りた。

「とは言ったものの、何を言えば良いのか」

　孝太郎は少し思案する。大地の民たみの指導者であるキリハだから、今回は問題の中心付近にいる。安易な慰なぐさめは逆効果かもしれなかった。するとそんな孝太郎に、晴海が助言を与える。

「里見君が私達に対して日常的にやっている事を、順番にやってくればいいんですよ。伝えなくちゃいけないのは、言葉などという表面上の飾かざりではないでしょう？」

　晴海の言葉は確信に満ち、瞳には限りない優しさがにじんでいる。

　―――アライア陛下………。

　その姿は孝太郎に、かつて出会った一人の少女の事を思い起こさせた。二人が別人である事は分かっているのだが、このところしばしばその姿が重なって見える。晴海はこれまでの彼女そのままに、高貴な人間としての資質を発揮し始めていた。

「今はクラノさんが里見君のお姫ひめ様さまです。だからすぐに行って差し上げて下さいませ、騎士様」

「………はい」

　晴海はキリハがお姫様だと言っていたが、この時の孝太郎には、穏おだやかに微笑む晴海が本物のお姫様に見えて仕方がなかった。










　孝太郎がキリハの許もとへ向かうと、残された少女達は自然とその様子を目で追いかけていた。そして孝太郎がキリハをどう扱うのかを、興きよう味み津しん々しんと言った調子で見守っていた。

「お喋しやべりしてますぅ」

「まあ、妥だ当とうな入り方じゃの」

　キリハに近付いた孝太郎は、まず軽い会話から始めた。時折キリハの手元に視線が行くので、話題はカードについてであるようだった。

「そういえばあのカードって、なんのカードなのでしょうか？」

「ル、ルースさんっ、あれはねっ、昔のアニメのキャラクターカードらしいの。でも大事な想おもい出での品みたいだからっ、あまり踏み込んだ事は訊きけないでしょっ？　だから私達もよくは知らないのっ」

「そうなのですか。それでシズカ様、どんなキャラ―――」

「パルドムシーハッ、ベルトリオンをご覧になってっ！」

「ええっ？」

　少女達の話題が危険な方向に流れかけたところで、孝太郎が次の行動に出た。会話はそのまま継けい続ぞくしている様子だったが、孝太郎の手がキリハの頭の上に乗った。そして優しげな調子で撫で始める。
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「私、あれ好きです」

　孝太郎がキリハの頭を撫でている姿を見て、真希は軽く頬ほおを染めて瞳を潤うるませる。自分が同じようにして貰った時の事を思い返すと、真希にはキリハの気持ちが痛いほど分かった。

「キリハ、泣いてるね」

「キリハはそなたのように、好きな時に好きな人間に甘あまえられる訳ではない」

「そっかぁ。孝太郎だけだもんね、キリハの場合」

「殿下のように開き直ってしまうと大だい丈じよう夫ぶなのですが」

「ルース、そなたわらわに喧けん嘩かを売っておるのか？」

「滅めつ相そうもございません」

　頭を撫でられているうちに、キリハの瞳からポロリと涙が零こぼれ落おちる。それは彼女が普ふ通つうの少女である証あかし。そして孝太郎だけに見せられる、真の姿だった。孝太郎はそんな彼女の頬に手を伸のばし、涙を拭った。

「孝太郎の手ってさ、あったかいんだよ。だからいつもすりすりしちゃう」

「私も経験あるなぁ………父さんにやって貰って以来だから、泣いちゃったわ」

「里見君は、人のぬくもりに飢うえているようなところがありますから………ああいう風にしながらも、私達と同じように感じているのかもしれませんね」

「桜さくら庭ばせんぱぁい、まるで里見さんのぉ、恋こい人びとみたいな言い方ですねぇ？」

「そんなつもりで言ったんじゃ………あ、あくまで一いつ般ぱん論ろんとしてですねっ!?」

　孝太郎とキリハを見守る少女達には、二人のやり取り一つ一つに覚えがあった。だからキリハの気持ちはよく分かるし、自分の気持ちを客観的に眺ながめる事が出来た。そして誰もが再さい認にん識しきする。自分には孝太郎が必要なのだと。そして周りにいる仲間達にとっても、そうであるのだと。だから少女達は、感かん極きわまったキリハが孝太郎に抱だき付ついても、それを自然な事だと感じていた。

「そりゃあ、抱き付きたくなるよね………あたしなんて毎日そう思うもん」

「わらわは時々思うのじゃ。コータローはわらわ達を救う為に、暁あかつきの女め神がみに遣わされたのではないかとな」

「殿下、それを言い出だしたら、おやかたさまだけではないのでは？」

「そうじゃな。我らにはみな、少なからずそういったところがあるじゃろう」

　やがて孝太郎もキリハを抱き返す。するとキリハは孝太郎にしがみつき、より激しく泣き始めた。

「ああやって抱き締めてくれたから、私はダークネスレインボゥを抜ぬけられたんです。あの人となら、支え合えるって………」

「わたくしの場合は婚こん約やくを破は棄きする事になりましたが………後こう悔かいはしていません」

「そもそも婚約の相手は敵だったじゃろうが」

「里見君に守られてるのに、不思議と守ってあげたい気持ちになるのよね。でも幸せって、そういう事なんじゃないかなって思う。一方的な関係って、寂さびしいじゃない？」

　孝太郎の力強い腕うでの感覚は、多くの者が経験している。今キリハがどんな気持ちでいるのか、それは多くの者が実感として知っていた。だからキリハだけでなく、少女達もまた瞳に涙なみだをにじませている。それは決して他人事ではなかった。

「………納なつ得とくいきませんわ」

　そんな中、一人だけ憮ぶ然ぜんとしている少女が居た。口を尖らせ、眼鏡の奥おくにある瞳に不満の炎ほのおを燃やすのは、クランだった。

「わたくしはあんな風にして貰った事など一度もありませんわ」

「あ、私もです。演劇の役の中ではやった事があるんですけれど………」

「ハルミの場合、ほぼ本気の演劇でしょうっ？　経験ないうちには入りませんわっ！」

　クランは唯ゆい一いつ、孝太郎に抱き締められた経験がない。厳密には晴海にも経験はなく、編み物研究会で近い事があっただけだ。しかし晴海の中にアライアの記き憶おくがある以上、演劇での経験があれば、殆ほとんど現実のそれと変わらない筈だった。

「でもでもぉ、クランさんはその代わりにぃ、里見さんによく愛してるって言われてるじゃないですかぁ」

「あんなのわたくしをこき使う時だけですわっ！」

「わたしぃ、こき使われる時にもぉ、そんな風に言われた事ないですぅ………」

　だがクランの怒いかりもそれほど長続きはしない。ゆりかが言う通りなのだ。確かに抱き締められた事はないものの、クランには自分と孝太郎だけの想い出が幾いくつもある。抱き締められたかどうかだけで関係を判断するのは早計だった。

「あ、キリハ笑ってる」

「良かった、あの様子ならもう大丈夫そうね」

　しばらく孝太郎に抱かれていたキリハだったが、やがて身体を離はなして笑顔を作った。きっと孝太郎とのやり取りで気持ちの整理がついたのだろう―――少女達はそれを我わが事のように喜んでいた。

　そんな時、晴海がぽつりと呟つぶやく。

「どうしたら里見君は………ずっと私達の里見君で、いてくれるんでしょうね………」

　孝太郎は晴海達を必要としてくれている。だから過去の世界へ行っても、帰って来てくれた。できればそれが、ずっと続いて欲しい。もう二度と、手の届かない場所へは行かないで欲しい。これは晴海だけでなく、少女達全員に共通した想いだった。







潜入作戦　七月三日（土）







　昼間にサンレンジャーの侵入を許したせいか、工場は明らかに警けい戒かいレベルが上がっていた。兵士の巡じゆん回かいする頻ひん度どは上がり、あからさまに武装している。もう一度侵入されないようにしているのは明らかだった。

「やはり急いで良かった」

　キリハはデジタル式の双そう眼がん鏡きようで森の向こうにある工場の様子を眺めながら、小さく安あん堵どの息をついた。そんなキリハの反応が不思議で、隣となりで一緒に工場の様子を窺うかがっていた孝こう太た郎ろうは理由を尋たずねた。

「なんでだ？　警備の兵士が増えて厄介だろう？」

「確かに厄介だが、まだ守らなければいけない理由があるという事なのだ」

「なるほど、こっちの事情からすると、むしろ手て薄うすになってる方がまずい訳か」

「そうなる」

　工場の警備が増えたという事は、急進派はまだ工場でやる事があるという事だ。孝太郎達たちは急進派がやっている事が知りたい訳なので、警備が増えた事は工場内に必要な証しよう拠こが残っている事を意味している。警備が手薄になっていた場合は工場を守る必要がない、イコールもう何も作られていないという事になるので、孝太郎達が忍しのび込んでも手て遅おくれという事になる。敵が増えた事は厄介だが、決して悪い知らせではなかった。

「それともう一つ急いで良かった理由がある」

「それは？」

「ここまであからさまに武装して警備をしているという事は、工場が役目を終えるまでそう時間がかからないという事だ」

「もう人目を気にする必要がないって事か」

　工場の警備は、明らかに一いつ般ぱん企き業ぎようのそれを超こえている。警備の兵達は銃を隠したりはせず、堂々と敷しき地ち内ないを歩き回っていた。日本では基本的に銃を使って警備をしている工場などない。だからこの光景を一般の人間が目にすれば、明らかに異常な工場だという事が分かってしまう。このままでは、テロ活動に従事していると通報を受けるのも時間の問題と言えるだろう。

　だがもし、その時間が殆どなかったとしたらどうだろう？

　通報を受けて警察やマスコミが動き出す前に、工場が役目を終える。あるいは、地上攻撃が始まる。もしそういう状況なら、一般市民の目に留とどまるリスクなど関係ない。目先のリスク―――敵の再侵入を防ぐ方がよほど重要だった。

「里さと見みさん、あまり前に出過ぎないで下さい。カモフラージュの魔ま法ほうの範はん囲いから出てしまいますぅ」

「済まない、ありがとう、ゆりか」

　孝太郎達はゆりかや真ま希きの魔法に守られて工場へ接近中だった。距きよ離りがあるうちは魔法による撹かく乱らんは完かん璧ぺきで、ここまでは急進派に気付かれずに接近できていた。しかし相手も魔法は持っている筈なので、油断は禁物だった。

「男だん爵しやくさん、そろそろ二手に別れましょう」

「そうだな。レッドシャイン、俺の仲間達を頼たのむぞ」

「はい」

　ここからは作戦通り、潜せん入にゆうチームと陽動チームに分かれる。

　潜入チームはキリハがリーダーとなり、孝太郎、クラン、晴はる海みが同行する。陽動チームは残りの全員で、リーダーはレッドシャインことケンイチ。陽動チームが敵を引き付けている間に、潜せん入にゆうチームが工場内に忍び込んで情報の収集にあたる。そして可能であれば、工場での兵器生産を邪魔してくる。そういう手て筈はずとなっていた。

「それじゃ、行ってくる」

「みんな、またあとで」

「ティアミリスさん、しくじるんじゃありませんわよ？」

「危険は汝なんじらの方が高い。十分に気を付けてくれ」

　孝太郎達潜入チームの四人は、別れの言葉を口にすると森の中へ消えていった。残された陽動チームは、去っていく四人の姿が見えなくなるまでその場で見送った。

「………ところで皆さん、一つ訊いても良いですか？」

　孝太郎達の姿が見えなくなると、ケンイチは残った六畳間の少女達に問とい掛ける。ここまで訊きそびれていたが、ずっと疑問に思っている事があったのだ。

「構わぬが。何じゃ？」

　代表してティアが答える。するとケンイチは遠えん慮りよがちに疑問を口にした。

「不思議に思っていたんですけれど、男爵さんや皆さんは、一体どういった御ご関かん係けいで？　バラエティに富んでいて、想像がつかないんですが」

　キリハが地底人で、今は残りのメンバーが協力している事は分かっている。だが、どうして協力し合うようになったのかは見当も付かない。

　地底人の穏おん健けん派はの指揮を執とるキリハ。超ちよう科か学がくを操あやつるティア達。魔法を使うゆりか達。霊れい能のう力りよくを操る早さ苗なえ。圧あつ倒とう的てきな格かく闘とう技ぎの技量を持つ静しず香か。そしてそんな彼かの女じよ達を束ねている孝太郎。

　ケンイチには、そんな顔かお触ぶれが一いつヶか所しよに集まっている理由が想像できなかった。

「わらわ達は………」

　ティアは反射的に侵略者だと答えようとしたが、寸前で思おもい留まる。果たしてその言葉は今の自分達に相応ふさわしいのだろうか、そんな疑問があった。だからティアはしばらく考え込んだ後、別の答えを口にした。

「………わらわ達は、仲間というよりは家族じゃの。そなたが言うようにバラエティに富んでおるから、最初は衝しよう突とつばかりじゃった。けれどその衝突こそが、わらわ達の今を支えておる。良い所も悪い所も全すべて知った上で、わらわ達は互たがいの手を取ったのじゃ」

「なかなかに意義深いお話ですね」

　ティアの答えはケンイチが求めたものとは少し違っていたが、そこから事情は想像する事が出来た。成り行きで集つどい、衝突を繰くり返しながら、やがて手を取り合った。ケンイチはティアの話をそのように理解していた。

「じゃからそなた達も大丈夫じゃ。きっと地底の連中とも共存できよう」

「そうあって欲しいものです」

　ティア達に出来た事なら、きっと自分達にもできる。

　ケンイチはそんな思いを胸に、自らの戦いの地へと赴おもむくのだった。










　仲間達から分かれた孝太郎達潜入チームは、森の中を急いで移動していた。陽動チームが正面ゲート側から攻撃を仕し掛かけるので、孝太郎達はその反対側から侵入を試みる事になっている。その位置だと、侵入する地点から工場の建物までの距離が最も短く、敵に見付かる恐おそれが少なかった。そして孝太郎達がその場所に到とう着ちやく次し第だい、陽動チームが行動を開始する事になっているので、出来るだけ早く向かう必要があった。

「クラン、遅おくれ気味だぞ。もっと急げ」

「そっ、そんな事っ、言われてもっ、走るのはっ、苦手ですわっ！」

　そんな中、一人遅れ気味なのがクランだった。孝太郎は鎧を着ているし、晴海はＰＡＦを使っている。キリハは元々運動が得意、だがクランは並以下の体力しかなく、既すでに息が上がってしまっていた。

「仕方ないな」

「きゃあっ!?」

　そこで孝太郎はクランを捕つかまえ、両りよう腕うでで彼女を抱き抱かかえた。そしてそのまま走り出す。孝太郎の鎧―――『青騎士』のマニューバースーツは全身に動力を備えているので、クラン一人抱えて走るぐらいどうという事もなかった。

「ベルトリオン、わたくし自分で―――」

　飛びますわ、そう言おうとしたところで、クランは先さき程ほど仲間達と交かわした会話を思い出した。その結果、彼女は続く筈の言葉を呑のみ込こんだ。

「どうした？」

「い、意地を張るのを止めただけですわ。しばらくお願い致いたしますわ」

　クランは自分の発明品で空を飛ぶ事もできるのだが、結局それをする事はなかった。代わりに孝太郎の首に両腕を回し、しっかりと抱き付く。

　―――抱き締められているのとは違ちがいますけれど………これはこれで………。

　年とし頃ごろの女の子として浮かれていていい状況ではないのだが、思わず両腕に力が入ってしまうクラン。その姿はやけに可愛らしく、近くにいた晴海は思わず笑顔を零した。

「ふふ、意地を張らないのが一番ですよね、クランさん」

「ま、まあ、自分で走って遅れて足を引っ張るよりは、わたくし一人のプライドが傷付く方が安上がりですわっ」

「落ちると危ないですから、無理をせずにしっかり掴つかまっていて下さいね？」

「………そうさせて………頂きますわ………」

　クランの頬が赤く染まり、その頬を孝太郎に寄せる。すると密着度が増し、孝太郎の体温や呼吸が間近で感じられるようになる。クランの頭の中はもう真っ白だった。

　だが当の孝太郎からは近過ぎて逆にクランの様子が分からない。この時、孝太郎が気にしていたのは晴海の方だった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいこそ、無理はしないで下さいよ？」

「大丈夫ですよ、里見君。だからこっちに回して貰もらった訳ですし」

　陽動の上での侵入なので、作戦通りに行けば侵入チームの方が安全な筈だった。とはいえクランとキリハ、晴海の三人だけでは万が一の時に不安なので、孝太郎が護衛に付いている。激戦が予想される陽動に比べて、かなり安全な筈だった。

「それに身体のハンデはクランさんの発明がカバーしてくれています」

「だったらいいんですけれど………」

　孝太郎は渋しぶ々しぶといった調子で頷うなずく。晴海の言葉は正論だったが、孝太郎は彼女を戦いの場に連れ出す事に強い抵てい抗こう感があった。

　比ひ較かく的てき安全なポジションであっても、ＰＡＦで身体のハンデが克こく服ふくされていても、アライアの力を継けい承しようしていて強い力を持っていても、孝太郎にとって晴海は晴海。ゆりかと同じく戦いの場に置きたくない人間だった。

「それでも桜庭先輩が戦う事には、抵抗があります」

「それを言うなら私だって、本当は里見君には戦って欲しくないんです。あなたは本来、戦いをするような人ではありませんから」

　晴海にも孝太郎の気持ちはよく分かる。晴海にとっても、孝太郎は戦いをする人間ではないのだ。家族を失った事で人のぬくもりを求める孝太郎が、他人を傷付けて平気でいられる筈はないのだから。そんな孝太郎が戦いに赴く理由はただ一つ。

「それでも、あなたは戦う。みんなと、みんなの未来を守る為ために。だったら私も同じです。里見君の隣で、同じようにしたいんです」

「桜庭先輩………」

「もちろん、自分が戦いに向いていない事はよく分かっています。だから足を引っ張らない範囲で、お手伝いさせて頂きます」

　晴海の気持ちは、孝太郎達の秘密を知ったあの日から変わらない。孝太郎の行く道を共に歩みたい。ただそれだけだった。そしてきっと、晴海の中にいるもう一人の少女も、同じように考えている筈だった。

「諦あきらめるんだな、里見孝太郎。晴海の言葉は正しい」

「………分かった分かった。こうなったらさっさと終わらせよう。それが一番だ」

　キリハにも指し摘てきを受けたところで、孝太郎は降参した。

　晴海に戦う理由がないと言うのなら、孝太郎にもない事になる。孝太郎だけが戦って良い理由など、何処どこにもないのだから。だとしたら、出来るだけ早く事件を解決する事で、戦いから遠ざけるのが一番だった。

　―――それに先輩やゆりかだけじゃない。キリハさんだって、クランだって、他のみんなだってそうだ。みんなは強いけれど、戦いなんてない方が良いに決まってるんだからな………。

　孝太郎は六畳間の少女達全員に、幸せな人生を送って貰いたいと思っている。戦いから遠ざけたいのは晴海だけではない。少女達全員の為に、可能な限り手を尽つくそう―――孝太郎はそんな決意を胸に刻み込んだ。










　孝太郎達侵しん入にゆうチームから予定ポイントへ到とう着ちやくしたという連れん絡らくが来たのは、二手に分かれてから十分ほど経たった頃の事だった。その間に六畳間の少女達とサンレンジャーも、無事に工場の正面ゲート側に辿たどり着ついていた。

「おやかたさまからレーザー通信。所定の位置へ無事に到着したとの事です」

「ぬかるなと返答しておけ。………では参るぞ、者共！」

　ザッ

　ティアは先頭に立ち、両腕を組んで仁に王おう立ちになる。すると夜の風がその金きん髪ぱつを吹ふき流ながし、まるで旗のようにはためかせる。横顔には強い自信、瞳ひとみには厳然たる意志。その姿は身体の小ささを忘れさせる程ほどに、堂々としていて美しかった。

「マキさん、これが騎き士し団だんとしての初うい陣じんになります。サトミ家の名を汚けがさないように、しっかりお勤めして下さいませ」

「仰おおせのままに、副団長！　団長に代わって、必ずや皇女殿でん下かをお守りします！」

　ティアを守るようにして、騎士団の制服に身を固めたルースと真希が立つ。ただし戦いに際して、二人は揃そろいの制服の上から、それぞれの武装を身に着けている。ルースは戦せん闘とう用の甲かつ冑ちゆうと二本のビームソード。真希は藍色のローブと魔法の杖。生まれも見た目も全く別の二人だったが、その瞳に宿る想いは同じだった。

　そしてそんな三人に続くのが早苗と静香だ。

「よぉし、今日は頑がん張ばるぞぉ！」

「気合い入ってるわね、早苗ちゃん」

「大だい活かつ躍やくしてね、孝太郎に騎士団に入ってくれって言わせてやるんだっ！」

「私もそうしようかしら」

「それが良いよ静香！　怪かい獣じゆうのおじちゃんにも頑張って貰ってさ！」

「それはイヤ！」

『つれないな、シズカ』

「だってアルゥおじさまを出すと、私の体重が増えるんだもの！　今日は絶対に、出さずに済ませますからっ！」

『………別に本当に増える訳ではないんだがなぁ………』

「なんだかよく分かんないけど、頑張れ、静香！　大和やまと撫なでし子こ！」

　早苗も静香も全く武器や防具を身に着けていなかったが、代わりに強い霊力に包つつみ込まれている。早苗は自身の霊力。静香は体内に宿る竜りゆうの霊力。おかげで二人は武装した兵士よりも強い。この二人に限っては、武器や防具は力の発はつ露ろの妨さまたげでしかなかった。

「………ナナさん………今日は立派に務めを果たします………」

　その後ろにはゆりかがいる。この時のゆりかは、普段とは雰ふん囲い気きが違っていた。今日の敵は、これまでとは一線を画している。組織的に魔法を悪用している、明確なレインボゥハートの敵なのだ。同時にこの敵との戦いが、キリハの未来に大きく影えい響きようする。自分の使命であり、同時に友達の為でもある。だからゆりかはいつになく本気だった。

「まだナナさんのようには出来ませんけど、絶対にやり遂とげます！」

　ゆりかは愛用の杖、エンジェルハイロゥを固く握り締める。

　これまでも時折顔を覗のぞかせる事があった、魔法少女としての顔。今はそれが、明確に表に出て来ている。今のゆりかは真の意味において、魔法少女レインボーゆりかだった。一〇六号室にやって来たばかりの頃ころの彼かの女じよとは、全くの別人だった。

「男爵さんの友達は凄すごい人ばかりだな………俺おれ達たちはまだまだだ………」

「それが見ただけで分かるようになっただけ、僕ぼくらも進歩してるよ」

「コタローの言う通りだぞ、ケンイチ。不必要な自じ虐ぎやくは良い結果には繋つながらん」

「そうよ。男爵様の素す晴ばらしさがはっきりと分かるようになった事は、大進歩よ！」

「………メグちゃんはこの部分だけが不思議と進歩しないんだよね」

　最さい後こう尾びにいたのがサンレンジャーの五人組。彼かれらはお馴な染じみの五色の戦せん闘とう服ふくを身にまとっている。だがこの数すうヶか月げつで、戦闘服には大小様々な傷が刻まれた。それが彼らを成長させ、一人前の戦士に変えた。今の彼らは、孝太郎達と出会った時のような烏う合ごうの衆ではない。ゆりかと同じように、全くの別人に進歩していた。

　六畳間の少女達が六人と、サンレンジャーの五人、合わせて十一人。彼女らは真正面から堂々と工場へ近付いていく。そして彼女らが工場に近付くにつれて、工場の照明がその姿を照らし出していく。そして一行が正面ゲートまで十メートル程の距離まで近付いた時だった。ゲートに取り付けられたスピーカーから、強い口調で警告が発せられた。

『ここは私有地だ！　それ以上近付くと強制的に排はい除じよするぞ！』

　型通りの警告。だが、それが形式的なものである事は明らかだ。警備にあたっている兵士達は既に銃じゆうの狙ねらいを定め、発はつ砲ぽう命令を待っている。目の前にいる者達が、昼間やって来た者達だという事は彼らも承知しているのだ。

「望むところじゃ！　やれるものならやってみるがよいっ！　誰だれに向かって吠ほえたのか、すぐに思い知らせてくれるわっ！」

　銃じゆう口こうを向けられていても、先頭に立つティアは敵の警告―――正確には恫どう喝かつだが―――をまるで意に介かいさない。生まれ持った負けん気の強さを遺い憾かんなく発揮し、逆にその瞳を強く輝かがやかせる。

「『青騎き士し』っ、旗を掲かかげよ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　そしてその直後、ティア達の後方に数メートル四方の大きな旗が翻ひるがえった。この旗は実体を持った旗ではなく、レーザーを使って空中に描えがき出されている。旗の中央にあしらわれているのは金色の花。ティア自身の出しゆつ陣じんを告げる、戦闘旗だった。










　レーザーを使って空中に描き出された旗は、遠くからでもよく目立つ。それは工場の敷しき地ちを挟はさんだ反対側にいる孝太郎からも一目でそれと分かった。

「始まったか」

　ティアの旗は空中で翻り、金色の光をあたりに振ふり撒まいている。工場の警備にあたっている兵士達は、自然とその光に注意を奪うばわれていた。おかげで兵士達はさながら砂糖に群がる蟻ありのように、旗に向かって移動していく。作戦通り、孝太郎達の周辺は急激に警備が手薄になりつつあった。

「クラン、頼む」

　ティアの旗は陽動で注目を集める為のものであるのと同時に、孝太郎達に対する行動開始の合図でもある。ティア達が戦い始めたのと同時に、孝太郎達が工場へ忍び込む時がやって来たのだ。

「既に準備は出来ていましてよ。経路上にある監かん視しカメラには、物理的にダミー映像を噛かませましたわ。各種センサーは位置を特定済み。絶対に見付からずに工場内まで御ご案あん内ない致いたしますわ」

　潜入はクランの主導で行われる。クランの専用艦かん『朧ろう月げつ』がステルス機能に特化している事から分かるように、彼女はこうした身を隠かくす技術に関しては、飛とび抜けた技術を持っている。大地の民は地上よりも優すぐれた侵しん入にゆう阻そ止し装置を持っているが、それでもクランにとっては初歩的なものでしかなかった。

「キィ、霊れい力りよく系のセンサーだけは何とかして下さいまし」

「カラマ、コラマ、霊子力センサー起動。向こうの霊子力センサーの位置を特定しろ」

『がってん、姐あねさん！』

『クランちゃん、おいら達の勇姿を見ているだホ！』

『惚ほれるなホ！』

「惚れませんわっ！」

　唯一クランの手に負えないのは、霊子力技術で作られた阻止装置類。全く違う技術体系なので、こればかりは流石さすがにどうにもならなかった。これに関してはキリハとその埴はに輪わが対応する。

「先輩、念ねんの為に周囲の魔ま力りよくに気を配っていて貰えますか？」

「分かりました、気を付けておきます」

　そして晴海が魔力に気を配る。魔ま法ほうは魔法使いが一つ一つ手作業でかけていくので、工場のような大規模な警備に使われている可能性は低い。だがごく狭い範囲で利用されている可能性は否定できない。晴海に警戒して貰うのは重要だった。

　侵しん入にゆうにあたりクランが科学力を、キリハが霊子力を、晴海が魔力を担当する。そしてその三人を守るのが孝太郎だ。最少人数で侵入チームを編成しようとすると、能力的・性格的双そう方ほうの理由から、この組み合わせは必然と言えるだろう。

「よし、みんな行くぞ」

『はいっ！』

　孝太郎に呼よび掛かけられた三人の少女達の返事は、綺き麗れいに重なっていた。そして四人は柵さくを乗のり越こえて、工場の敷地に侵入していく。声だけでなく、そのチームワークにも乱れは感じられなかった。










　工場の建物に真まっ直すぐに向かいたいところだったが、それでは多くのセンサーに引ひっ掛かってしまう。そこで孝太郎達はクランの案内に従って少しずつ建物に近付いていた。

「次は姿勢を下げて、あのコンテナの背後まで進みますわよ。ベルトリオン、あなたは背が高いのですから、特に気を付けて下さいまし」

「分かった、気を付ける」

　障害物の陰かげから、障害物の陰へ。時にはしゃがんだり、這はったりしながら、徐じよ々じよに工場の建物に近付いていく。一気に近付きたいのは山々だったが、それでは敵に見付かってしまう。十分な情報を収集する為にも、ここは我が慢まんの時間帯だった。

　孝太郎達は数分の間、そんな事を繰り返かえした。幸いその苦労は実り、孝太郎達は敵に見付からずに工場の建物に辿り着く事に成功していた。

「やれやれ、やっと到着ですわ」

「流石クラン。この種の卑ひ劣れつな技術は大得意だな」

「それは褒ほめてますの、貶けなしてますの？」

「褒めてる褒めてる」

「信じられませんわ、もうっ」

「大丈夫ですよ、クランさん。里見君はクランさんの居ない所では、クランさんをベタ褒ぼめですから」

「あっ、こらっ、桜庭先輩っ!?」

「ふふふっ、ごめんなさいっ」

「そっ、それは本当ですのっ!?」

　孝太郎達は建物の陰に身を隠して一息ついていた。しばらく続いた緊きん張ちようから解放された事で、孝太郎達の顔には安堵の笑えみが浮うかんでいた。交わされる言葉にも幾らか笑い声が混じる。しかし孝太郎達がそうしていられたのは、ほんの僅わずかな時間だけだった。

　ザッザッザッザッ

　兵士の一団が、孝太郎達が潜ひそんでいる場所のすぐ近くを通り過ぎていく。正面ゲートへ向かう援えん軍ぐんの兵達だった。その兵達が十分に離れるのを待って、キリハが口を開いた。

「あまりのんびりしていられないようだ。孝太郎、すぐに中へ入ろう」

「そうだな、向こうも大変そうだからな」

　銃撃の音や爆ばく発はつ音は、孝太郎達の居る辺りまで聞こえて来ている。陽動チームが激戦の最中にある事は明らか。孝太郎達にのんびりしている余よ裕ゆうはなかった。

『姐さん、あそこに見えている通用口は止めた方が良いホ！』

『あの辺り一帯に、アクティブの霊子力センサーが設置されているホ！　クラスⅡ遮しや蔽へいでも感付かれるホ！』

　だが工場のセキュリティは固い。兵士達が使っている出入り口を利用するのは難しい様子だった。

「急ぎたいところだが、この人数では強行突とつ破ぱは止めた方が良いだろう」

「別の入り口を探した方が良さそうだな。クラン、いい入り口はないか？」

「ちょっとお待ちになって下さいまし………えーと………」

　クランは腕輪を操作して、上空に滞空している小型無人偵てい察さつ機に命令を送る。この偵察機は先程から情報の収集にあたっており、既に外から分かる範囲で工場の見取り図などが作られている。クランはそうした情報を呼び出して再分ぶん析せき、侵入路を選定していった。

「………そうですわね、ここから少し向こうに行ったところに、工場の排熱を行っている排気口がありますの。熱源を追尾してみましたけれど、かなり内側まで続いているようですわ」

　情報の分析の結果、クランは通気口からの侵入を提案した。だがキリハはすぐに首を横に振った。

「………兵器工場の排熱という事は、相当な温度になっている筈はずだ。孝太郎はともかく、我々が通れるとは思えない」

　金属を加工して兵器の開発を行っている以上、その排熱は膨大なものとなる。灼熱の熱風が噴ふき出ていると考えていいだろう。そんな場所であっても、孝太郎は宇宙服の機能を備えた鎧よろいを身に着けているので問題ない。だが他ほかの三人が通れない。だからキリハにはそれが現実的な選せん択たく肢しとは思えなかった。キリハはクランが好きなので、その言葉は最大限尊重したかったが、今回ばかりは反対せざるを得なかった。

「そこはぬかりはありませんわ、キィ」

　その反論は想定内だったので、クランは楽しそうに目を細めた。クランは既に、その対策まで考えてあった。

「これまでのデータからすると、ハルミの魔法で問題なく通過できる筈ですわ」

　過去のフォルトーゼでのアライア、現代の晴海。その双方が振るった魔法のデータは蓄積されている。そのデータが示していたのだ。晴海が防御と冷却の魔法を使えば、工場の排熱に耐えられるだろうと。

「なるほど、そういう事か」

「もちろん、短い時間に限られますけれど………。それに他にもメリットがありますの。高熱の排気口なら、監視装置は少ない筈ですわ」

　いかにセキュリティが固くとも、宇宙服が必要な場所からの侵入を想定しているとは考えにくい。他の入り口に比べて、警戒は薄くなっている筈だった。

「頼めまして、ハルミ？」

「任せて下さい。こういう仕事の為に、ついてきたのですから」

　晴海は突とつ然ぜん回ってきた自分の出番に臆する事はなく、その長く美しい髪かみを銀色に輝かせながら力強く頷いた。










　通気口からの侵入は手際よく進んだ。晴海が操るシグナルティンの魔力が孝太郎達全員を包み込み、強きよう烈れつな熱風から守った。おかげで百度を大きく上回る灼熱地獄の中でも、孝太郎達は気軽な散歩を楽しむ事が出来た。そして孝太郎達は通気口をしばらく進んだところで見付けたメンテナンス用のハッチをこじ開け、工場内へ侵入した。やはり通気口の警戒は薄く、敵に見付かる事はなかった。

「孝太郎、手を」

　最後尾にいた孝太郎がメンテナンス用のハッチを抜けると、そこには上方向に伸びる梯子があった。その先では先に登ったキリハが手を伸のばし、孝太郎を引き上げようとしてくれていた。

「ありがとう。でも駄だ目めだよキリハさん。装甲がまだ少し熱を持ってるんだ」

「構わない」

「俺おれが構うんだよ」

　孝太郎は残念そうに苦く笑しようしつつ、首を横に振った。

　メンテナンス用のハッチは高熱を帯びている。鎧を着ている孝太郎がハッチの開閉を担当したのだが、その時にハッチの熱が鎧に移ってしまっていた。鎧には冷却機能が備わっているが、まだ完全な冷却は済んでいない。そんな孝太郎がキリハの手を握ってしまうと、火傷はしないまでも、その手が真っ赤になってしまう事は想像に難かたくなかった。だから孝太郎は最後まで自力で梯子をよじ登った。

「………おにいちゃんは大好きな人の役に立ちたい女の子の気持ちが分かってないよ」

　目の前にやってきたキリハは、孝太郎だけに聞こえるように囁きつつ、不満そうに口を尖とがらせる。孝太郎の役に立ちたいキリハは―――特に彼女の中に潜むキィの部分は―――多少手が熱くなっても構わなかった。だからキリハは少しヘソを曲げていた。

「………仕方ないだろう。キィが大事なんだから」

「………あはは、それはしょうがないね」

　しかし彼女が子供のようにしていられたのはほんの数秒だった。今は戦いの真っ最中。彼女はすぐに指揮官の顔に戻もどった。それは孝太郎も同じで、再び口を開いた時には騎士の顔に戻っていた。

「ところでキリハさん、ここはどういう場所なんだ？」

「溶鉱炉やプレス機のような、高熱を出す機器が密集したエリアだ。別のエリアに、兵器に装甲を取り付ける工程がある筈だ。まずはそれを見たい」

　孝太郎には周囲にある機械がなんなのかは想像もつかなかったが、この場所にある機械は大規模な金属加工を行う為のものだった。溶鉱炉で金属を溶かし、大まかな形に成形。それをプレス加工したり、切削加工したり。キリハの見立てでは、汎用の部品ではない、兵器の装甲などが作られている筈だった。

　しかし装甲といっても複数のパーツに分ぶん割かつされて製造されるので、ここを調べても全体像は掴つかみ難がたい。もっと分かり易やすい場所、つまり分割された装甲が組み合わされる場所に向かうべきだった。そして出来れば、この工場の生産管理をしている、制御室へ向かいたかった。

「クランさん、どちらへ向かえば良いんでしょう？」

　晴海は孝太郎以上に、この工場が奇き妙みよう極きわまりない場所に見えていた。機械に弱い普ふ通つうの女の子にはそう見えて当然だろう。困った彼女はクランに助けを求めた。

「そうですわね、工場の配置が合理的なら、正面ゲートの方に向かえば良い筈ですわ」

　クランは一いつ瞬しゆんも迷わずに答えた。彼女は普通の女の子ではないので、この場所の事が誰よりも正確に把は握あくできている。機能的に配置された工場は、街中よりも遥はるかに彼女の得意な世界だった。

「どうしてですか？」

「その方が搬入と搬出がしやすいからですわ。製造ラインは正面ゲートをスタートとゴールに設定するのが一番合理的ですもの」

「そっか。そうするのが無駄のない作りですよね」

　輸送車両は材料を下ろし、製品を載せて帰る。すると入口と出口は近い場所に作られるのが自然だ。一部例外はあるのだが、よく計算された生産ラインは頭と尻尾しつぽを同じ場所に置いた蛇へびを想像するといいだろう。

「って事は、あっちへ向かえば良いんだな」

「急ごう。外ではまだ戦いが続いている」

　孝太郎達は工場の実態を調べるべく、クランの示した方向に向かって移動を始める。

　―――みんな、無事でいてくれよ………。

　工場の中に入っても、相変わらず戦いの音は聞こえている。孝太郎は少女達の無事を祈りながら、可能な限り早く自身の役目を果たそうと気合いを入れ直した。










　陽動作戦というのは、一方的に敵を倒たおせばいいというものではない。もし一方的な戦闘になって、敵が勝てないと思って撤てつ退たいを選んでしまうと、陽動の意味がなくなる。敵には頑張れば倒せそうだと思わせておく必要があった。おかげでティア達は大規模な攻こう撃げき―――例えば『青騎士』から直接砲撃など―――をする訳にはいかず、警備の兵士達と正面から激突する形となっていた。

「『青騎士』！　対人スマートガン！」

『弾丸のオプションが選せん択たく可能』

「弾はパラライザー、自動照準で撃うちまくれっ！」

『仰せのままにマイプリンセス』

　ティアは『青騎士』から対人武装を呼び出すと、警備の兵士達に向かって大量の銃じゆう弾だんを撒き散らした。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴッ

　この時ティアが使った武器は、本来車両に据え付けて使うような大型の機関砲だった。吐き出だされる銃弾は毎分千発近い。発射音はまるで地鳴りのようだった。

「きゃあきゃあきゃあきゃあっ!?」

　銃弾は敵だけでなく、その傍そばに居たゆりかにも容赦なく襲い掛かった。『青騎士』が自動で射しや撃げきを行っているので命中した弾は僅かだったが、味方に撃たれるのはあまり良い気分ではない。ゆりかは半泣きだった。

「ティアちゃんっ、ちゃんと敵だけ撃って下さいよぉっ！」

「ちゃんと計算して撃っておる。無事じゃろうが」

　ティアが使った弾は敵を麻痺させる効果を持つ。麻痺弾そのものの殺傷力は低く、ゆりかが味方に施した防御魔ま法ほうを突破するだけの威い力りよくは持っていない。また『青騎士』の自動攻撃の精度は高く、味方への流れ弾は数発程度と見込まれる。大量に撃ち込まれたならともかく、数発では万が一もありえない。ありえたとしても麻痺弾で死ぬような事はない。ティアは攻撃力の低い非殺傷兵器を使えば、敵味方入り乱れた乱戦の中でも、敵だけを倒せると判断した。ティアは口には出さなかったものの、ゆりかの魔法を信用していたという事になるだろう。

　結果はティアの計算通りになり、地底人ばかりがバタバタと倒れていった。だが、一いつ緒しよに撃たれたゆりかにしてみれば、安全であってもいい気はしない。半泣きのような状態だった。

「安全だからって撃たれたくないですぅっ!!」

「ゆりかちゃん、嫌いやなら当たらなければいいのよ」

　ゆりかと一緒に居た静しず香かは、余裕の笑顔だった。彼女はティアの攻撃の気配を察して射線上から離はなれたので、一発の銃弾も受けていなかった。

「静香さんみたいな超人と一緒にしないで下さいよぉっ!!」

「ゆりかちゃんだってやる気になればできるでしょう？　それとも、やっぱり里さと見み君が一緒じゃなきゃダメ？」

　静香は軽い世間話をしながら、近くに居た敵兵士に連続攻撃を叩き込む。左の軽いジャブからスタートして、右の正拳で身体を浮かせたところに、左の回し蹴り。鮮やかな連撃を受けて敵兵士は倒れ伏す。連撃の威力は絶大で、兵士は倒れた時点で動かなくなった。だが静香はきちんと急所を外して攻撃しているので、兵士は昏倒しただけで死んだ訳ではない。彼かの女じよ達たちには敵を殺してしまいたくない理由があった。

　いくら敵とはいえ、急進派はキリハと同郷の者達。大地の民たみとの間に遺い恨こんを残さない為には、死者を出す事は可能な限り避けねばならない。ティアが非殺傷兵器を使ったり、静香が攻こう撃げきを加減したりするのは必然なのだ。もちろん、彼女達自身が人殺しを嫌きらっているという理由も大きかったのだが。

「そ、そういう訳じゃないですけどぉ………」

「ゆりか、ボーっとしてないでちゃんと働いて！　ドンドン来てる来てる！」

　早さ苗なえは敵兵士の一人を自身の霊力で生み出した矢で撃ち倒した。途と中ちゆうで十六発に分裂する早苗の霊力の矢をかわすのは困難で、兵士はそのうちの数発を食らって倒れ伏した。実はこの兵士は、ゆりかを狙っていた。変幻自在の戦い方をするゆりかは、自分で考えている以上に、敵には脅威と考えられていたのだ。

「ごっ、ごめん早苗ちゃんっ！　フォッグクラウド・モディファー・エフェクティブタイムトワイスッ！」

　ゆりかは咄嗟に魔法を使い、攻せめ寄せてくる敵の後衛の視界を塞ぐ。抗こう議ぎしている間も敵は攻撃してくる。今のゆりかには泣き言を言っている暇はなかった。

「ユリカ様、わたくし達の後ろに！」

「虹にじ野のゆりか、あなたは後方で支し援えんを！　正面は騎士団で支えるわっ！」

　ゆりかに接近しようとしていた敵は他にもいた。しかしこれはルースと真ま希きによって阻止された。ルースは機械式の鎧とビームソードで武装し、真希は自身の魔法で作り出した大剣を振り回している。二人は敵兵の前に立ち塞がり、味方への接近を阻んだ。

「マキさんっ、前に出過ぎないように注意を！　仲間の位置を常に意識して戦って下さいっ！」

　ルースは身に着けた鎧の防御機能をフルに活用して、防波堤の役割を果たしている。鎧のバリアーの出力は高く、広めに展開する事で味方に対する射しや撃げき攻撃を効果的に防いでいる。そうしながらルースは、鎧の人工知能が危険視する敵を、麻痺モードに設定されたビームソードで順番に排除していった。

「はいっ、副団長っ！」

　真希の仕事はルースに比べて若じやつ干かん攻撃的だった。真希はその長大な剣を使って、隙すきを見せた敵を効率的に排除していった。敵に攻撃をさせないルース、そして大技で敵を減らす真希。二人の役割が効果的に組み合わされ、敵の接近を阻んでいた。

　とはいえ彼女達の騎士団―――青騎士団は設立直後という事もあり、チームワークはまだ完全ではない。特に真希はダークネスレインボゥ時代には一人きりで戦っていたので、仲間の存在をあまり意識しない傾けい向こうがあった。孝こう太た郎ろう一人なら問題はなかったが、今は多くの仲間達に気を配る必要があるので、真希は苦労していた。

「藍あい華かさんっ、あっちの連中を薙なぎ払はらって！　あなたは私が守るわ！」

「笠かさ置ぎさん!?　頼みますっ!!」

　しかし真希が仲間達との連れん係けいで苦労する反面、その真希を守っているのもまた仲間達との連係だった。一人だった時と比べると戦いの質が全く違っているので、真希には戸と惑まどいも多い。だがこれこそが自分の正しい姿であり、自分は以前よりずっと強い―――真希は固くそう信じていた。

　このようにして、六畳間の少女達は独特のチームワークを発揮して戦っていた。おかげで陽動作戦は優勢だった。だがチームワークという意味では、サンレンジャーの五人も負けてはいなかった。

「一気に行くぞ、ダイサク！」

「うん。僕が突っ込むから、ハヤト君は援えん護ごを頼たのむよ！」

　かつては烏合の衆だったのだが、今の五人には明確な役割分担が出来上がっていた。

　最前列には身体が大きく格闘が得意なイエローシャイン―――ダイサクを置き、敵の前衛に対応する。ピンクシャイン―――メグミは連射が出来る銃を使って敵の後衛を牽制する。敵を倒すのは射撃が得意なブルーシャイン―――ハヤトの仕事で、ライフルで順番に敵を排除していく。グリーンシャイン―――コタローの仕事は敵の撹かく乱らんで、彼は爆発物を使って敵の統制を乱す。そして右手に剣、左手の拳けん銃じゆうを構えたレッドシャイン―――ケンイチは、戦せん況きように応じて各人のフォローにあたる。

「落ち着け、ダイサク、ハヤト！　俺達の仕事は敵を倒す事じゃない！」

「ケンイチの言う通りよ！　私の男だん爵しやく様達の為に、時間を稼かせがなくちゃ！」

　彼らのチームワークは完成していて、かつてのように好き勝手にバラバラな行動を取るというような事はなくなっていた。

　サンレンジャーの五人は、この何なんヶか月げつもの間に何もせずに時を過ごした訳ではない。強くなろうと特訓を繰くり返し、戦いがあるたびに問題点を洗い出し、いつしか戦闘部隊として相応ふさわしい力量とメンタル、そしてチームワークを身に付けていたのだ。

　ケンイチの指揮の下、五人は協力し合って見事な戦いを繰り広げていく。とはいえ装備の差もあり、五人の戦果はティア達には及ばない。だがそれが戦士としての及第点を大きく上回っている事だけは、誰の目にも明らかだった。

「でもケンイチ兄ちゃん、なんだかおかしいよ」

「おかしいって何がだ？」

「敵をよく見てよ。ダイサク兄ちゃんとメグミ姉ちゃんが撮さつ影えいしてきた兵器が全然出て来てない。それに逃にげる時に攻撃してきたあのロボットもいない」

「言われてみれば確かに………」

　この日まで積み重ねてきたものが、彼らにこの戦いの不自然さを感じさせていた。ここは兵器開発工場の筈なのに、その兵器の姿が見当たらない。昼間に撮影した写真には、幾つもの兵器が写っていたというのに。昼間来た時に襲おそってきた機械兵もいない。敵は全すべて地底人の通常兵力で、武器は携行武器のみ。激戦を覚かく悟ごしてきたサンレンジャー達にとっては、いささか拍子抜けの感が拭えなかった。

「………なんだったら、その理由を教えて差し上げましょうか？」

　そんな時だった。熱気を帯びた戦いの喧騒を切り裂くように、冷たく鋭するどい女性の声が響き渡る。その声が聞こえて来た瞬しゆん間かん、敵味方双方の戦いの手が止まった。

「真ま耶や様!?」

「久しぶりね、真希」

　声の主は先代のダークネイビー、真耶。真希の師し匠しようにあたる人物だった。悠然と近付いてきた真耶は、数メートルの距きよ離りを置いて、真希と向かい合うようにして立つ。

　―――真耶様は………やる気だ………。

　かつての師匠と向かい合った時、真希は背筋が凍り付いた。真耶は大きな胸を誇示するかのように腕うでを組み、挑発気味の態度で無造作に立っているように見える。だが真希の感覚ではそこに隙は感じられない。真希には真耶が、ほんの一瞬で相手の首をかき切る、獰猛な獣のように感じられていた。

　シャキ

　真希は鋭い視線で真耶の隙を窺いながら、自身の大剣を構え直す。その構えはこれまでよりも僅かに小さい。真希は大きな構えでは真耶を捉とらえられない事を、誰よりもよく知っていた。

「おお、こわい。真希、そんなに怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶよ。今日は久しぶりにあなたの顔が見たくなっただけだから。少しお相手をさせて貰もらったら帰るわ」

　真耶はかつての弟子に剣を向けられても、少しも動じた様子はない。真耶も知っているのだ。今の真希では、真耶には勝てないという事が。その顔に余裕と自信を漲みなぎらせ、真耶は白い歯を覗かせる。美しい大人の女性の笑顔。しかしそこから感じる気配は、相変わらず牙を剥き出しにして威嚇する猛獣のそれだった。

「それにそんな怖い顔をしていたら、敵に捕つかまっているって建前が崩くずれてしまうわよ。ふふふふっ」

「ま、真耶様!?」

　真希は真耶の指し摘てきに動どう揺ようする。真耶の出現があまりに唐とう突とつであった為ために、真希も自分の立場を失念していた。本来はもう少し自制したリアクションが必要だったというのに。

「安心なさい、真希。私はあなたがどっち側の人間か………なんて事には興味はないわ。これまでも、これからもね………」

「えっ………」

　だが続く真耶の言葉に、真希は更さらに大きく動揺させられた。真耶は真希の裏切りに薄々気付いていて、今日まで放置していたのだ。

「でもね、真希。今のあなたは嫌いじゃないわ」

　真耶はこの時だけ本当に楽しそうに笑っていた。師匠として、あるいは、数少ない同志として。ほんの数秒間だけの、邪気のない笑顔だった。

「自分の願いを自分の力で叶える。あなたは今、そういう生き方をしているわ。ダークネスレインボゥを離れて初めて、あなたはダークネスレインボゥの理想を体現している。皮肉な話ね」

　ダークネスレインボゥに居た頃の真希は、他者に誠実である事を求めていた。それは幼い頃に親しい者に裏切られた反動だった。だが完全な人間はいない。どんな人間にだって少なからず嘘うそはある。だから真希は常に、周囲に対する苛立ちを募らせていた。

　真耶としては、そこが気に入らなかった。苛立ちを解き放ち、心の赴おもむくままに振舞うべきだと考えていたのだ。それはつまり、魔法で他人に誠実である事を強制すれば良いという事。魔法の力で都合の良い世界に変えるのが、ダークネスレインボゥの流儀だった。

　だがダークネスレインボゥを離れた事で、真希はその苛立ちから解放された。真希が真に求めていたものは誠実さではなく、その先にある、人の愛情であったから。愛情は魔法で作っても虚しいだけ。真希の嫌う、偽りの愛情でしかない。だから魔法の力では真希の世界を変えられなかった。真希に必要だったのは嘘の有無ではなく、愚直に向き合ってくれる人間だったのだ。

　そして真希は今、手に入れたものを奪われまいと魔法の力を行使している。己が感情に忠実に従う真希の姿は―――たとえその感情が愛情であっても―――真耶の目にはより好ましく映る。真希はダークネスレインボゥから離れた事で、よりダークネスレインボゥらしく振ふる舞まえるようになったのだ。

　また、ダークネスレインボゥは横の繋がりが薄うすい。仲間も基本的に利用し合う間柄だ。だから真耶は、真希が裏切ろうと構わなかった。それで当然なのだ。むしろ真希が一人前のダークネスレインボゥになった事を喜んでさえいた。結果的に真希の裏切りを他言する事もなかった。

　真耶にとって事の善悪など大した問題ではない。個人の感情を優先し、魔法の力で世界を変える。真耶は最も純じゆん粋すいで強固な、ダークネスレインボゥの理想の体現者だった。

「ならばお分かりの筈です。真耶様、たとえあなたであっても、必要なら倒します」

　真希は剣の切っ先を真耶に向ける。緊張で僅かに手が震え、額には汗が滲む。少しでも気を抜けば、一気に倒される。手の内を知られているので、真耶は敵としては最悪に近い相手だった。

「そうね、そうあるべきよ。ただし―――」

　シャキッ

　真耶は話をしながら、義手から攻撃用のブレードを飛び出させた。

「―――真希、たとえあなたであっても、私の邪じや魔まをするなら倒すわっ！」

　そして真耶は言葉が終わるのと同時に一気に前に出る。その動きはあまりに速く、大半の者達が目で追うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「ナイトウォーカー！　リコール・プレキャスト・カテゴリーアルファ！」

　その数少ない例外が真希だった。真希は事前に待機させてあった魔法を十数個まとめて解放、身体能力の底上げを図はかった。

　ギィンッ

「真耶様っ！」

　真希の大剣が、真耶の右腕から生えているブレードの刃を受け止める。魔法で身体能力を底上げした真希は、辛かろうじて真耶のスピードについていく事が出来た。

「よく止めたっ、それでこそ我わが一番弟子！」

　だが攻撃を受け止められたにも拘かかわらず、真耶は嬉しそうだった。立派に成長した弟子の姿が嬉しかったのだ。
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「しかし詰めが甘あまいっ！」

　だがそれでも真耶は攻撃の手を緩めない。弟子であっても敵は敵。真耶は真希の成長を嬉うれしく思いながらも、容赦なく倒すつもりだった。

　体重と力で勝る真耶は、強ごう引いんに真希を押おし返すと、その優美な脚を振り回して蹴りを放つ。狙ねらいは真希の頭。真耶の身体は強固な合金フレームで支えられているので、頭を蹴られれば命に係わるような重大なダメージを負う事になる。

「エネルギーリリースッ！」

　ズドムッ

　真希の強化された五感が告げていた。普通にやっていては、真耶の蹴りをかわす事は出来ないと。そこで真希は杖つえに宿っている魔力を解放する。真希は杖を剣にする為に、沢たく山さんの魔力を集中させて刃を形作っている。真希はそれを解放する事で、ちょっとした爆発を作り出した。

「相変わらず無茶をするわね、真希っ！」

　爆発の衝しよう撃げきで真耶の蹴りは狙いを外はずしたが、爆発は真希自身をも傷付けている。生身の真希と、機械の身体を持つ真耶では、ダメージは明らかに真希の方が多かった。真希はそれでも蹴りの直撃よりはましだと考えた訳だが、真耶が言うように無茶である事には変わりなかった。

「………私の師匠は普通にやって倒せる相手ではありません」

　真希は爆発のダメージで身体をよろけさせつつも、再び杖を構えた。その瞳ひとみの力は衰えていない。真希は今も真耶に勝とうと必死だった。

「嬉しい事を言ってくれるじゃないの」

　シャキッ

　だがここで真耶は、何な故ぜか両りよう腕うでから伸びていたブレードを格納してしまった。

「真耶様？」

　戦いは真耶が優勢だったので、それは真希には奇き妙みような行動に思えた。弟子だから見み逃のがしてくれるほど甘い相手ではない事は、真希が一番よく知っていた。

「最初に言ったでしょう？　今日はあなたの顔が見たくなっただけだって」

　真耶も真希の戸惑いには気付いている。真耶にとって真希との戦いは楽しかったが、戸惑う顔を見るのも楽しい。これまでの殺気が嘘のように、真耶は微笑ほほえんでいた。

「あなたと戦うなら、もっと相応しい場所を用意するわ。こんな邪魔の入り易い場所でなく、ね」

　真耶が戦いを止めた理由は幾つかあるが、最大の理由は横槍が入る事を嫌っての事だった。奇き襲しゆうからの数手は機械の身体を持つ真耶のスピードで圧あつ倒とうできていたが、そこから先はティア達たちが黙だまっていない。現に静香が真希の真横までやって来ている。続けていれば真耶は危ない目に遭っていた事だろう。今の真希は一人ではないのだ。

「それにたった今連れん絡らくがあったの。私達の坊やが、向こうで網あみにかかったって」

「坊やって………まさか里見君がっ!?」

　真耶達の狙いは孝太郎。他の事はおまけでしかない。弟子の真希の事さえも。真耶がここにやって来たのは、孝太郎が何処どこにいるのかが分からなかったからだ。真希達が陽動である事はすぐに見当が付いたが、孝太郎が侵しん入にゆうと陽動、どちらを担当しているのかまでは分からない。孝太郎の居場所によっては執とるべき作戦が変わってくるから、真耶自身が現場に赴いて確かく認にんする必要があったのだ。

　そして陽動チームの中に孝太郎は見当たらなかった。続いて工場内部から連絡があり、孝太郎は工場内に侵入している事が分かった。そうと分かれば、真耶にはこの場所に残る意味はない。

「そう………孝太郎。愛しい愛しい私の坊や。………そしてこっちに主力が来ていないのはそれが理由。坊や達は苦戦していると思うわよ」

　また、これこそが工場で作られていた兵器がこの場所に居ない理由だった。真耶達は最初から工場内に主力を配置して罠を張っていたのだ。そしてそこには、期待した通り孝太郎の姿があった。つまりティア達の陽動に対応した地底人達もまた、主力を隠かくす為の陽動であったという事なのだ。

「それじゃあね、真希。また会いましょう？」

　真耶は友達とお喋しやべりをするかのような気安さで別れを告げると、あっさりと真希に背を向けた。

「真耶様っ!?　ま、待って下さいっ、真耶様っ!!」

　真希は真耶を追いかけたかったが、大地の民の兵士達が邪魔をして、後を追う事が出来ない。真希は兵士達の相手に忙殺されながら、離れていく真耶を見送る他はなかった。

「それにしても………坊やと遊ぶのは久しぶりね………ふふっ、その時が来るのが待ち遠しいわ」

　真耶の足取りは軽い。それはまるで、もうすぐ恋こい人びとと再会する女性のようだった。







秘密兵器　七月三日（土）







　真ま希きの前に真ま耶やが現れる少し前。孝こう太た郎ろう達たちは工場の搬出口に辿たどり着ついた。

　ここに来るまでには何度も敵兵の巡じゆん回かいをやり過ごさなければならなかったが、幸いな事に科学、魔法、霊子という三つの力に守られた孝太郎達は、上う手まく彼かれらをやり過ごす事に成功していた。

　孝太郎達はここに至るまでに工場のラインを順番に眺ながめてきた。おかげでこの場所で何が作られているのかはおおよその見当がついている。あとはそれがどう使われているのかが知りたくて、引き続き調査が続けられていた。

「………どうやらあのトレーラーで運び出しているみたいだな」

　孝太郎は搬出口の片隅に置かれている小型のクレーンの陰かげから様子を窺うかがう。搬出口は広大で、大型のトレーラーが何台も停められるスペースがある。そして今はそこに五台のトレーラーが止められており、そのコンテナに工場で作られた兵器が次々と運び込まれていた。銃じゆうや銃弾に始まり、小型の戦せん闘とう用車両、大型の砲、果ては機械仕掛けの兵士まで。それは優やさしさの欠片もない、人を殺す為だけに作られた侵しん略りやく兵器ばかりだった。

　コンテナに運び込まれていく兵器の群れを見て、孝太郎は思わず隣となりにいるキリハの手を握にぎり締しめた。

　―――これを避けたくてキリハさんは頑がん張ばってきた………これはキリハさんの侵略とはまるで別物だ………。

　目の前で進行している侵略は暴力そのもの。死を撒き散らす悪夢。キリハ達の融ゆう和わ型侵略とは根本的に異なるものだった。これに比べれば、キリハ達が選んだ道がどれだけ誇ほこり高たかいものなのか、孝太郎にはよく分かる。孝太郎が知る限り、キリハが侵略に使った兵器は、竹ぼうきとゴミ袋ぶくろが精々だった。

　この侵略は何としても止めなければならない。そして地上の人間と手を取りあおうとしているキリハ達の侵略を続けさせてやらねばならない。そんな孝太郎の強い気持ちが、自然とキリハの手を握る力を強めさせていた。

「………そのようだ」

　キリハは孝太郎の言葉にだけ答えた。だがキリハにも孝太郎の気持ちは伝わっている。だからキリハは孝太郎と同じぐらいの強さで手を握り返した。互たがいの指が絡からみ合い、二人の手は固く結び付く。しかし今はそれ以上に、二人の心は強く結び付いていた。

「ならベルトリオン、あのトレーラーを壊してしまいませんこと？」

　クランはトレーラーへの攻撃を提案する。適切なタイミングでトレーラーを壊せば、兵器が戦いに投入される事はなくなる。これは急進派の戦闘力を削ぐには、いい機会と言えるだろう。

「いや、あれは泳がせよう。何処に運ばれているのかを知りたい」

　孝太郎も基本的にはクランの考えに賛成だったのだが、敵の拠きよ点てんの場所を調べる為に、あえて放置したいと考えていた。

「でも里さと見み君、あれだけの量の武器を、過激な人達に渡わたしてしまって大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　晴はる海みは眉まゆを寄せ、心配そうな表情を作る。今コンテナに積み込まれている兵器の量は尋常ではない。放っておけば多くの人間の命を奪う事は明白だった。放置してはまずいのではないか―――当然の疑問だった。そしてこの晴海の疑問にはキリハが答えた。

「晴海、残念ながらこの工場の規模からすると、あれでもごく一部なのだ。仮にあそこにあるトレーラーの積み荷を全て破は壊かいしたとしても、大勢には影えい響きようするまい。それならばあえてトレーラーを泳がせて、急進派の拠点の位置を特定した方がいい。戦いそのものを起こさないようにできれば、今あれを破壊する以上の効果が得られる。我らはそれに賭けたいのだ」

「そういう事でしたか………」

　キリハは孝太郎が考えていた事を、より正確かつ詳しよう細さいに解説してくれる。おかげで晴海もこの複雑な事情を理解していた。キリハの心情としては兵器の拡散は容認しがたいものがあるが、それをしなければより大きな悲劇が始まってしまう。ここは我が慢まんしてその行方を調べる方が良い筈はずだった。

「クラン、発信器みたいなものはあるか？」

「ありますわよ。ちょっとお待ちになって下さいまし」

　クランは自分のバッグに手を突っ込み、その中身をごそごそと漁り始める。そんなクランの様子に、晴海はとても楽しそうに微笑んだ。

「ふふふ、クランさんは何でも持ってらっしゃるんですね？」

「後ろ暗い事は任せて安心のクランです」

「覚えてらっしゃい、ベルトリオン。後で酷ひどいですわよ………っと、あったあった、これですわ」

　クランはバッグの中から小さなカプセル状の装置を五つ取り出した。そしてそれを孝太郎の手に載せる。クランの実家、シュワイガ家が好んで使う発信器だった。

「これは取り付けると自動的に作動して、電波を発信しますの」

「しかし今すぐ電波が出たら気付かれないか？」

「その辺はぬかりありませんわ。電波を出さないように、一定時間待機させる事が出来ますの。それと、特定の電波を受信できなくなったら作動するモードもありますの」

　クランは自身の腕輪を操作して、発信器の設定を変更していく。

　発信器はまず、電波を出さずに一時間待機。その間は上空に配置した偵てい察さつ機が光学カメラでトレーラーを追つい跡せきする。そして一時間が経過するか、偵察機が追えなくなった時点で電波発信に切り替える。こうすれば敵に気付かれるリスクは小さくなる筈だった。

「よろしくてよ。あとはこれを取り付けてくるだけで良いですわ」

「ありがとう、クラン。助かるよ」

　孝太郎は右手で発信器を握り締めると、空いている左手でクランの肩かたを二、三度叩く。皇女に対する感謝の表し方としてはいささか乱暴だが、むしろ乱暴な時ほど孝太郎は本音に近い事をしているのは誰だれもが知るところ。だからクランは顔をしかめながらも、内心では喜んでいた。

「んもぉ、乱暴なんですからぁ………」

「それじゃあちょっと行ってくる。みんなはここで待っててくれ」

「里見君、ちょっと待って下さい。姿が見えにくくなる魔法をかけます」

「お願いします」

　そして孝太郎は晴海からカモフラージュの魔法をかけて貰うと、発信器を取り付けるべく慎しん重ちようにトレーラーへ近付いていった。










　搬出口は広大で、しかも身を隠すものが多い。また、作業にあたっている兵士達は忙しそうで、あまり周囲に気を配ってはいない。巡回している数人の警備兵だけが問題だったが、これは孝太郎が慎重に行動した事と晴海の魔法のおかげで、無事にやり過ごす事が出来た。おかげで出発から何分もしないうちに、孝太郎は五つ目の発信器を取り付ける事に成功していた。

「五つ目が終わったようですわ」

　クランが覗のぞいている双そう眼がん鏡きようの向こう側に孝太郎の姿がある。五台目のトレーラーの下から這い出して来た孝太郎は、クランに向かって手で合図を送ってきていた。その様子からすると、特に問題なく設置が終わった事が窺われた。

「クラノさん、里見君が帰って来るみたいですよ」

「そうか、ありがとう晴海」

　晴海がクランの言葉をキリハに伝えると、キリハは手元に落としていた視線を上げて安あん堵どの表情を作った。キリハが下を向いていたのは、ずっと孝太郎の無事を祈っていたからなのだ。すると晴海は反対に、小さく微笑みながら、キリハの手元に視線を落とした。

「そのカード、たまにご覧になってらっしゃいますけど………大事な物なんですか？」

　キリハの手には少し色がくすんだ、銀色のカードが握られている。カードの絵柄は、カブトムシを模したヒーローが、ポーズを取っているもの。六畳間の少女達の中では最も女性らしさを感じさせるキリハの持ち物としては、いささか奇妙な物だった。だから晴海は、何か特別な意味があるものだろうと思っていた。

「これは………初恋の人がくれたものなのだ。初めて出会った十年前―――いや、もう十一年ほど前になるだろうか」

　キリハは懐かしそうに目を細めると、こちらに戻もどってくる孝太郎に目を向けた。その眼まな差ざしには深く静かな愛情が込められている。それはカードに向けられていた眼差しと同じもの。だから晴海にはすぐに事情が伝わった。

　―――里見君は過去の世界から帰って来る時に、幼い頃ころのキリハさんに会ったって言っていたけれど………これはその時のものなのね………そしてその時からずっと、キリハさんは里見君の事を想おもってきた。キリハさんも、本当に里見君が好きなのね………。

　晴海が孝太郎に出会ったのは一年と数すうヶか月げつ前の事だが、晴海はアライアの記き憶おくを持っているので、不思議と二千年間想っていたような感覚がある。だから晴海にはキリハの気持ちが痛いほどよく分かった。心の奥底から湧き上がってくる、激しくも優しい想い。どんな形でも構わないから、孝太郎の傍に居たい。必要とされたい。それは恐おそらく、他ほかの六畳間の少女達にも共通する想いだった。

「じゃあ、とても大事な想い出での品なんですね」

「そうだ。これを心の支えに頑張ってきたようなところがある」

「ベルトリオンは、キィにばかり優しいんですのよ。遊びに連れて行ったり、プレゼントをしたり。わたくしなんて終始便利屋扱あつかいでしたわ」

「………俺おれがどうしたって？」

　そこへ孝太郎が戻ってくる。孝太郎は少女達の話題を知らないので、晴海とキリハが微笑み、クランだけが拗ねているのが不思議だった。

「何でもありませんわっ！」

「里見君がクランさんに頼たよってばかりだって、そういう話をしていたんです」

「俺が苦手な事はクランが得意だからな。助かってるよ」

「ふ、ふんっ」

「でもクランは家事が苦手でな………って、そうだ、それがあった。そろそろまた研究室の掃除に行くからな。お前、どうせまた散らかしてるんだろう？」

「お掃除………ふふふっ、なんだクランさんもちゃんと優しくして貰っているじゃありませんか」

「何の事ですか？」

「実はさっき―――」

「だっ、駄だ目め駄だ目めぇっ!!　駄目ですわハルミッ!!」

　クランは大慌てで首を横に振りながら、晴海の言葉を遮る。そしてその勢いのまま話題の転てん換かんを図った。

「ベルトリオンッ、そろそろ次へ参りますわよっ！」

「ん？　ああ、そうだな、そうしよう」

　晴海の言葉は気になったものの、のんびりとおしゃべりをしていられない状じよう況きようなのは事実。孝太郎は素す直なおにクランの言葉に従った。

「それで次はどうする？」

「えと、そ、それは………」

　孝太郎に話の先を求められたものの、クランは言葉に詰つまってしまう。誤魔化そうとして口にした言葉だったので、実際にどこへ向かうかは考えていなかったのだ。そんなクランの窮地を救ったのはキリハだった。

「孝太郎、次はこの工場の制せい御ぎよ室へ向かおうと思う」

「制御室？　どうしてだ？」

「制御室のコンピューターを調べれば、どんな兵器をどれだけ作り、何処へ送ったのかが分かる。敵の兵力の全体像を知っておきたいのだ」

　これはクランを助ける為だけに口にした訳ではなかった。元々キリハは制御室へ向かうつもりでいた。生産ラインを見て作られている兵器の種類は分かった。あとはそれが何処にどれだけあるのかを知っておきたかったのだ。

「分かった。それでクラン、その制御室ってのはどこにあるんだ？」

「効率的に配置されているなら、制御室は各ラインに対してアクセスし易やすい位置に作られる筈ですの。だから多くの場合、制御室は工場の中央にありますわ」

　この頃になると、クランは普ふ段だんの調子を取とり戻していた。クランは話をしながら工場の中央方向を指さす。壁かべに阻まれて見えないものの、クランの勘かんではその方向に制御室がある筈だった。










　クランが指摘した通り、制御室は工場の中央付近にあった。おかげで孝太郎達は殆ほとんど迷う事なく制御室まで辿り着く事ができた。

「全部クランの言う通りだったな。大したもんだ」

「凄すごいですね、クランさん」

「褒ほめても何も出ませんわよ」

　孝太郎と晴海に褒められて、クランは顔を軽く赤らめる。だがこの時、キリハ一人だけが厳しい表情を崩さなかった。それに気付いた孝太郎は、キリハに事情を尋たずねた。

「どうしたんだ、キリハさん。難しい顔をして」

「それが………少し妙みような気がしてな」

「妙？　どのあたりがだ？」

「この工場の設計は非常に合理的だ。おかげで迷う事なくここまで来る事が出来た。だがこの工場は合理的過ぎる。地底にある我らの工場でも、ここまで合理化された設計ではなかった」

　キリハが気にしていたのは、この工場が大地の民たみの工場の雰ふん囲い気きとは大きくかけ離れている事だった。

　大地の民は地上の人間よりも高い科学技術を持っているものの、人口が多い訳ではなかったから、あまり大量生産を必要としなかった。おかげで科学技術ではなく、効率的に物を作る生産技術に関しては、むしろ地上よりも劣おとっていた。狭せまい地下世界そのものが、無駄のない工場を作る為のノウハウが蓄積され難がたい環境だったのだ。

　にも拘らず、この工場は極きわめて合理的に作られている。キリハが見た事のある大地の民の工場とは、まるで次元が違ちがう設計だった。

「魔ま法ほう使つかいの過激派が協力している事ですし、生産技術を持っている人間を引き込んだのかもしれませんわね」

　クランは単純に、技術を持つ地上の人間を引き込んだのだろうと考えた。悪の魔法使い達を経けい由ゆすれば、そう難しい事ではなかったから。

「だといいのだが………」

　だがキリハにはクランの考えがしっくりこない。大地の民を至上とする者達が集まっている急進派が、必要とはいえ地上の人間を使っているとは考えにくい。別の世界からやってくる魔法使いを受け入れるのとは、根本的に事情が異なっているのだ。もっと言えば、敵兵が使っている武器の合理的な設計もそうかもしれない。だからキリハは一抹の不安が拭えないでいた。

「キリハさん、ここで気にしていても始まらないさ。その理由を知る為にも、制御室を調べよう」

「………確かにそうだな。中へ入ってみよう」

　疑問を一時棚上げし、孝太郎達はまず制御室へ入る事に決めた。だが制御室の扉は電子ロックが施されている。ここは再びクランの出番だった。

「少々お待ちになって下さいまし」

　クランは電子ロックのカバーを開け、ケーブルを使って自分の腕輪と接続していく。それが済むと、腕輪で電子ロックを解かい析せきするプログラムを実行する。電子ロックの解除に必要なコードは全部で十六桁。腕輪はその一桁目から順番に明らかにしていった。

「………よし、終わりましたわ」

　程ほどなく電子ロックの解除コードは明らかとなり、クランの手によって操作パネルから順番に打ち込まれていく。すると目の前のドアが横にスライドし、滑るように開いていく。音は殆どなく、ドアの作りからも精確さが窺われた。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

「はいっ！」

　ドアが開いた途と端たん、孝太郎と晴海が制御室に飛び込む。制御室の中に敵がいる場合、すぐに無力化する必要があった。その場合、魔法が使える晴海の出番となる。そして孝太郎の役目はその護衛だった。

「あれっ？」

「誰も………居ないみたいですね」

　しかし孝太郎達の予想に反して、制御室は無人だった。そこにあったのは工場全体の様子を映している大きなモニター、そして大小様々なコンピューター。それを操作している筈の人間は一人もいなかった。

「妙だな。陽動の対応に、この場所の人間まで振り分けられるとは考えにくいが」

　続いて入ってきたキリハが首を傾かしげる。彼かの女じよは先さき程ほどから嫌いやな予感が拭えないでいた。

「どんな事情であれ、ここを調べて帰らない手はありませんわ」

　立ち止まっていたキリハをクランが後ろから押す。するとキリハは抵てい抗こうせずに制御室の中央付近まで連れて行かれた。キリハは奇妙に思いつつも、調査自体は賛成だった。

「クラン、汝なんじはそこの管理用のコンピューターを頼たのむ。我はここにあるメインコンピューターを調べる」

「分かりましたわ、キィ。手早く済ませましょう」

　キリハとクラン、コンピューターに強い二人が早さつ速そく情報の収集を開始する。コンピューター内にあるデータのコピーを取るのと同時に、めぼしいデータを閲覧する。この状況においては、機械に疎い孝太郎と晴海は傍ぼう観かん者しやだった。

「………里見君、私達二人だけじゃなくて本当に良かったですね」

「キリハさんやクランが居てくれなけりゃ、どうなっていたか………」

　孝太郎と晴海が手も足も出ない中、キリハとクランは淡々とコンピューター内の調査を進めていく。そして調査の開始からしばらく時間が経たった頃、二人はそれぞれの担当するコンピューターの中から、気になるデータを見付け出だした。

「孝太郎っ、まずい状況だっ！」

　最初に声を上げたのは、メインコンピューターを弄っていたキリハだった。

「どうした!?」

　キリハの切せつ迫ぱくした声に、孝太郎は慌あわてて彼女に駆け寄る。するとキリハの顔は声と同じかそれ以上に、強い不安と緊きん張ちように彩られていた。

「これを見てくれっ！　大型兵器の設計図のようなのだっ！」

「なんなんだ、これはっ!?」

　キリハが調べているコンピューターの画面には、全長数十メートルに及ぶ、巨きよ大だいな構造物が表示されていた。彼女の言葉通りならそれは兵器という事だったが、あまりの大きさにビルか何かのように見えていた。

「詳くわしい事はきちんと調べてみなければ分からないが、これはどうやら非常に広い範はん囲いに対して大規模な地震を引き起こす兵器であるらしい！」

「こいつを使って、地上に対して無差別攻こう撃げきをしようっていうのかっ！」

　巨大な兵器故に、その設計図のデータ量は大きい。それが目に留とまったキリハは何気なくデータを開いたのだが、そこに書かれていた内容を見て驚愕した。

　この兵器は地球全体を巡っている霊れい力りよく―――地脈と呼ばれるもの―――の要となる場所を刺し激げきして、霊力の流れを乱してしまう。するとその乱れが地殻に伝播し、大規模な地震を引き起こすのだ。設計図の仕様書に書かれた通りなら、その規模は震度七を上回る。このまま放置すれば、日本は前代未聞の天変地異に見舞われる事になるだろう。都市機能は麻痺し、海岸線一帯は大津波に押し流される。国家の緊きん急きゆう事態だった。

「キリハさんっ、こんなものを使えば地上は取り返しのつかない事になるぞ！」

「地上だけではない！　この規模の地震では、我らの故郷もただでは済まない！　いやっ、まさか、それも狙いなのかっ!?」

　キリハは愕然となる。地面の下に住んでいる以上、キリハ達大地の民は大規模な地震の影響を受けやすい。地震兵器を設計する上で、急進派がそのリスクに気付いていない筈はない。

　急進派の狙いは明らかだった。その狙いは大きく二つ。

　まずは地上を攻撃だと分からない方法で破壊する事。地上の人間は地震を人為的に起こせる事を知らない。だから攻撃を受けてもただの天変地異だとしか思わないだろう。そうやって地上を破壊した上で、進軍して土地を占拠する。大地震と津波の直後というタイミングでは、この侵略を防ぐ手立てはなかった。

　そしてもう一つの狙いは、大地の民の故郷を破壊してしまう事だった。住む場所を奪う事で、一気に地上へ進出せざるを得ない状況を強引に作り出そうというのだ。もし大地の民が地震を引き起こしたと知れば、地上の人間は穏おん健けん派はと急進派の区別をする事なく、大地の民全体を滅ぼそうとするだろう。だから情報公開を盾に脅迫されれば、地底の住すみ処かを失った穏健派は、身を守る為に急進派に協力せざるを得なくなる。

「急進派の人達はどうしてそんな事が出来るんですかっ!?　地下の世界は、生まれ育った故郷じゃありませんかっ!!」

　話を聞いていた晴海が、悲鳴じみた声を上げる。彼女には到底信じられなかった。それは晴海自身が、生まれ育った吉きつ祥しよう春風市を破壊するようなもの。まともな人間のやる事には思えなかった。

「地下世界は我ら穏健派にとっては故郷だが、急進派の連中にとっては屈辱的な監かん獄ごくなのだ！　真の故郷である地上を取り戻す為なら、監獄を破壊する事など躊躇すまい！」

　穏健派の人々は、地下の世界を自分達の故郷として受け入れていた。長く地下で暮らした事で、そこが自分達の祖国であるという想いと歴史が積み重ねられたのだ。しかしどうしても衰すい退たいが避さけられなかったから、彼らは地上への移住を決意した。

　しかし急進派の人々は違う。彼らは地下の世界が自分達の故郷だとは思っていない。本当の故郷を奪うばわれ、地下に追いやられた。その不幸な歴史が忘れられず、ただそれだけを見て憎ぞう悪おを募らせ、目の前にある日々を拒絶した。だから彼らは躊躇なく地下の世界を破壊するだろう。彼らにとって、地下の世界は間ま違ちがった歴史そのものなのだから。

「そんなっ!?　それじゃああんまりですっ!!」

「落ち着いて、桜庭先輩っ！　俺おれ達たちが阻そ止しすればいい！」

「は、はいっ」

　一いつ瞬しゆん取り乱しかけた晴海だったが、孝太郎の力強い言葉で辛うじて踏ふみとどまる。

　―――やっぱり何年経っても、里見君は強いな………。昔と同じように、きっとみんなを守ってくれる………。私も泣いていないで、何が出来るかを考えなくちゃ………。

　晴海は目め尻じりににじんだ涙なみだを拭ぬぐうと、気持ちを切り替える。そして自分に出来る事を探して、頭を働かせ始めた。

「キリハさん、その兵器はここにあるのかっ!?」

　孝太郎の考えは明白だった。危険なものがあるなら破壊する。それも可能な限り早く。この場所にあるなら、今すぐにでも破壊したいところだった。

「この工場では、兵器のコアになる部品を作っていただけらしい。兵器そのものは別の場所で作っているようだ」

「ここで全体を作ってる訳じゃないのか!?　じゃあ一体どこで作ってるんだ!?」

「こっちのコンピューターに記録がありますわ！」

　そして問題の地震兵器のありかは、クランが調べている方のコンピューターに記録されていた。クランのコンピューターは管理用のものなので、何をどれだけ作り、何処へ運び出したのかが記録されていた。

「機密らしくて、正確な場所や地名は伏せられておりますけれど、吉祥春風市の沖にある島のどれかのようですわ。島という単語が頻繁に出て来ていますの」

「それでコアだけをこの工場で作っていたのか！」

「どういう事なんだ、キリハさん？」

「地震を起こす兵器ならば、内陸部に作るよりもプレート境界面に近い場所に設置する方が都合がいい。人目を避けるなら沖合の無人島がベストだろう。だが、無人島で困るのが水の確保だ。高度な工業製品を作るには、基本的に大量の綺き麗れいな水が要いる。無人島の場合は、海水を徹底してろ過して塩分と不純物を取り除くか、深い地層から地下水を掘り出すしか方法がない。どちらも時間がかかって面めん倒どうだから、コアだけはこの工場で作る必要があったのだ」

　大規模な地震を引き起こす兵器のコア―――心臓部なので、作り出すには高度な製造技術が必要になる。多くの工業製品に共通して言えるのは、精密な電子機器の製造には粒子レベルのゴミが大敵であるという事だ。粒子レベルのゴミは多くの場合、空気や水からやってくる。だからこそ多くの精密機械メーカーの工場が、水源に近い空気の綺麗な土地に集まっているのだ。

「クラン、どの島か分からないのか？」

「ざっと見ただけですけれど、その辺は徹底して伏せられていて………」

「仕方ない、こうなったら総当たりだ。クラン、沖合にある島を全部ピックアップしてくれ」

　吉祥春風市の沖合には、幾いくつか島が浮うかんでいる。孝太郎はその全すべてを調査する必要があると考えていた。その場合、今から動き出した方が良い。地震兵器がすぐに見付かる保証など、どこにもないのだから。

「待って、里見君！」

　孝太郎が島の調査に動き出そうとした、まさにその時。晴海がそれを制した。

「どうしました、桜庭先輩？」

「さっきのトレーラー、あれのうちのどれかが、その島へ行かないかしら？」

「あっ………」

　この部屋に来る前に発信器を仕掛けた、五台のトレーラー。そのうちの一部が、問題の島へ向かう可能性は大いにありうる。地震兵器を守る為の兵器は必要なのだ。

「流石さすが桜庭先輩っ！　クランッ！」

「このコンピューターに記録がありますわっ！　あのうちの一台が、問題の島へ向かうようですわ！」

「その一台を絶対に見失うなよ！　見失ったらお仕置きだっ！」

「愚問ですわ！　このわたくしを誰だとおもってらっしゃるの!?」

「頼む、皇女殿でん下か。俺達の将来がかかってる」

「お願い、クランお姉ちゃん」

「………お任せなさい。ベルトリオンがわたくしを皇女と呼び、キィがお姉ちゃんと呼ぶのなら、このわたくしが絶対に勝たせて差し上げますわ」

　クランは眼鏡の向こう側で瞳ひとみを強く輝かがやかせながらしっかりと頷うなずくと、忙しく腕輪を操作して、上空に待機している『揺り籠』に命令を与あたえていく。キリハと大地の民、そして孝太郎達の運命は、トレーラーを追尾している筈の無人偵察機が握っていた。
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　ひとしきり情報収集が済むと、孝太郎達はすぐに制御室の出口へ向かった。手に入れた情報を元に、やらねばならない事が山積していた。

「キィ、外の『揺り籠』を経由して、ティアミリスさん達たちに撤収の合図を送っておきましたわ」

「ありがとう。ティア殿達と合流したら、すぐに島へ向かおう。一刻の猶ゆう予よもない」

「桜庭先輩、身体は大丈夫ですか？」

「はい。まだぴんぴんしています」

「そうですか………よし、行こう」

　出口の前に四人揃うのを待ち、孝太郎はドアを開ける。すると入って来た時と同様に、ドアは滑るように開いていく。だが、その向こうに広がっていた光景は、入って来た時とは違っていた。

　ドアを抜ぬけた先は大きな通路になっている。幅は十数メートルあり、まるで複数車線の道路のようだった。そしてそこに、孝太郎とキリハには見覚えがある男の姿があった。

「久しぶりだな、クラノの娘むすめ。それに小僧」

「タユマ！　やはりここに居たか！」

　キリハは男―――シジマ＝タユマの顔を見るなり、厳しい目で睨み付けた。だがタユマの方は、どこか小馬鹿にしたような、感じの悪い笑え顔がおでその視線を受け流した。

「やはりはこちらの台詞せりふだ。やはり罠にかかったな、クラノの娘」

「なんだと!?」

　罠という言葉を聞いて、孝太郎が表情を変える。するとタユマはさも楽しそうに、孝太郎を嘲った。

「頭の悪さは相変わらずだな、小僧。何の理由もなく、制御室を空にすると思うか？」

「………ここで網あみを張ってやがったのか」

　孝太郎にも事情が呑のみ込こめてくる。ティア達陽動チームが現れた時点から、タユマ達は別働隊の侵しん入にゆうを想定していたのだ。そして別働隊が存在しているなら、機密だらけの制御室には必ずやって来る筈。そこを一網打尽にする。制御室は袋小路。誘い込んで退路を断てば袋の鼠だった。

「工場内のセキュリティが甘かったのも同じ理由だな？」

「ふふん、クラノの娘は理解が早いようだな。その通りだ。お前達がどこから現れるか分からないのに、わざわざ兵を割く意味はない。必ずやってくる場所にだけ配置しておけばいい。こんな風にな」

　ザッ

　通路の向こう、暗がりの中から急進派の兵力が現れる。昼間戦った事がある機械の兵士が十二体。その向こうには車輪で移動しながら、自動的に目標を攻撃する大型マシンガンが四台。どちらもこの工場で生産された兵器の一部だった。

「狙ねらいは最初からキリハさんか」

「そうだ。危機感を上手く刺激してやれば、情報を得る為にクラノの娘が出て来ざるを得ない―――マグズ様の計画通りだ」

「マグズ………？　なるほど、そいつが黒幕か………」

　孝太郎は軽く奥おく歯ばを噛かみ締しめる。孝太郎も急進派がタユマだけではない事は分かっていたから、別段驚おどろく事はなかった。だがここまでの策を巡らせる相手が、簡単に倒たおせるとは思えない。孝太郎は今後の戦いの厳しさを想像せざるを得なかった。

「黒幕？　とんでもない。マグズ様は我ら大地の民の未来を切り拓く偉大な指導者だ」

　タユマは誇らしげに笑った。タユマのマグズへの忠誠は篤い。その瞳は半ば狂気を孕んで、ギラギラと輝いていた。

「それにしては去年のお前は失敗だったが」

「あれの結末はどれでも良かったのだ。実際、俺に注目を集めた裏うらで、こうして戦いの準備が進められていた訳だからな」

　昨年のタユマの攻撃も、実は裏でマグズが糸を引いていた。

　あの時のタユマの目的は、キリハかタユマ自身が地上の人間に殺された事にして、大地の民の世論を戦争へ誘ゆう導どうする事だった。だがそれに失敗したところで、急進派が大人しくなる理由を作れるのだ。

　大規模戦争の準備に力を注ぐと、表面上急進派は大人しくなる。通常の政治活動に割く人員が減るからだ。だから何の理由もなく急進派が大人しくなれば、疑問を持つ者が現れた筈だった。しかしタユマが破れたおかげで、急進派が大人しくしている事に疑問を持つ者は現れなかった。貴重な数ヶ月を稼かせぐ事が出来たのだ。

　タユマが成功すれば大地の民の世論が動き、失敗しても大地の民を戦争に追い込む為の時間が稼げる。それが分かっていたから、マグズはタユマのわがままを聞き入れ、地上へと送り出したのだった。

「マグズ様は俺のような小物の意思も汲んで下さる度量の広いお方。お前達たちでは決して敵わぬ！」

　タユマは大笑する。孝太郎達は既すでに策の中。勝利を確信した笑顔だった。

「汝らの思い通りにはさせんぞ、タユマ！　ここで汝を捕とらえ、すぐにマグズも捕えてみせよう！」

　キリハは言葉と同じぐらい鋭するどい視線をタユマに向ける。

　―――この顔は嫌だな………だったら！

　孝太郎は日頃の優やさしいキリハが好きだった。ゆりかに魔法少女でいて欲ほしくないと思うように、キリハにも戦いの指揮官でいて欲しくはなかった。日頃の優しいキリハで、そして時には無む邪じや気きなキィで、いて欲しかった。

　敵がいる限りキリハがこの顔をしているなら、その敵を可能な限り早く破らねばならない。孝太郎は改めてその決意を固め、拳こぶしを固く握にぎり締しめた。

「フハハハッ、残念だがその要望には添えない。今日はこの辺で失礼しよう」

「タユマ!?」

　しかしここでタユマは孝太郎達に背を向けた。タユマには最初から自分が戦うつもりはなかったのだ。そして兵器の群れが動き出し、タユマの背中を守る。

「待てっ、タユマ！」

「クラノの娘、俺と戦いたくば、そいつらに勝つ事だ。まあ、俺やマグズ様としては、お前達がここで死のうが生き延びようが、どちらでも構わんのだがな」

　タユマはキリハの呼び掛けにも応えず、通路を悠々と去っていく。孝太郎達は駆け寄ってタユマを捕つかまえたかったが、それには目の前の十六機の兵器が邪じや魔まだった。これを破壊しない事には、何も始まらなかった。

「………済まない、孝太郎。それにクランや晴海も。思っていた以上に敵は厄やつ介かいだ」

　タユマは悠々と歩き続け、通路の角を曲がって姿を消した。それを見送るしかないキリハは、酷く悔くやしそうに唇を噛む。彼女は自身の見込みの甘さを痛感していた。

「気にするなよ、そんな事」

　孝太郎はキリハに笑い掛ける。視線を合わせたキリハは、孝太郎の瞳がいつもとは違っている事に気付く。戦いを決意した時の、強い瞳だった。

「全部終わった後に、笑顔でキスの一つもしてくれれば俺は満足だ」

「………孝太郎………」

　その一言でキリハの肩から力が抜ける。

　―――そうだ………おにいちゃんは、昔からこういう人だった………。

　失策続きで追おい詰められた気持ちに余よ裕ゆうが生まれ、胸の奥から勇気が湧いてくる。キリハは胸にしまったままのカードに服の上から手を当てると、カードに込められた想いそのままに微笑ほほえんだ。

「ふふ………言ったな？　では早々に解決して、キスの雨を降らせる事にしよう」

「期待しとく。………『青騎き士し』、俺の剣けんを寄越せ」

『仰おおせのままに、マイロード』

　そしてキリハは思う。たとえどれだけ強かろうと、孝太郎に武器は似合わない。その為にも、早々に決着を付けなければならない、と。










　敵が襲い掛かってきたのは、孝太郎がシグナルティンを構えるのとほぼ同時だった。おかげでほんの僅わずかに敵の攻撃の方が早かった。

　キュイィィィィィィン

　甲高いモーターの音。その直後、四台の自動マシンガンが一斉に火を噴ふいた。目標はそれぞれ一人ずつ。孝太郎達全員に銃じゆう弾だんの雨が降ふり注いだ。

「空間歪曲場広域展開っ！」

「カラマッ、コラマッ、霊子力フィールド出力全開！」

　だが銃弾が命中する直前、その前に二つのバリアーが立ち塞がった。クランの使っている個人用のバリアーと、カラマとコラマが張った霊子力のバリアーだった。この二重のバリアーは強固だったが、広めに展開した事と、敵の銃が大口径だったおかげで、銃弾の勢いを完全には殺し切れなかった。

『来たれ、風の精せい霊れい！　舞いて巻いて渦となりて、世界を渡る大いなる力を示せ！　吹き払え！　烈風の矢盾ぇっ！』

　しかし僅かに遅おくれて完成した三番目のバリアーが、勢いの衰えた銃弾を完全に受け止める。三番目は晴海が生み出した、古代語魔法のバリアーだった。

「みんなっ、まずはマシンガンを狙えっ！　あれを自由にさせるとまずいっ！」

　孝太郎は後ろの三人に指示を出しながら、両手で構えたシグナルティンで機械仕掛けの兵士に斬りかかる。出来るだけ多くの機械兵を足止めするのが孝太郎の役目だった。

　―――一対一なら負ける相手じゃないんだが………。

　しかし十二体の機械兵は厄介だった。真耶の身体と同じ技術で作られているので、真耶ほどではないにしろ動きが速い。また機械特有の正確な連れん係けいで襲おそってくる。連係の度合いは先日エゥレクシスが使っていたモーターナイト程ではなかったが、この速度での連係は厄介だった。そして何より数が多い。霊力で動く機械なので動きは読めるものの、十二体を同時に相手取るのは困難だった。おかげで四体が孝太郎の脇をすり抜け、後方の少女達に襲い掛かっていった。

「キィッ、これをお使いなさいっ！」

「感謝するっ！」

　向かってくる四体に対抗したのが、クランとキリハだった。二人はクランが呼び出した武器を構え、四体の機械兵と対峙する。

「ハァッ！」

　キリハの武器は刀身が高熱を発している薙刀だった。武術の心得もあるキリハはその薙刀を器用に振り回し、機械兵の大きな爪つめを受け止めた。

「その調子ですわっ、キィッ!!」

　キュキュゥンッ

　クランは両手で構えたビーム砲を連射し、キリハと接せつ触しよくした機械兵を攻撃する。クランは白兵戦が苦手なので、自然とキリハが薙刀で防御、クランがビーム砲で攻撃という分担が出来上がっていた。

　そうして二人が第二の防衛ラインを形成した上で、最さい後こう尾びに控えた晴海が魔法でマシンガンを狙う。バリアーで大型のマシンガンの射しや撃げきを防ぎながらでは、接近してきた機械兵の攻撃が防げない。ここは早めにマシンガンを排はい除じよして、バリアーを個々の守りに振り分けたい局面だった。

『集つどえ、水の精霊！　舞まえ、風の精霊！　二柱の力を糧かてとして、出いでよ雷いかずちの精霊！　黒雲より出でし竜りゆうが如く、その顎あぎとを開け！』

　晴海は髪かみを銀色に輝かせ、まるで歌うように魔法の呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。その詠唱が高まるにつれて、晴海の周囲に強きよう烈れつな電撃が生まれ、稲妻のように眩く輝いた。

『打ち砕けぇっ！　天雷の咆哮ぉっ!!』

　詠唱が済むと、晴海は閉じていた両目を開き正面のマシンガンを見据える。すると彼女の周囲に浮かんでいた電撃が四つに分裂して四台のマシンガンに襲い掛かった。

　ドコォォォォンンッ

　間近で感じる落雷は、まるで巨大なハンマーが何かを叩たたいたかのようだった。そしてその轟音が通路の壁に幾重にも反響する。雷撃の魔法は複数の精霊を同時に扱う必要がある為に、古代語魔法の中では上位に位置する。その威い力りよくは絶大で、直撃すればただでは済まない筈はずだった。

「効いてないっ!?　どうしてっ!?」

　しかしマシンガンは健在だった。全く無傷という訳ではなかったが、今も四台揃そろって射撃を続けている。エゥレクシスのモーターナイトは同じ魔法で爆散したので、晴海には訳が分からなかった。

『晴海ちゃんっ、バリアーだホ！』

『向こうにも霊子力フィールドがあるんだホ！　属性攻撃ではだめだホ！』

　敵と同じ霊子力で動くカラマとコラマには、何が起こったのかが分かっていた。電撃が直撃する直前、マシンガンはそれぞれに霊力のバリアーを展開して身を守った。機械兵と比べて動きが遅おそい分を、それで補っていたのだ。

「どうしたらいいの、カラマちゃん、コラマちゃん!?」

『地水火風と、その上位精霊は駄目だホ！　霊子力フィールドの得意分野だホ！』

『精霊の力に変換しては駄目だホ！　純じゆん粋すいな力か、魔ま力りよくそのもので攻撃するホ！』

「ありがとうっ、やってみるわ！」

　古代語魔法が操あやつる精霊は、自然界に宿る霊の事だ。だから魔力を精霊の力に変換して攻撃すると、霊子力のバリアーでは防ぎ易くなる。相あい性しようの悪い相手だった。

「まさか桜庭先輩の魔法に耐えるなんて」

　予想外の展開に、孝太郎は少し焦っていた。晴海の魔法の威力は孝太郎が一番よく知っている。得意分野とはいえ、敵にはそれに耐えるだけの力がある。油断ならない危険な相手だった。

「泣き事を言っても始まらない！　晴海ならきっとやってくれる！」

「そうだな。桜庭先輩を信じよう！」

　孝太郎はキリハの言葉を聞いて驚きを頭の片隅に押おしやると、自分の敵との戦いに意識を集中する。ある程度ダメージを与えていたものの、孝太郎の前にいる機械兵はまだ八体とも健在。動きの速い機械兵から気を逸らせば、手痛い反はん撃げきを受ける。ここは集中すべき時だった。

「キィ、わたくし達も踏ん張りどころですわっ！」

「問題ない。防ぐだけなら何とかしてみせる！」

　クランとキリハも引き続き敵を防ぎ続ける。今は攻撃を担当する晴海に敵を近付けない事が第一だった。

「今度こそ………やらなくちゃ………」

　晴海は胸の前で両手を組み合わせた。仲間達の苦戦は続いており、自分の判断と行動の結果が運命を大きく左右する。晴海は緊張していた。

　―――精霊の力で攻撃しちゃいけない………だったら！

　晴海は勇気を奮い起こし、再び呪文の詠唱を開始した。

『万物を守護する偉大なる力よ、始まりに輝きし希望の灯よ！　我わが前に集い、束ね、敵を切り裂く剣と成れ！』

　晴海の髪は完全に銀色に変わり、身体全体が純白の光に包まれる。やがてその光は彼女が頭上に差し伸べた右手の先に集中し始めた。集中させた事で輝きは強まり、光は彼女の手から漏もれ出して頭上に向かって伸びていった。頭上に伸びる光は、長く太くなり、更さらに輝きを強めていく。それは晴海が魔力で生み出した、長大な光の剣だった。
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『薙ぎ払え！　白銀の皇剣っ！』

　詠唱を終えた晴海は、右手を振り下ろした。頭上に伸びた光は、その動きに合わせて振り下ろされる。光はその先端が天井を突き抜けていた為に、天井を一文字に切り裂きながら振り下ろされた。

「なんだっ!?」

　孝太郎は自分の横を通り過ぎていく純白の光に目を奪われる。孝太郎が一瞬戦いを忘れる程に、それは鮮烈な光だった。

　振り下ろされた光の剣は、何の音もなく右端のマシンガンを両断した。そして晴海が軽く右の手首を返すと、光の剣は横にスライドして他ほかの三台を切断する。光の剣はそこで消えたが、勢い余って二体の機械兵まで切断してくれていた。

「………ふぅ………上う手まくいってくれた………」

　光が消えた後、晴海は自分の右手を見つめながら小さく溜ため息いきをつく。実は晴海は、この一いち撃げきが成功するかどうか自信がなかったのだ。

　晴海が使った魔ま法ほうは、シグナルティンの魔力を集め、直接放出するというものだった。普ふ通つうの攻こう撃げき魔法で使う以上の大量の魔力を、収束させただけで放出するという荒っぽい技なので、晴海には上手くコントロールできるかどうかが分からなかった。

　だが幸いな事にこの魔法は上手くいった。シグナルティンの魔力なので、剣として使う事に向いていただろうし、きっとアライアの想おもいも手を貸してくれたに違いない―――晴海は大きく安あん堵どしながら、そんな風に感じていた。

「………桜庭先輩は、段々本物のアライア陛下じみてきたな………」

　孝太郎は驚きを隠かくせなかった。晴海はこれまで演劇としてアライア役を演じてきたが、最近の彼女は演劇だけではなく、現実の上でもアライアの役目を果たしつつある。アライアの記き憶おく、美しく輝く銀色の髪、シグナルティンのコントロールとその余剰魔力による古代語魔法。あくまで晴海というごく普通の少女をベースにしながら、白銀の姫ひめアライアの存在が現代に蘇りつつあった。

　―――いや、これがアライア陛下の望みそのものだったのかもしれないな………。

　そこで孝太郎は気付いた。今の晴海が、アライアの理想であるという事に。

　アライアはフォルトーゼの皇こう帝ていとして、最後まで立派に生き抜いた。だがその為に彼女は普通の少女としての自由と幸せは捨てなければならなかった。これに対して晴海はごく普通の少女であるにもかかわらず、アライアの姿と力、記憶を受け継いでいる。つまり今の晴海は、アライアが普通の少女として生きた場合の姿に限りなく近い筈だった。そして孝太郎は、晴海の人格に変化が起きない理由も、きっと同じなのだろうと考えていた。

　―――陛下が他人の人生を乗っ取る筈はないんだ。それが理想の生き方ならば、尚更だろう………。

　そうやって一瞬晴海に気を取られた孝太郎に、機械兵が襲い掛かる。機械兵は大きく爪を振り被り、孝太郎を引き裂こうとする。

「しまった!?」

　晴海に気を取られていた孝太郎は、反応が僅かに遅れた。おかげで棒立ちに近い状態で機械兵に身を晒す事となった。

「危ないっ!!」

　ガキィンッ

　しかし機械兵の爪は、命中する寸前でキリハの薙刀によって受け止められた。

「まだ戦いは終わっていないっ、気を抜くな孝太郎っ！」

　そこからキリハは薙刀の刀身と柄とを器用に使って、連続攻撃を繰くり出していく。その姿はさながらバトントワラーのようだった。

「済まない、助かったよキリハさんっ！」

　孝太郎も再び剣を構え、手近な機械兵に斬りかかっていく。晴海によって大型マシンガンが排除された事で、戦せん況きようは大きく変わり始めていた。大型マシンガンの攻撃を防ぐ為に使われていたバリアーが自由に使えるようになった為に、孝太郎達はこれまでよりも大胆な攻撃が出来るようになった。おかげで数で勝る機械兵が押され始めていた。

「このままではわたくしの出番がなくなりそうですわね」

「そんな事はありませんよ。クランさんの活躍があってこそ、私達はここにいる訳ですから」

「………あなたは人を乗せるのが上手いですわね、ハルミ」

「乗せるって………事実じゃないですか」

　続いてクランと晴海による援えん護ごが始まると、機械兵は連係を乱され、孝太郎とキリハの手によって各個撃破されていく。それから機械兵が全て破壊されるまでには、何分もかからなかった。結果から見て、晴海によって四台の大型マシンガンが破壊された時点で、孝太郎達の勝利は確定していたと言えるだろう。







キリハの覚悟　七月三日（土）







　必要な情報を収集し、全員無事に六畳間へ帰って来たにも拘かかわらず、キリハは浮かない顔だった。孝こう太た郎ろうにもキリハの気持ちは分かる。心配事と疑問は山のようにあった。

「………タユマはどうして俺達を殺そうとしなかったんだろう？」

　孝太郎の抱かかえていた最大の疑問はそれだった。

　工場で生産された兵器をもっと沢たく山さん投入すれば、制せい御ぎよ室で孝太郎達はやられていただろう。文字通りの意味で袋ふくろの鼠ねずみだったのだから。だが何な故ぜかタユマはそうしなかった。孝太郎にはそれが不思議でならなかった。

　するとキリハが孝太郎の疑問に答える。頭の良い彼かの女じよは、既にその理由に辿たどり着ついていた。

「最初は侵しん入にゆう者しやを殺すつもりだったのだろう。そのつもりで制御室を罠に使った筈はずだ」

　侵入者が欲しい情報が集まっている制御室。袋小路である事を利用して罠に使う。だが敵を罠に嵌める確実性に反比例して、情報流出の危険が存在している。キリハは、本来は確実にそこで侵入者を仕留める計画であった可能性が極きわめて高いと考えていた。

「だが途と中ちゆうで侵入者が我らである事に気付き、方針を転てん換かんしたのだろう」

「それはどんな風にだ？」

「可能性は二つ考えられる。まずタユマ達は我らの手の内を知りたいのだろう」

　侵入者がサンレンジャー、地上の勢力のみであれば制御室で殲せん滅めつすれば良かった。だがやって来たのはキリハ達だった。だからタユマは方針を変更した。

　タユマにとって、孝太郎達はかつて痛い目に遭わされた得体の知れない敵。そして地上の人間との戦いでは、孝太郎達が出て来る可能性が高い。制御室にやって来たのがその一部でしかないのなら、変に力押しして一気に殲滅するよりも、戦せん闘とう能力を確かく認にんした方が良い筈だった。

　その為には標準的な戦闘能力の部隊を孝太郎達にぶつけてみる必要があった。そして今回でデータを取られた以上、次は確実に勝てる兵力で襲って来る事だろう。だからタユマは余裕で退いた。ここで倒さなければいけない理由など、どこにもないのだから。

「そしてついでに、大地の民たみに地震兵器の情報を与える為でもあった筈だ」

　もう一つの理由は、大地の民に地震兵器の情報をリークする為だろうと思われた。

　穏健派は地震兵器を放置すれば故郷を失い、地上との戦いを余儀なくされる訳だが、仮にその情報を得ても大地の民が信じるかどうかはまた別問題だった。そこで確かなルートから確実な証しよう拠こを与えなければならない。そのルートとして一番有望なのは、現在大地の民を率いる指導者、クラノ家の人間だろう。その人間が、敵の基地で証拠を見付けるのが最も信しん頼らい性の高い情報となる。つまりキリハは穏健派に確かな情報を届け、選せん択たくを強いるメッセンジャーに利用されたのだ。

　これは非常に効果的な手法と言えるだろう。現にキリハは地震兵器の情報を自分の目で確かめた事で、その対策に乗り出そうとしている。それが穏健派全体に広がるのも時間の問題だった。

「くそっ、全てタユマの………いや、急進派の指導者のマグズって奴やつの思うままに動かされているって事か………」

　孝太郎は悔しそうに奥歯を噛み締める。相手は孝太郎達の動きまで予想して、先手先手で手を打ってきている。この分ではこの先の事もそうである可能性が高い。非常によくない傾けい向こうだった。

「それでキリハよ、そなたはどうするつもりじゃ？」

　ティアは最近六畳間ではあまり見せない、厳しい視線をキリハに向ける。この先の事を思うと、どうしても皇女の顔が出てしまう。ティアは既に、戦いは避けられないと考えていた。

「………分からない。どうしたら誰だれも傷付かずに済むのか………」

　だがキリハの答えはまだ出ていなかった。今のキリハには、選せん択たく肢しが幾つか見えていたのだが、どれを選んでも少なからず人的な被ひ害がいが出てしまう。だからキリハは見えている選択肢を選ぶ事が出来ず、別の選択肢を見付け出そうと必死になっていた。

「誰も傷付かずに済む選択肢は、存在するのかもしれん。だがそれを見付ける為の時間がない。キリハよ、そなたは今すぐに行動しなければならないのじゃ」

「それは………分かっているのだが………」

　キリハは悔しそうに唇を噛む。彼女も本当は分かっている。実際、先日父親のダイハと戦いについての話をしていたから。分かっていても、その選択を目の前にすると受け入れ難がたい問題だった。

　キリハの行動は、常に優しさが基本となる。頭の良い彼女は、他人の気持ちを先読みして、問題自体が起こらないように工く夫ふうしてきた。政治の上でも、生活の上でも。なるべく誰も傷付かずに済むようにしたい。それが彼女の願いだった。

「選択肢が限られ、犠ぎ牲せいが避さけられぬなら、最も犠牲が少なくなる選択が好ましい―――わらわならばそのように考えるが」

「だが………地上の人間が傷付き、大地の民同士が敵対する、そんな未来はなかなか受け入れられん」

　だがそれゆえに、こうした犠牲を伴う選択には足踏みをする事になる。ティアのように正義を行動原則としているタイプとは、根本的に感じ方が異なっているのだ。他に方法がないと分かっていて、なお選ぶ事が出来ない未来。キリハは袋小路に嵌り、完全に行き詰っていた。彼女は苦しげに顔を歪め、拳を固く握り締める。

「………キリハさん」

　そんなキリハの手に、孝太郎の手が重ねられた。孝太郎はキリハの拳を解くと、そのまましっかりと握りしめた。

「孝太郎………？」

　孝太郎の意図が読めず、キリハは怪訝そうに孝太郎を見つめる。その時の彼女の顔は、まるで両親の顔色を窺うかがう子供のようで、孝太郎に十一年前に出会った少女の姿を思い起こさせた。だから孝太郎は精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作り、優しい声で彼女に語り掛けた。

「俺おれはキリハさんとキィちゃんが必要だというのなら、どんな事でも手伝ってやる」

　キリハは子供の頃ころから物分りが良過ぎる少女だった。だから孝太郎が正義を貫けと勧めれば、そうしたのかもしれない。だが孝太郎はそれでは駄だ目めだと思っている。キリハとその内側に隠れている少女は、物分りが良いふりをしていても、心の内側では大きく傷付いてしまうのだ。

「そしてもしそれが失敗だったら、何十年でも一いつ緒しよに後こう悔かいしてやる」

　キリハとキィに必要なのは、何が正しいのかを教える事ではない。賢かしこい彼女はとっくにその事に気付いている。彼女に必要なのは一つだけ。それは心優しいキリハとキィが口に出来ないでいる事を、まるごと受け入れてやる事だった。

「だから教えてくれ。今キリハさんに必要な事は何だ？　俺は何をすればいい？」

　孝太郎はその事に気付いている。今も昔も、彼女はそういう女の子だった。そして孝太郎は彼女が何を言っても受け入れるつもりでいる。孝太郎はその強い想いを込めて、キリハの手を握り締めた。

「………孝太郎………おにいちゃん………」

　キリハは孝太郎の言葉に胸を突かれた。孝太郎は事の善悪を度外視して、キリハの味方をすると言っている。そんな孝太郎の言葉は、キリハに十一年前の事を思い出ださせた。自身の弱さに泣く孝太郎。その孝太郎を救おうと必死だった自分。そしてキリハは気付く。孝太郎はあの日の自分と同じ事を言ってくれているのだと。孝太郎は今、キリハの弱さを受け入れてくれているのだと。

「………ありがとう、孝太郎………」

　だからキリハは孝太郎の手を握り返した。すると孝太郎もそれに応えるように、手を握る力を強める。そしてキリハは空いている方の手で溢あふれ出した涙なみだを拭ぬぐう。孝太郎の気持ちは嬉しかったが、泣いている暇はない。今は何をおいても行動すべき時だった。

「孝太郎、そして他の皆みなも聞いてくれ」

　涙を拭ったキリハは顔を上げる。この時の彼女からは、少し前までの弱々しさは感じられなかった。冷静な指揮官の顔が戻もどってきていた。

「これより我々大地の民は、統制を離れて暴走する急進派に対して、武力行使を行う」

　政治派は閥ばつとしては穏おん健けん派はに属し、キリハ個人は平和主義者。そんな彼女が戦いを決断する意味は重い。そこまでの状じよう況きようになってしまっているのだ。その事は、六畳間に集う少女達にもしっかりと伝わっていた。少女達の繋つながりは深い。

「大地の民同士の戦いになってしまうのは非常に残念だが、このまま放っておく訳にはいかない。急進派の幹部を捕え、地震兵器の使用を阻はばみ、地上と地底の双そう方ほうを守る。その為ために、汝なんじらの力が必要なのだ！」

　急進派と言えど、国を憂う同どう胞ほうなのは同じ。出来れば傷付けたくはなかった。それを避ける為に、これまで必死になってきたのだ。だがキリハは遂ついにそれを覚かく悟ごした。覚悟しなければ、守れない。理り不ふ尽じんな運命に晒されて滅びゆく故郷を、座して見ている訳にはいかなかったから。

「頼たのむ、力を貸してくれ！　我らだけで挑むには、あまりに強大な敵なのだ！」

　急進派は強い。いつの間にか多くの資金を集め、魔ま法ほう使つかいの助力を得て、兵器の大量生産を行っていた。また行動は速く、開戦目前のところまで来てしまっている。人数では大きく勝る穏健派だが、この状況からでは逆転は難しい。だからキリハには孝太郎と六畳間の少女達の助力が必要だった。孝太郎達に戦いを強いるのは本意ではなかったが、キリハにはもう他に方法がなかった。

「ふふん、その言葉を待っておったぞキリハよ！　そなたのライバルはわらわじゃ！　ポッと出の連中など早々に蹴散らして、本来の戦いに戻るとしようぞ！」

「ティアの言う通りだよキリハ！　みんなでワッと行って、ダッとやっつけてさ、またみんなで何処どこかに遊びに行こうよ！　もうすぐ夏休みなんだからさっ！」

「わたしもお手伝いしますぅ！　魔ま法ほうが悪用されていますから、これはわたしの仕事でもありますぅ！」

「私も行くわ。真ま耶や様が関係している以上、放ってはおけないもの」

「キィ、このわたくしに任せておきなさい。大船に乗ったつもりでいて結構ですわよ」

「おやかたさま、騎き士し団だんはいかがいたしましょうか？」

「サトミ騎士団は全軍で出撃。大地の民、穏健派を支し援えんする」

「仰せのままに、マイロード。身命を尽くします」

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいはどうなさるんですか？」

「もちろんお手伝いします。クラノさんはお友達ですもの。笠かさ置ぎさんは？」

「私もです。大家と店子は一心同体って言うじゃありませんか。ねっ、おじさま？」

『そうだな。儂も手伝わせて貰もらおう。地底の国には興味があるし』

　少女達は次々と協力を申し出る。反対する者は誰もいない。キリハの窮地を放置できるほど、浅い付き合いの人間などこの場所には一人もいないのだ。

「皆………ありがとう………」

　キリハは胸が熱くなり、再び涙ぐんでしまっていた。この時の六畳間の少女達の様子を見て、キリハは地上へ出てきて本当に良かったと感じていた。そしてこの関係を地上の人間と大地の民の間にも広げていかねばならない。その為に、何としても急進派を止める。キリハはそう固く心に誓うのだった。










　孝こう太た郎ろう達たちが地震兵器と呼ぶものには、アースドラゴンという名前が付けられている。大地の民の文化では、地中を走る霊気の流れは龍に喩えられる。そこから取って名付けられたものだった。地の龍を身じろぎさせて地震を起こすという訳だ。

　そのコントロールルームにいるエゥレクシスは、この名前を気に入っている。自身の経営する企き業ぎようの名にも、ドラゴンの名を関していたからだった。

　エゥレクシスは今、真新しいコンピューターと向かい合って、アースドラゴンの最終調整にあたっている。元々高レベルの工業製品はデリケートなものだが、このアースドラゴンは霊子力技術との調和を図はからねばならず、魔法の助けを借りても設計通りの力を発揮させるのは難しい。おかげでエゥレクシスは何日もこの部屋に釘付けで、変化に乏しい生活を送っていた。

「今帰ったわ」

「ああ、お帰り、真ま耶や」

　そんなエゥレクシスの生活に変化を与あたえるのが真耶だった。彼女がやってくると思いがけない事が次々と起こる。孝太郎に完敗した事で満足したエゥレクシスが今もなお地球に残っているのは、そんな真耶を気に入ったからでもあった。

「首尾はどうだい？」

「相変わらず出鱈目な連中だったわ。以前よりも強くなってると思う」

「コータロー君は？」

「あの坊やは特によ。………はい、後で見ておくといいわ」

「ありがとう、真耶。楽しみだよ」

　真耶はデータの入ったメモリーカードをエゥレクシスに手て渡わたす。そこに入っているのは兵器から回収した孝太郎達との戦闘データと、工場に配置された各種センサーに記録された情報。これにより孝太郎と六畳間の少女達の戦闘力が正確に評価できる。エゥレクシスと真耶が欲していた情報だった。

「エゥレクシス、目の前に私という美女がいるのに、随ずい分ぶんな態度じゃないの」

「んっ？　それはどういう意味だい？」

「あなた今、恋こい人びとから手紙を貰ったような顔をしてるわよ？」

「コータロー君は恋人と言えなくもないね。それは君もそうだろう？」

「ふふふ………私達は相当ひねくれているわね」

　真耶とエゥレクシスは笑い合う。このところ、しばしばこうした状況があった。大きく見ると二人は考えている事が似ていて、お互たがいに気を遣わなくて済む。それでいて細かく見ると自分にはない発想が次々飛び出て来るので楽しかった。
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「それと、少し納なつ得とくのいかない事が続いていた反動もあるだろうね」

「作業が行き詰っているの？」

　実際、真耶が他人の気持ちを気にするのは珍しい事だった。他人がどう思っていようが我が道を行く。それが真耶だった筈なのだ。

「いや、そういう訳じゃない。手間はかかっているが、作業自体は順調だよ」

「なら、どうして？」

「正直に言うと、あまり好きな状況ではないんだ。彼かれらの目的は理解するが、その手段が広域破は壊かい兵器に誘拐だ」

　そしてエゥレクシスの方もそうだった。彼は他人に不平や不満を漏らす事は少ない。人の上に立つ仕事をしてきたので、自然とそうなった。だが真耶の出現以降、それが少しずつ変化し始めていた。

「ふふっ、その辺はお互い脛に傷がある身でしょう？」

「その手段自体は否定しないよ。確かに私も使った手だからね。しかしそうした手段には一定の限度と正確なコントロールが必要だ。なのに彼らは、とかく感情が優先される傾向にあるんだ」

　それに比べると、真耶もエゥレクシスも協力態勢ではあっても、タユマに対してはあまり良い感情を持っていない。二人とも基本的に目的を優先すべしという考え方だが、タユマはそれが過ぎる。二人にはそこが気に入らない。真の意味でのプライドが感じられないのだ。

「悪には悪なりの咲き方がある？」

「そういう事かな。………その意味では、君は本当に美しいよ、真耶」

「悪女って言われても、素す直なおに喜べないわ」

「ははははっ、悪女か！　そうか、確かにそういう意味になるね！」

「んもぅ………白々しい………」

　今の二人は正しくパートナーの関係を築きつつある。だが二人とも対等な相手との関係を築いた事がなく、自覚には乏しかった。大きな目的を抱えている事もあり、二人に自覚が芽生えるかどうかは微びみ妙ようなところだった。

「………冗談はさておき、そのタユマは今どうしているんだい？」

「それこそ誘拐よ。マグズと一緒にクラノ＝ダイハの身柄を確保しに行っているわ」

「いよいよ始まる訳か」

「ええ。大地の民を二分した戦いの始まりよ」

「………立場はともかく、心情的にはコータロー君達の活躍に期待したいね。その方がエレガントだ」

「気持ちは分からないではないわ………頑がん張ばりなさい、真ま希き………」

　二人の目的は遠い。その第一歩が大地の民の急進派への協力だった。それと引ひき換かえに急進派から引き出したものが、二人を目的に近付けてくれる。つまり真耶とエゥレクシスはタユマに協力してはいるが、目的は共有していない。だからこの二人が、大地の民の未来にどう影えい響きようしてくるのかは、まだ不透明だった。
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あとがき







　皆さんご無ぶ沙さ汰たしております、作者の健速です。

　この十五巻の発売日は三月。一巻の発売からちょうど五年目です。そしてこの五年目という記念すべき日に、一つ重大な発表があります。皆さんポスターやＰＯＰやなんかで既すでにお気付きかとも思いますが―――




　祝！『六畳間の侵略者!?』アニメ化決定！




　―――という事になりました。これも外伝を含めて十七巻に及ぶ長いシリーズを支えて下さった読者の皆様のおかげです。まずはその事に心より御おん礼れい申し上げます。

　さて、アニメ化の決まった本作ですが、放送開始は夏以降の予定となっています。現在はそこへ向けての準備が急ピッチで進められています。私も定期的に開催される脚本会議に参加しています。

　肝かん心じんの内容の方ですが、再現性は高いと思っています。ただ、もちろん小説よりも更に尺の制限が厳しいので、簡単な作業ではありません。単純に三十分単位に分割して映像にすればアニメになる訳ではないというのが難しいところです。

　そうした苦労の反面、アニメになるおかげで強化される点もあります。キャラクターの仕草の可愛かわいらしさや、ゆりかのダメさなどは、目で見てはっきりと分かる形で示して貰えるものと思います。この辺りは小説では皆さんの想像力に頼らざるを得なかった部分なので、大きなプラスに働くのではないかと思っています。

　ですので、アニメの得意な部分と苦手な部分の足し引きの結果が、皆さんにとってプラスになっているように祈るばかりです。感じ方には個人差があると思いますので、こればかりは神頼み。より多くの読者の皆さんにご満足いただける事を願っています。

　そういえば、アニメ化の話が最初に出たのは五巻の頃だったでしょうか。そこから数えてもう三年程の月日が流れています。実はこの期間、個人的には非常に助かりました。アニメにするなら確定させなければならない情報が多かったからです。例えば一巻の遺い跡せきで出てくるあの人物の姿。あれを三年前の時点でアニメの為に厳げん密みつに定義してしまうと、その後の展開を大きく拘束したでしょう。もし大人の事情で急に終わらせなければいけなくなった場合には、それでは困った事になった筈です。しかし今はもう十五巻。この先の展開は既に一つに絞られています。今なら触れずにおいた設定を全て確定させても大丈夫です。ですからアニメでは、遺跡のあの人物は明確に映像として描かれると思います。小説とアニメにはそういう違いもありますので、注目して頂ければ別の楽しみが見出せるのではないかと思います。




　今回のあとがきは三ページなので、そろそろおしまいです。アニメの話だけで終わってしまいましたが、今回は仕方ないと思います。それだけのビッグニュースですし。

　それでは最後に御ご挨あい拶さつを。本作を執筆、並びにアニメ化するにあたり尽力して下さった編集部の皆様、関係各社の皆様、いつも可愛いキャラを描いて下さるポコさん、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に篤あつく御礼申し上げます。




　それでは十六巻のあとがきで、またお会いしましょう。


二〇一四年　一月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３　東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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